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はじめに

この報告書は、佐賀県農業基盤整備事業の実施に先立ち、埋蔵文化財の確認調

査を行った結果についてまとめたものです。

県教育委員会では、文化財の保護と農業生産基盤の整備事業との調整を図るた

め、事業実施に先立つて確認調査を実施し、その結果に基づいて文化財の保護行

政を進めております。

昭和63年度につきましでも関係各位のご協力のもとに、事業計画予定地内にお

ける埋蔵文化財の存否について確認調査を行ったところ、旧石器時代から近世に

至る多くの遺跡が確認されました。この調査結果を踏まえ、県及び関係市町村の

農林担当部局との聞で文化財の保護と農業基盤整備事業との調和について協議し、

関係各位のご努力によって多くの遺跡を後世に伝えることができるようになりま

した。

また、同時掲載しております発掘調査(本調査)の記述については、昭和62年

度に実施した確認調査によってその所在を確認した遺跡のうち、基盤整備の設計

変更等による文化財の保護措置を尽くした結果、最終的に発掘調査に至ったもの

の概要報告であり、その調査成果の一端を紹介するものです。

調査にあたって、文化庁・県農林部・関係市町村の教育委員会・土地改良担当

課並びに地元の皆様から深いご理解とご協力を賜り、お陰をもちまして埋蔵文化

財の保護について所期の使命を果すことができました。関係各位に対し、心から

お礼申し上げます。

平成 2年 3月31日

佐賀県教育委員会

教育 長 志 岐 常 文



仔1
1.本書は国庫補助を受け、昭和63年度及び翌平成元年度に施工計画の佐賀県農業基盤整備事

業に先行して、昭和63年度に実施した確認調査並びに本調査の成果をまとめたものである。

2.確認調査は関係市町村教育委員会の協力を得て、佐賀県教育委員会が実施した。

3.遺構の実測及び写真撮影は調査員が行った。

4. 遺物の整理・実測・製図・報告書作成作業は佐賀県文化課で行った。

-遺物整理……中島美須三・田中ハルミ

-遺物実測……古賀安子・梅野角子・上瀧光子・神田浩子・宮地正子

図……三好文子・鳥谷智子-製

5.本書の執筆は下記の分担で行った。また、執筆に当たっては各調査担当者より提出された

「確認調査結果報告書」並びに「発掘調査実績報告書」を参考にした。なお各調査担当者

には必要に応じてご教示を戴いた。

回、 V………樋口秀信・徳永貞紹H 、I、

N-5・H ・H ・..…中尾修二睦N-2~4 ……太田正N-1・H ・H ・..…山田

N-8・H ・H ・..…久保伸洋N-7…...・H ・..前田達男N-6・H ・H ・..…原田大介

N-12・H ・H ・..緒方祐次郎実N-10、H・H ・..八尋N-9・H ・H ・..…草野誠司

N-15・H ・H ・..…木島慎治N-14・H ・..……福田義彦安信堤q
J
 

Z
E
4
 

W
 

N-21"・H ・...…古庄秀樹修N-18~20'" …種浦N-16、17……田中稿二

N-24・H ・H ・..…加田隆志N-23・H ・H ・..…坂井義哉N-22…...・H ・..原田保則

N-29…...・H ・..中国成生N-28・・・・・・・・・・・・田島龍太N-25~27……渡部俊哉

N-30・u ・H ・H ・-・有光宏之

6.本書の編集は樋口秀信が担当した。

仔。凡

遺構番号に用いた分類記号は、I 

SD:溝跡、SE:井戸跡、SH:竪穴住居跡、SB:住居跡・建物跡、

SX:自然谷 ・性SK:土壌、S J :斐棺・査棺、SG:集石遺構、

を示す。P:柱穴・小穴格不明の遺構・その他、

2. 用いた方位は地図が座標北、遺構図は磁北である。

3.挿図中の記号で、

を示す。

.は遺構・遺物包含層が検出された試掘溝

口は遺構・遺物包含層が検出されなかった試掘溝
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1. 調査に至る経過

1.平成元年度施行予定の農業基盤整備事業計画に伴う文化財確認調査

(1) 農業基盤整備事業施行計画に係る協議

本県においては、県農林部所管、及び市町村所管の農業基盤整備事業に係る埋蔵文化財の保

護については、県農林部と県教育委員会との聞で確認した 『農業基盤整備事業に係る埋蔵文化

財の保護に関する確認事項J (昭和53年締結、昭和59年改正)に基づき、協議調整を行ってい

る。平成元年度農業基盤整備事業施行計画については、昭和63年 9月下旬に農地整備課・農業

振興課・建設鉱害課から施行予定地の図面を添え、文化課に協議があった。

この施行計画に係る埋蔵文化財確認調査の対象面積は合計1449.4haに達した。地区別で見る

と、佐賀東部地区(鳥栖市・基山町・中原町・北茂安町・上峰村・三根町・三瀬村・神埼町・

千代田町)460.3ha、佐賀西部地区(佐賀市・多久市・川副町) 588.5ha、佐賀南部地区(武雄

市・鹿島市・北方町・白石町・太良町)262.4ha、佐賀北部地区(伊万里市・西有田町・七山

村・厳木町・相知町) 105.8ha、佐賀上場地区(唐津市・鎮西町・玄海町・肥前町) 32.4haで

ある。関係する農業基盤整備事業として、県営圃場整備事業・干拓地等農地整備事業・県営土

地改良総合整備事業・団体営圃場整備事業・団体営土地改良総合整備事業をはじめ、農業構造

改善事業・山村振興農林漁業対策事業・農道整備事業・農地等鉱害復旧事業など多岐にわたっ

ている。

また九州農政局所管の国営上場農業水利事業に伴う文化財の取り扱いに関する協議(唐津市・

鎮西町・玄海町・肥前町)、水資源開発公団所管の筑後川下流用水事業に伴う文化財協議(北

茂安町・神埼町)もなされた。

(2) 文化財確認調査

協議を受けた事業計画地区(工区)の設計図に関して、まず工区内に周知の文化財が所在し

ているかどうかを遺跡地図等によって確認するとともに、関係市町村の文化財担当専門職員か

ら埋蔵文化財に関する情報の収集を行うほか、遺跡が立地し得る自然条件にあるかどうかといっ

た点も含めて、まず事前の検討作業を行った。

そして、各事業計画地区について、関係市町村教育委員会の文化財担当職員とともに現地踏

査を実施して検討を重ね、その資料を基に遺跡の存在が予測され、確認調査が必要な地区・地

点(表1)を決定した。

確認調査の実施にあたり、関係市町村の教育委員会・土地改良担当課、県農林部の関係諸課・

各農林事務所との 『昭和64年度農業基盤整備事業に係る文化財の保護に関する協議会J (第 l

回)を、県教育委員会が主催して10月18日に開催した。協議会においては全体協議の後、市町

村毎に関係者による個別協議の場を設け、事業計画の概要説明、現地踏査等の検討結果の報告、
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確認調査の円滑な実施にあたっての打ち合わせを行った。

文化財確認調査は、上場地方及び西松浦郡等の稲刈りが早く終了する市町村では10月下旬か

ら開始し、その他の市町村でも麦の種蒔き時期との関係で、 11月中旬までには実施した。確認

調査には、原則として 2mX2mの試掘溝(トレンチ)を20m間隔に碁盤目状に設定し、埋蔵

文化財の有無、性格、分布範囲を調査する方法を採用した。

(3) 農業基盤整備事業と文化財保護に係る協議

調査によって事業計画地(工区)内で確認された遺跡は、佐賀東部地区129，500m'、佐賀西

部地区31，800m'、佐賀南部地区14，OOOm'、佐賀北部地区12，800m'、佐賀上場地区13，300m'の合

言十201，400m'で、ある。

この確認調査の結果をもとに、関係市町村教育委員会が主体となって個別協議を実施し、工

法上遺跡に影響を及ぼす地点については、水路位置の変更・盛土による田面高の嵩上げ・圃場

の区画変更等の設計変更を中心に、技術的・経済的に可能な保存方法を検討し、事業計画と文

化財保護に関する調整を図った。この問、農林側には数度にわたる設計変更に関して積極的に

対処していただいた。

このような個別協議を経て、 12月20日に第 2回目の『農業基盤整備事業に係る文化財の保護

に関する協議会jを開催し、昭和64年度(平成元年度)の事業計画と文化財保護との最終的な

調整がなされた。この結果、盛土工法等の採用によって遺跡の現状保存を図り、 96，600m'につ

いては昭和64年度(平成元年度)に発掘調査を実施して記録保存を行うことになった。

また昭和63年度に関係各市町村教育委員会が実施した発掘調査(表 2) は、昭和62年度に確

認調査を実施し、農業基盤整備事業担当部局との協議を経た結果、記録保存で対応することに

なったものである。
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6在認調査 I也 区 発御調査遺跡

囚鳥栖北部 (鳥栖市) ①東福寺遺跡、 (基山町)

白鳥栖西部 ②即、古賀遺跡群 (中原町)

田園部 (基山町T) ③中野城跡 (北茂安町)

佐
回中原北部 (中原町) ④船石遺跡 (上峰村)

国北茂安東部 (北茂安町) ⑤西島一本杉遺跡 (一般町)

i'μ孔a 
回 北茂安中部 11 )⑥大IUIーノ郎遺跡 (束脊娠村)

回 北茂安西部 11 ) ⑦ 大IUI鶴ノ森遺跡 11 

東
図上峰北部 (上崎村) ③聞手本杉遺跡 (一回I11町)

回一桜西一期l (ニ恨町) ③国手一本杉遺跡 11 

苦i
回大普寺北部 ( 11 ⑪志波屋 ノ坪遺跡、 (神崎町)

回 小竹 (一瀬村) ⑪上志波屋七ノ坪遺跡( 11 

I也
回神崎(祇園原) (神崎町) ⑫横武城跡

回神埼(鮒υ11) ( 11 ⑬下西八本松遺跡、 (千代田町)

区
回神崎(茜)

回志雄屋(農免道路)( 11 

四千代田(迎島)(千代印町)

回城西第l第2 (佐賀市) ⑬村徳永遺跡 (佐賀市)

II 困北川目IJ ⑬立野遺跡 ( 11 

佐 国巨勢 ⑬於保一本松遺跡 (大和町)

図久保泉西部 ( 11 。本村龍遺跡
î~ 囚久保泉東部 ( 11 ⑬一重本村遺跡 (諸富町)

西 図高地ji ⑬一重傑ノ木遺跡 ( 11 

吉日 図兵庫南部 @ 石塚古墳群 2号墳 ( 11 

図四下 (多久市) @寺浦廃寺 (小城町)
1也 回多久東部

区 図川品IJ北部 (IIJ畠IJ町)

図 川副中部 ( 11 

図橘 (武雄市) ②市場遺跡 (武雄市)

III 図本部 ③ 井手橋遺跡 ( 11 

佐 園 川登 @ 吹野遺跡 (鹿島市)

図鹿島凶部 (鹿島市) ③湯崎東遺跡、 (白石町)
~~ 図中村 @ 久治遺跡 ( 11 

南 図 僑下 (北方町) ② 多国遺跡 ( 11 

音J¥
図白石西 1-3 (白石町)

図白石西 3-1 ( 
I也 図白石西4 2 ( 

区 図白石西 4-3 ( 

図片峰 (太良町)

図立岩 (fjl万里市)

図古場 11 
W 

白 滝川内 11 

佐
図 山吉(農免道路)( 11 

図 川内野 11 

~t 
田平山 11 

回大野岳(農免道路)( 11 

~t 
岡伊万里西部 ( 11 

回 伊万里・大里団地 ( 11 

吉日
図柳谷 (凶有田町)

図 荒111玉川韓(林道)(七山村)

I也
図 厳木 (般木町)

回 厳木北部

区
~ 浦川内
図 大野 (相知町)

図尾部凹

図 後川内 (唐津市) ③ 唐ノ 川高峰遺跡 (唐津市)
V 図 唐 /111 ③唐ノ川境遺跡

ft. 回 中堅 @ 来島通之陣跡 (呼子町)

lJi 図早 悶 (古典西町) @ キ形遺跡群 (玄海町)

上
図早ケ回

図キ形 (玄海町)
上品 回 鶴牧八ー|蒔・Jiri1II 111 (肥前町)

I也 図 新木場

区 図入野

図赤坂

四五1ま川下 図 北茂安凶部 (北茂安町)

~UII* 図 鶴 (事1"奇町)
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表 1 農業基盤整備事業施工予定地区内文化財確認調査一覧表(昭和63年度実施)

地区 市町村名 工事地区名 所 在 地 確認調査対象面積 調 査 生小士口 果 担 当 備 考

鳥栖市 鳥栖北部(山浦新町) 鳥栖市山浦町字新町 8.2 (ha) 古墳時代及び中世の集落跡・墳墓群、縄文~近世の遺物包含層 石橋 山浦新町遺跡

。 鳥栖北部(原古賀) 鳥栖市原古賀町字二本松 6.4 弥生~中世の遺物包含層 石橋

イシ 鳥栖西部(立石吉原) 鳥楠市立石町字吉原 4.3 古墳16基及び古墳時代の遺物包含層 石橋 山田遺跡
佐

イ〉 捕西部(立石柳川原) 鳥栖市立石町字柳ノ元 7.0 奈良・平安時代の集落跡 石橋

基山町 園部(金丸 ・本竿) 二養基郡基山町大字園部字金丸、字本竿 6.4 遺跡は確認されなかった 山 田

賀
。 園部(鈴町) 二養基郡基山11汀大字園部字鈴町 5.5 弥生~中世の集落跡 山田・田中 鈴町遺跡

中原町 中原北部 ニ養基郡中原町大字原古賀字拾徳外 31.0 弥生~平安時代の集落跡 太田

北茂安町 北茂安東部 二養基郡北茂安町大字江口字}本黒木外 27.0 遺跡は確認されなかった 中尾

東 イシ 北茂安中部 ニ養基郡北茂安町大字東尾字一本杉外 60.0 遺跡は確認されなかった 中尾

イシ 北茂安西部 ニ養基郡北茂安町大字中津隈字一本黒木 28.4 奈良・平安時代の集落跡 中尾

部 上峰村 上峰 北部 二養基郡上峰村大字堤字八藤外 15.5 弥生~奈良時代の集落跡 鶴田・原因

二根町 ニ 根西 一 期 ニ養基郡ニ根町大字西島 50.0 遺跡、は確認されなかった 東中川

イ〉 大善寺北部 ニ養基郡ニ根町大字坂口 41.0 遺跡は確認されなかった 藤口

地 三瀬村 竹 神埼郡ニ瀬村大字藤原字小竹 1.9 遺跡は確認されなかった 徳永

神埼町 神埼(祇園原) 神埼郡神i奇町大字尾崎 13.7 古墳時代~中世の集落跡 八尋

区
イシ 神埼(姉 )11) 神埼郡神埼町大字姉川字二本松、二本松、五本松外 56.5 中世・近世の集落跡 緒方 姉川十二本松遺跡、姉川十二本松遺跡

ク 神埼 (酋) 神埼郡神埼町大字鶴、大字減原 41.9 古墳時代の集落跡 八尋

。 志波厘(農免道路) 神埼郡神埼町大字志波屋字ニ谷 0.2 遺跡、は確認されなかった 八尋

千代田町 千代田(迎島) 神埼郡千代田町大字迎島 55.0 遺跡は確認されなかった 堤

佐賀市 城西第 1.第 2 佐賀市西与賀町大鴇太郎、本正町対:本庄、大字末次 58.0 遺跡、は確認されなかった 木島

佐
イン ~t )11 品リ 佐賀市北川面IJ町大字光法字山津、字阿高 35.2 弥生及び中世の集落跡 木島 阿高遺跡

ク 巨 勢 佐賀市巨勢11汀大字高尾字高尾小路外 42.0 弥生時代の遺物包含層 福田

賀 イシ 久保泉西部 佐賀市久保泉町大字上和泉字村徳永、字古村 31.0 弥生~中世の集落跡 福田 村徳永遺跡、古村遺跡

イシ 久保泉東部 佐賀市久保泉町耕上和泉字削、始:下和泉字7握 60.0 弥生~近世の集落跡、 福田 南宿遺跡、本村遺跡

西 。 嘉 瀬 佐賀市嘉瀬町大字荻野字ー本松龍、宇一本杉寵 74.4 遺跡、は確認されなかった 藤日・東中川 ・福岡

イ〉 兵庫 南部 佐賀市兵庫11汀大字瓦町字牟田寄 15.0 弥生~中世の集落跡、弥生時代の員塚 福田・木島 牟田寄遺跡、牟回答貝塚

音日 多久市 四 下 多久市北多久町大字多久原字囚下 4.0 弥生~近世の遺物包含層(集落跡、の可能性あり) 平嶋 四下大丹遺跡

イシ 多久東部(大工回) 多久市北多久町大字多久原字大工田 5.4 弥生時代の遺物包含層 平嶋 大工田遺跡、

地 イシ 多久東部(西ノ谷) 多久市南多久町大字下多久字西ノ谷 10.6 遺跡は確認されなかった 平嶋

。 多久東部(四半田) 多久市東多久11町大字別府字四反田 2.0 中世の遺物包含層 平嶋

区 川副 l町 )11 副北部 佐賀郡川副町大字補富 38.9 遺跡、は確認されなかった 天本

イシ )11 副中部 佐賀郡川副町大字西古賀 45.0 中世・近世の集落跡 天本 自首江南遺跡

武雄 市 1商 武雄市橘町大字永烏字上野外 22.0 遺跡は確認されなかった 原因
佐

イシ 本 音E 武雄市若木町大字本部字山中 15.5 遺跡は確認されなかった 坂井
賀

イシ )11 主主又土 武雄市東川登町大字永野字天神皆木、馬場外 30.0 中世の集落跡 坂井 南永野遺跡、天神裏遺跡
南

鹿島市 鹿島西部(中尾) 鹿島市大字古校字中尾、門守 8.5 遺跡は確認されなかった 加田
部

イシ 鹿島西部(筒口) 鹿島市大字山浦字筒口 7.8 中世の集落跡 加田 飯田遺跡、不動遺跡、立馬場遺跡
地

区
。 鹿島西部(久保l!J) 鹿島市大字古校字久保山 12.0 遺跡は確認されなかった 加田

イン 鹿島西部(上古枝) 鹿島市大字古校字上古校 10.0 遺跡は確認されなかった 加回
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地区 市町村名 工事地区名 所 在 地 確認調査対象面積 調 ヨを 結 果 m 当 備 考

鹿島市 鹿島西部(東二川内) 鹿島市大字ニ河内字東ニ河内 8.7 (ha) 遺跡は確認されなかった 東中川

佐
イシ 鹿島西部(水梨) 鹿島市大字山浦字水梨 3.0 遺跡は確認されなかった 東中川

イシ 中 ネす 鹿島市中村字横沢、字本町 30.0 近世の宅地(造成地7)跡 加回 横造城跡、本町遺跡
賀

北方町 橋 下 杵島郡北方町大字芦原字一本松、字二本松 24.4 弥生・古墳時代の遺物包含層 森田 久治i甫遺跡

南 白石町 白石西 1-3 杵島郡白石町大字大波字喜佐木 58.0 時期不明の土壌 渡部

音E ク 白石西 3-1 杵島郡白石町大字多田、大字江越 30.0 近世の集落跡 渡部 多田遺跡

地
。 白石西 4-2 杵烏郡白石町大字湯崎字湯崎 3.5 遺跡は確認されなかった 渡部

4ン 白石西 4-2 杵島郡白石町大字湯崎字久治 0.3 遺跡は確認されなかった 渡部
区 。 白石西 4-3 杵島郡白石町大手:堤字船野、嘉瀬川 20.0 古墳~中世の遺物包含層 渡部

太良町 峰 藤津郡太良町大字太良字)-¥峰 6.1 遺跡は確認されなかった 徳永

伊万里市 」ーL 岩 伊万里市山代町立岩 6.6 中世の集落跡及び縄文時代の遺物包含層 盛

イシ 古 場 伊万里市東山代町古場 3.0 遺跡は確認されなかった 盛

。 1竜 )11 |村 伊万里市東山代11町滝川内 19.4 遺跡は確認されなかった 盛
佐 イシ 山倉(農免道路) 伊万里市大川町山口字山倉 4.5 遺跡は確認されなかった 盛

ク )11 内 野 伊万里市東山代11町川内野 9.4 中世・近世の集落跡、縄文~近世の遺物包含層 盛 川内野遺跡
賀 。 平 山 伊万里市脇田町平山 6.1 近世の集落跡 船井 平山遺跡

ク 大野岳(農免道路) 伊万里市南波多11町原屋敷 1.0 遺跡は確認されなかった 船井
1ヒ

伊万里市西部 伊万里市山代町峰 l.3 遺跡は確認されなかった 船井。
イシ 伊万里(大里団地) 伊万里市二里町大字大里字西尾 8.6 遺跡は確認されなかった 船井

部
西有田町 相11 I山コー 西松浦郡西有田町大字山谷(乙)字柳谷、字谷平 縄文時代の遺物包含層 徳永 鎌ノ首遺跡5.5 

地
七山村 荒川一天川線(林道) 東松浦郡七山村大字荒川字細川 0.1 遺跡は確認されなかった 束中川

厳木町 厳 木 東松浦郡厳木町厳木 12.0 遺跡は確認されなかった 東中川

区
イシ 厳木 北 部 東松浦郡厳木町浪i頼 3.7 遺跡は確認されなかった 東中川

イシ i甫 )11 |村 東松浦郡厳木町浦河内 1.0 弥生時代の遺物包含層 東中川 河内遺跡

相知町 大 野 東松浦郡相知町大野 17.2 弥生及び中世の遺物包含層 東中川 大野遺跡

イシ 尾 部 田 東松浦郡相知|町大字平山上字尾音1¥回 6.4 遺跡、は確認されなかった 東中川

唐津市 後 )11 |村 唐津市大字後川内 。目6 遺跡は確認されなかった 徳永・ LLi口

イン 唐 ノ I;I;J 唐津市大字唐ノ 川字殿切 0.2 遺跡は確認されなかった 徳永・山口

佐 イシ 唐 ノ I;I;J 唐津市大字唐ノ 川字鏡 0.6 旧石器 ・縄文時代の遺物包含層(集落跡の可能性あり) 徳永.LLi口 唐ノ 川境遺跡

賀 '" 中 里 唐津市湊町中里 9.3 遺跡、は確認されなかった 中島

上
鎮西町 早 回 東松浦郡鎮西町大字打上字ì~iJ頭外 3.5 遺跡は確認されなかった 明瀬

ク 弓巨ヨユ ケ 回 東松浦郡鎮西町大手:石室字皐ケ悶 0.3 縄文時代の造物包含層 明瀬 皐ケ田遺跡
場

玄海町 牟 形 東松浦郡玄海11汀大字牟形字稗田 12.0 旧石器 ・縄文時代の遺物包含層 束中川・徳永 牟形遺跡群

地 肥 前 11汀 鶴牧・八斗蒔・万賀里川 東松浦郡肥前町大字誇牧、大字新木j品、大字万賀里JlI 0.3 遺跡は確認されなかった 束中川 ・徳永・前回

区
。 新 木 場 東松浦郡肥前町大字新木場字束、字放四郎川 5.0 旧石器 ・縄文時代の遺物包含層 束中川・徳永・前回 新木場東遺跡

イシ 入 野 束松浦棚E前町大字入野字殿料品、字尾III、宇田の降 5.0 旧石器・縄文時代の遺物包含層 東中川・徳永・前田 殿木場遺跡

イシ 赤 坂 東松浦郡肥前Ilrj大字赤坂 0.1 遺跡は確認されなかった 徳永・山口

筑後下用 北茂安町 北茂安西部 二養基郡北茂安町大字中津限 1.4 遺跡は確認されなかった 徳永

川流水 神埼町 鶴 村l埼郡神埼町大字鶴 0.3 遺跡は確認されなかった 徳永
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表2 農業基盤整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査一覧表(昭和63年度実施)

地 区 市町村名 遺跡名 遺跡の 所在地 調査面積 調査主体者 調査担当者 遺 跡 の 内 n合- 略号

基山町 東福寺遺跡 ニ養基郡基山町大字園部字東福寺 450m2 
基山町教委 山田 古墳~平安時代の集落跡 T O F 

中原町 原古賀二本谷遺跡 ニ養基郡中原町大字原古賀字二本谷 8，500 中原町教委 太田 弥生~古墳時代の集落跡 H S D 

。 原古賀四本谷遺跡 ニ養基郡中原町大字原古賀字四本谷 350 中原町教委 前田 弥生時代の集落跡 H Y D 

ク 原古賀五本谷遺跡 二養基郡中原町大字原古賀字五本谷 5，600 中原町教委 前回・太田 弥生~奈良時代の集落跡、弥生時代の墳墓 H G D 

佐 北茂安町 中野城跡 ニ養基郡北茂安町大字江口字中野 600 北茂安町教委 中尾 中世の城跡 N K N 

賀 上峰村 船石 遺 跡 ニ養基郡上峰村大字堤字一本谷 5，000 上峰村教委 原田 縄文後期・弥生時代の集落跡 F N 

東
ニ根町 西島一本杉遺跡 二養基郡二根町大字西島字一本杉 600 ニ根町教委 前回 中世の集落跡、近世の墓地 N N 

東脊振村 大曲二ノ坪遺跡 神埼郡東脊振村大字大曲字二ノ坪 800 東脊振村教委 久保 中世・近世の生産遺跡(水田遺構等) o M N 
部

イシ 大曲鶴ノ森遺跡 神埼郡東脊振村大字大曲字鶴ノ森 2，400 東脊振村教委 久保 中世・近世の生産遺跡(水田遺構等) o M T 

地 二田川町 田手一本杉遺跡 神埼郡二田川町大字田手字一本杉 600 二田川町教委 草野 弥生~近世の遺物包含層 T D S 

区
。 国手二本杉遺跡 神埼郡二田川町大字国手字一本杉 1，800 二田川町教委 草野 古墳~鎌倉時代の集落跡 T N S 

神埼町 志波屋ーノ坪遺跡 神埼郡神埼町大字志波屋 3，000 神埼町教委 八尋・寺田 弥生~平安時代の集落跡、墳墓 S T 

。 上志波屋七ノ坪遺跡 神埼郡神埼町大字上志波屋 11，000 神埼町教委 八尋・寺田 縄文~近世の集落跡 K S N 

イシ 横 武 城 跡 神埼郡神埼町大字横武 10，000 神埼町教委 緒方 中世の城館跡及び条里制関連遺構 Y T 

千代田町 下西八本松遺跡 神埼郡千代田町大字下西字八本松 2，000 千代田町教委 堤 中世・近世の遺物包含層 S H M 

佐賀市 村徳永遺跡 佐賀市久保泉町大字上和泉字徳永 2，300 佐賀市教委 福田 ・木島 平安 ・中世の集落跡 M T N 

佐
。 立野 遺 跡 佐賀市久保泉町大字下和泉字六反田 4，500 佐賀市教委 木島 弥生~中世の集落跡 T A T 

賀 大和町 於保二本松遺跡 佐賀郡大和町大字池上字上於保 3，850 大和町教委 田中 古墳~平安時代の集落跡 O S M 

西 ク 本村龍遺跡 佐賀郡大和町大字池上字本村箆 1，250 大和町教委 田中 弥生~中世の集落跡、墳墓群 H S G 

部 諸富町 二重本村遺跡 佐賀郡諸富町大字大堂字二重 900 諸富町教委 種 j甫 奈良~近世の集落跡 M H M 

地 。 二重機ノ木遺跡 佐賀郡諸富町大字為重字二重 3，400 諸富町教委 種浦 弥生~中世の集落跡 M U K 

区 イシ 石塚古墳群 2号墳 佐賀郡諸富町大字為重字石塚 800 諸富町教委 種浦 古墳 1 S Z -2 

小城町 寺 j甫廃寺 小城郡小城町大字H青気字寺i甫 500 小城町教委 古庄 奈良時代の寺院跡 T R U 

武雄市 市場 遺 跡 武雄市橘町大字永島 5，250 武雄市教委 原因・坂井 古墳~近世の集落跡 C B 

佐賀南

。 井手橋遺跡 武雄市橘町大字大日 750 武雄市教委 原田・坂井 中世 ・近世の集落跡 D B 

鹿島市 吹野 遺跡 鹿島市大字二河内字吹野 1，150 鹿島市教委 加 回 縄文晩期の集落跡 F K N 

部地 白石町 i易崎東遺跡 杵島郡白石町大字i易崎字j易崎 2，100 白石町教委 i度部 弥生~奈良時代の集落跡 Y S H 

区 。 久治 遺跡 杵島郡白石町大字湯崎字久治 4，500 白石町教委 渡部 古墳・奈良時代の集落跡 K U 
。 多国 遺跡 杵島郡白石町大字今泉字多田 600 白石町教委 渡部 古墳 ・奈良時代の集落跡 T A D 

佐賀上
唐津市 唐ノ川高峰遺跡 唐津市唐ノ川字高峰 3，500 唐津市教委 田 島 縄文晩期の集落跡 T O T 

ク 唐ノ川境遺跡 唐津市唐ノ川字境 1，000 唐津市教委 田島 縄文時代の遺物包含層 T O S 

場地 呼子町 来 島通之陣跡 東松浦郡呼子町大字殿ノ浦字ワタリ 1，000 呼子町教委 中国 文禄 ・慶長の役に係る陣跡、縄文時代の集落跡 K M 

区 玄海町 牟形遺跡群 東松浦郡玄海町大字牟形字稗田・牧ノ地 6，100 玄海町教委 有光 旧石器・縄文時代の集落跡 MKC，HID 
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ll.調査組織

1.調査主体

佐賀県教育委員会 (事務局;文化課)

2.総括

事務局長;武藤佐久二(県文化課長)

ク次長;高島忠平 (県文化課参事) ・大坪英樹(県文化課長補佐)

3.庶務

稲富安徳(県文化課庶務係長) 鶴田明美(県文化課庶務係)

直塚清純(県文化課庶務係) 本山恵悟(県文化課庶務係)

4.調査

調査主任;藤口健二(県文化課文化財調査第 2係長)

調査員;天本洋一 ・東中川忠美 ・森田孝志 ・山口久範 ・徳永貞紹 ・前田達男 ・中園成生

(以上、県文化課文化財調査第 2係)

福田義彦(佐賀市教育委員会) 木島慎治(佐賀市教育委員会)

回烏龍太(唐津市教育委員会) 石橋新次(鳥栖市教育委員会)

平嶋文博(多久市教育委員会) 盛 峰雄(伊万里市教育委員会)

船井 向洋(伊万里市教育委員会) 原因保則(武雄市教育委員会)

坂井義哉(武雄市教育委員会) 加田 隆志(鹿烏市教育委員会)

八尋 実(神埼町教育委員会) 緒方祐次郎(神埼町教育委員会)

堤 安信(千代田町教育委員会) 山田 正(基山町教育委員会)

田中正弘(基山町教育委員会) 太田 睦(中原町教育委員会)

中尾 修二(北茂安町教育委員会) 原田大介(上峰村教育委員会)

明瀬慎吾(鎮西町教育委員会) 渡部俊哉(白石町教育委員会)

句
E
A

句
EE.



5.調査協力

佐賀市教育委員会 唐津市教育委員会 鳥栖市教育委員会

多久市教育委員会 伊万里市教育委員会 武雄市教育委員会

鹿島市教育委員会 川副町教育委員会 神埼町教育委員会

千代田町教育委員会 三瀬村教育委員会 基山町教育委員会

中原町教育委員会 北茂安町教育委員会 三根町教育委員会

上峰村教育委員会 七山村教育委員会 厳木町教育委員会

相知町教育委員会 肥前町教育委員会 玄海町教育委員会

鎮西町教育委員会 西有田町教育委員会 北方町教育委員会

白石町教育委員会 太良町教育委員会

九州農政局上場農業水利事業所

水資源開発公団筑後川下流用水建設所

佐賀県農林部(土地改良課 ・農地整備課 ・建設鉱害課 ・農業振興課)

佐賀中部農林事務所 唐津農林事務所 鳥栖農林事務所

伊万里農林事務所

各市町村土地改良担当課

武雄農林事務所 鹿島農林事務所

各市町村土地改良区 地元各位

q
G
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皿.昭和63年度文化財確認調査の内容

1. 佐賀東部地区の調査
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④船石遺跡

⑤西島二本杉遺跡、

⑥大曲二ノ坪遺跡

⑦大曲鶴ノ森遺跡

⑧田手一本杉遺跡

⑨国手二本杉遺跡

⑪志、波屋ーノ坪遺跡

⑪上志波屋七ノ坪遺跡、

⑫横武城跡

⑬下西八本松遺跡



(1)鳥栖市(鳥栖北部地区図 3、鳥栖西部地区図4・図 5)

鳥栖北部地区に関しては山浦新町地区(鳥栖市山浦町字新町:確認調査対象面積8.2ha)

及び原古賀地区(鳥栖市原古賀町字二本松:確認調査対象面積6.4ha) の2箇所について確認

調査を実施した。

山浦新町地区はその対象地のほとんどが安良川の西岸にそって南北に舌状を呈しながら延び

る標高70m程の台地上にあたり、現況は水田である。当該地は周知の埋蔵文化財包蔵地である

山浦新町遺跡(古墳時代~中世の集落跡)にあたり、東側に隣接して牛原前凹遺跡(縄文時代

~中世の集落跡)、北側には割石古墳群、西側には葛龍城跡(中世城館跡)などが点在してい

る。また調査予定地区の南方、山浦団地周辺には、佐賀県住宅供給公社の住宅建設に関連して

調査された山浦古墳群が所在している(木下之治他 1973 r.鳥栖市山浦古墳群j 佐賀県文

化財調査報告書第21集佐賀県教育委員会)。

調査は36箇所の試掘溝(トレンチ)を設定して行った。その結果、 8箇所の試掘溝で黄褐色

ローム層を掘削して設けられた柱穴を発見したほか、 2箇所で埋没した古墳の残骸、 5箇所で

土墳を検出し、 4箇所からサヌカイト、黒曜石片等の石器の原材、縄文土器片、中世陶磁器片

等の遺物を確認した。これにより古境時代、及び中世の集落跡、墳墓群、そして縄文時代から

近世に至るまでの遺物包含層の所在が想定される。

個別協議を行った結果、工法上の変更が困難なため、遺跡を確認した6，OOOm'について全面

調査を実施することとなった。

原古賀地区は山浦新町地区から約1.5km南の、南北方向に細長く延びる丘陵に挟まれている

部分(朝日山の北側一帯)が調査対象地区(標高34m)であり、現況は狭隆な水田である。

22箇所の試掘溝調査の結果、 I箇所から時期・性格とも不明の土墳、柱穴を検出したのみで、

遺物に関しでも弥生土器片、土師器片を含む包含層(褐色土層・暗褐色土層)を 4箇所の試掘

溝で確認したに止まった。包含層の下層は河川の氾濫に因る再堆積層と思われる砂磯層であり、

この地区での遺構の残存は考えにくい。

鳥栖西部地区に関しては立石吉原地区及び立石柳ノ元地区(鳥栖市立石町字吉原、宇判ノ元:

確認調査対象面積11.3ha) について調査を行った。立石吉原地区は石谷山(標高754m) から

南下する山麓が低地へ移行する一帯の、九州横断自動車道に南接する部分(標高約70m) の4.

3ha、立石柳ノ元地区では鳥栖市の西部に独立丘陵を形成する所熊山の西側から、国営宝満導

水路の東側に接して南北に延びる低地部分(標高約40m) の 7haがそれぞれ調査対象地区と

なった。

立石吉原地区については、その大部分が水田と竹林で占められており、山田遺跡の分布範囲

に含まれる。周辺一帯には古墳時代を中心に多くの埋蔵文化財が点在しており、立石遺跡、立

石古墳群、立石開拓古墳群として周知化されている。
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図3 鳥栖市・鳥栖北部地区(山浦新町地区)試掘溝設定図
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試掘溝を12箇所に設定して行った確認調査の結果、 3箇所から古墳の石室、及び残欠を検出

した。また土師器片、須恵器片等の包含層の存在も併せて確認できたことから、古墳時代の集

落跡と墳墓群の両方の存在が想定される。

当該地区は平成 2年度に工事実施予定だが、踏査結果も加えると全体で少なくとも16基の古

墳の存在が推定されるため、保存工法に関する協議が別途必要である。

立石柳ノ元地区の現況は水田であり、周知の埋蔵文化財包蔵地には含まれないが、近接して

いる所熊山の北斜面に野副遺跡(縄文時代・弥生時代の遺物散布地)が立地する。この地区で

は従来遺跡の存在は余り知られていなかったが、 22箇所の試掘溝調査の結果、 2箇所から奈良

時代の住居跡を検出し、 6箇所で同時代のものと思われる柱穴、溝跡を確認した。また奈良・

平安時代の土師器片、須恵器片の包含層(黄褐色土層)の存在も認められた。

個別協議の結果、発掘調査必要面積10，OOOm'のうち、 4，OOOm'については工法の変更により

盛土保存が可能となったが、残りの6，OOOm'に関しては発掘調査を実施することに決定した。

(2) 基山町(園部地区 I工区図 6)

園部地区 I工区のうち、調査対象地区となったのは金丸・本竿地区(三養基郡基山町大字国

部字金丸、字本竿:確認調査対象面積6.4ha) と、鈴町地区(基山町大字国部字鈴町:確認調

査対象面積5.5ha)の合計11.9haである。

図4 鳥栖市・鳥栖西部地区(立石吉原地区)試掘溝設定図
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図5 鳥栖市・鳥栖西部地区(立石柳ノ元地区)試掘溝設定図
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金丸・本竿地区は通称、園部谷より東へ流れる山下川の南側に接して広がる平坦地(標高38~

39m)であり、現況は水田となっている。調査対象地区の南側の正陵には三ケ敷遺跡(弥生時

代 ・古噴時代の集落跡、墳墓群)、金丸遺跡(弥生時代の集落跡)、金丸古墳群、北西側には

立花遺跡(縄文時代の遺物散布地、奈良・平安時代の集落跡)、東福寺遺跡(古墳時代~平安

時代の集落跡)等が点在する。

13箇所の試掘溝を設定して確認調査を実施したが、遺構 ・遺物は検出できなかった。

鈴町地区は園部谷より秋光川、山下川に沿って東側に聞けた平野部のほぼ中央部(標高34~

38m) に位置し、現況は水田である。

当該地の南西側には弥生時代 ・古墳時代の墳墓群である中隈山遺跡が、そして北東側には弥

生時代から奈良・平安時代に至る集落跡である玉の井遺跡(山田正 1984 r玉の井B遺跡j

基山町文化財調査報告書第 5集 基山町教育委員会)が近接し、更に北西方向には国庫補助

事業として遺跡群詳細分布調査が実施され、 12基の古墳の存在が確認された黒谷古墳群・水呑

古墳群(山田正 1986 r黒谷 ・水呑古墳群』 基山町文化財調査報告書第 8集 基山町教育

委員会)が立地しているなど、 遺跡の密度の高い地域であるため、調査前から遺跡の存在が想

定されていた。

確認調査の結果、 50箇所の試掘溝のうち12箇所から地山土(黄褐色粘質土層)を掘削して設

けられた住居跡、土墳、溝跡、柱穴等の遺構を検出し、石鍛、弥生時代中期の土器片、古墳時

代の土師器片、須恵器片等の遺物も併せて確認した。この地区に弥生時代から中世に至る集落

跡が存在することが明らかとなったので、 1令町遺跡H として周知化を行った。

(鈴町地区)試掘溝設定図
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個別協議の結果、当該地における土地改良総合整備事業そのものを先送りとし、その聞に本

調査必要面積を設計変更によって14.000m'から1O.000m'まで絞り込み、同時に調査体制の整備

を図ることとなった。

(3) 中原町 (中原北部地区 図7・図 8)

中原町市街地の北側から西側に接する形で展開する平野部のうち、県道・佐賀~川久保~鳥

栖線から国道34号線に至る辺りまでが、今回の中原北部地区の事業実施予定範囲(三養基郡中

原町大字原古賀字拾徳、字岩崎、字八本谷外:確認調査対象面積31.1ha) である。調査地区は

寒水川によって形成された氾濫原(標高18~40m) にあたり、岩崎遺跡(縄文時代~中世の集

落跡)、原古賀遺跡群(弥生時代の集落跡)、拾徳遺跡(縄文時代~中世の集落跡)、どんど

ん落遺跡(弥生時代の墳墓群)等が隣接している。

確認調査は全体で386箇所の試掘溝を設定して実施したが、この内24箇所で弥生時代のもの

と思われる住居跡、土壌、柱穴等の存在を確認し、 3箇所で弥生時代から中世に至るまでの各

時代の遺物が混在する包含層を検出した。遺跡の性格は弥生時代から奈良・平安時代まで続く

集落跡と思われ、その広がりは同地区において昨年の確認調査で検出した45.000m'を更に上回

る52.000m'程度と推定される。

遺跡の保護と事業との調整に関して個別協議を実施した結果、事業の先送り、及び図面高の

計画変更という農林側の努力により、次年度本調査分の面積を3.800ばまで絞り込むことがで

きた。
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中原町・中原北部地区試掘溝設定図(1)
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図8 中原町・中原北部地区試掘溝設定図(2)
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(4) 北茂安町(北茂安東部工区、北茂安中部工区、北茂安西部工区 図 9) 

北茂安東部工区(三養基郡北茂安町大字江口字一本黒木、字二本黒木外:確認調査対象面積

27.0ha)は筑後川の北側に隣接する低地一帯で、国道264号線と中野、東大島、豆i章、小路の

各集落に固まれた範囲(標高 4-5 m)が今回の確認調査の対象地区であり、現況は水田であ

る。

当該地については従来遺跡の存在は確認されていないが、近接している集落には中野城跡、

豆津遺跡、小路遺跡等の中世の集落跡が点在している。

水路予定地を中心に21箇所の試掘溝を設定して確認調査を行ったが、遺構の存在を確認する

ことはできなかった。遺物については時期不明の土器片数点を検出したが、いずれも摩滅が著

しいことから流れ込みによる再堆積と思われる。

北茂安中部工区(北茂安町大字東尾字一本杉、字二本松、字三本杉:確認調査対象面積60.0

ha) は、東側を道瀬川、西側を寒水川によってそれぞれ区画されている平野の、北側は主要

地方道・小城~北茂安線、南側は市原~中津隈線に至る低平な地域(標高 3-5 m) であり、

現在は水田として利用されている。

当該地についても東部工区と同じく周知外だが、周辺には小原遺跡、東尾遺跡、西尾遺跡と

いった弥生時代から古墳時代にかけての集落跡、墳墓群が点在する。

確認調査は水路掘削の予定地部分を中心に64箇所の試掘溝を設定しておこなったが、遺構は

確認できず、遺物についても時期不明の土器片数点を検出したのみである。

北茂安西部工区(北茂安町大字中津隈字一本黒木、字原西、字宝満谷外:確認調査対象面積

24.4ha) は、中原町との町境から中津隈、干飯の集落に至るまでの、切通川によって造成され

ている低位段丘上の平地(標高 7-11m)であり、そのほとんどが水田として利用されている。

確認調査予定地は周知の埋蔵文化財包蔵地である原遺跡、三浦遺跡、更に宅地造成に関係し

て調査が実施されている宝満谷遺跡(東中川忠美 1980 r宝満谷遺跡j 北茂安町教育委員

会)の範囲であり、いずれも弥生時代から奈良・平安時代に至る集落跡、及び墳墓群として知

られている。また周辺の微高地上にも同様の性格を有する板部遺跡、そして農業基盤整備事業

関連で調査例がある干飯遺跡(天本洋一 1988 r中津隈干飯遺跡j 北茂安町文化財調査報

告書第 3集 北茂安町教育委員会)が立地しており、広い範囲で遺跡の密集が見られる地域で

ある。

確認調査は面工事で掘削を受ける部分と水路予定地を中心に103箇所の試掘溝を設定して行っ

た。その結果8箇所で奈良・平安時代の住居跡、土媛、柱穴等を確認し、 7箇所で弥生時代か

ら奈良・平安時代にかけての遺物包含層を検出した。

個別協議により、遺跡の存在を確認した7，800m'の内、水路部分等4，000m'については本調査

を行い、残りの3，800m'については図面高の嵩上げ等によって保護されることになった。
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図 9 北茂安町・北茂安西部工区試掘i誇設定図
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(5) 上峰村 (上峰北部A-E地区)

上峰北部についてはその施工予定地区が広域にわたるため、 Aから Eまでの 5地区に分けて

調査を行った。なお調査対象面積は合計15.5haである。

A地区(三養基郡上峰村大字堤字三本松外)は屋形原の集落の南側に広がる水田部分が佐賀

東部中核工業団地に至るまでの小正陵上(標高21~27m) に位置する 。

この地区の北側には宅地造成に関連して調査が実施され、弥生時代から古墳時代にかけての

集落跡、墳墓群が集中的に検出された屋形原遺跡(柾一義 1979 r屋形原遺跡j 上峰村文

化財調査報告書第2集 上峰村教育委員会)が隣接し、西側の二塚山丘陵上にも 二塚山遺跡

(七回忠昭他 1979 r二塚山遺跡j 佐賀県文化財調査報告書第46集 佐賀県教育委員会)

をはじめとして堤遺跡、松葉遺跡等の弥生時代から古墳時代にかけての集落跡、墳墓群が密集

している。

確認調査の結果、 10箇所の試掘溝のうちの 2箇所から弥生時代の住居跡、 I箇所から柱穴を

それぞれ確認した。また遺物についても弥生土器片が出土しており、弥生時代の集落跡の存在

が窺える。周囲の状況から判断すると、屋形原遺跡の範囲が拡大し、この地にまで及ぶものと

考えられる。

遺跡の存在が確認された7，500m'の取り扱いについては、農業基盤整備事業そのものが先送

りとなったため、事業計画が具体化した時点で工事方法の問題も含め再協議を実施することに

なった。

B地区(上峰村大字堤字八藤、字迎原)は切通川とその支流、及び大谷川に挟まれた南北に

延びる八藤正陵上の平坦部(標高18~26m) である 。

当該地区は八藤遺跡 (弥生時代~奈良 ・平安時代の集落跡、縄文時代の遺物散布地)の分布

範囲であり、奈良時代の土塁として著名な堤土塁跡 (柾一義他 1978 r堤土塁跡j 上峰村

教育委員会)も存在する。

8箇所の試掘溝を設定して確認調査を行った結果、 1箇所から住居跡と柱穴、1箇所から弥

生土器片、土師器片を含む遺物包含層を検出した。この結果から、 B地区についても弥生時代

から奈良時代にかけての集落跡の存在が想定される。

遺跡が検出された8，250m'の取り扱いについて協議を行った結果、 4，350m'を盛土工法によ っ

て保存することとし、残りの3，900m'については本調査を実施することとなった。

C地区(上峰村大字堤字三本柳外)は鎮西山南麓から派生する小尾根が丘陵へと移行するあ

たりで、九州横断自動車道と県道 ・ 佐賀~川久保~鳥栖線に挟まれた地区(標高40~42m) が

調査対象範囲である。現況は水田で、尾根の先端部等傾斜の急な所は、かなりの部分が開墾時

に切土されている ようである。

当該地区には周知の埋蔵文化財包蔵地である堤三本柳遺跡(古墳時代の集落跡)が一部含ま
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れており、弥生時代から古墳時代にかけての集落跡である堤五本松遺跡や屋形原遺跡とも隣接

している。

掘削予定部分を中心に 9箇所の試掘講を設定して確認調査を実施したが、 1箇所で時期不明

の土墳と柱穴を確認したに止まった。また遺物についても縄文土器片と時期が不明の土器片を

検出したのみであった。

D地区(上峰村大字堤字谷渡)は鎮西山南麓の谷渡溜池から南に開ける谷水田部分(標高41

~49m) にあたり、谷渡古墳群の分布範囲内である 。 また周辺部は新立古墳群、二本柳古墳群

等の古墳時代の墳墓群を中心にした埋蔵文化財の密集地となっている。

確認調査は 8箇所の試掘溝を設定して行ったが、遺構・遺物とも検出できなかった。

E地区(上峰村大字堤字八藤、字迎原)はB地区の東側隣接地で、船石丘陵と八藤丘陵間の

谷水田部分(標高18~26m) であり、切通川支流と大谷川によって画されている 。

当該地はB地区と同様に周知の埋蔵文化財包蔵地である八藤遺跡にあたり、周辺も含めて、

上峰村内でも遺跡の密度の高い地区として知られている。

確認調査は掘削予定部分を中心に 7箇所の試掘溝を設定して行ったが、遺構・遺物とも検出

することができなかった。

(6) 三根町 (三根西一期地区、大善寺北部地区)

三根西一期地区(三養基郡三根町大字西島字国中:確認調査対象面積50.0ha) は切通JIIと寒

水川に挟まれた一帯で、両河川、及び地区の東側を北東から南西に流れる筑後川の沖積作用に

よって形成された低地(標高 3~ 4 m) である。現在は水田として利用されている。

調査予定地は周知の埋蔵文化財包蔵地ではないが、南側に近接して弥生時代中期の貝塚であ

る本分員塚(藤口健二他 1981 r本分員塚j 佐賀県立博物館調査研究書第 7集 佐賀県立

博物館)や、農業基盤整備事業に関連して調査され、弥生時代から中世に至るまでの集落跡で

あることが明らかになった本分遺跡(田平徳栄 1987 r本分遺跡』 三根町文化財調査報告

書第4集 三根町教育委員会)が立地している。また周辺の集落部にも田中遺跡、西島二本杉

遺跡等の中世の集落跡が点在しており、中世以降、沼地帯の中に島状に点在する微高地上に集

落が形成されてゆく過程が把握できる。

確認調査は掘削予定地を対象に 4箇所の試掘講を設定して行ったが、遺構・遺物とも検出で

きなかった。

大善寺北部地区(三根町大字坂口字開平外:確認調査対象面積41.0ha) は筑後川の蛇行部分

が、流路の変化により陵地に取り残された事によって形成されている輪中状の低地(標高 3~

4 m)である。調査対象はこの水中の島砂の部分であり、現在は水田として利用されている。

この辺り 一帯は従来遺跡の存在が殆ど確認されていない地域であるが、筑後川を挟んで西側

には弥生時代から中世に至るまでの遺物散布地や中世の集落跡等が点在しており、その内の数
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地点について、これまで農業基盤整備事業や河川改修工事に係る発掘調査が実施されている

(天本洋一他 1981 r菰ノ江遺跡j 三根町文化財調査報告書第 I集 三根町教育委員会、

高瀬哲郎他 1983 r直代遺跡j 佐賀県文化財調査報告書第67集 佐賀県教育委員会)。

水路建設による掘削予定地を対象に、試掘溝を26箇所設定して確認調査を実施したが、遺構・

遺物とも検出できなかった。

(7) 三瀬村 (小竹地区)

小竹地区(神埼郡三瀬村大字藤原字小竹・確認調査対象面積1.9ha) は嘉瀬川上流部の支流

である高瀬川によって開析された狭い谷底平野(標高420~450m) で、現況は水田、及び畑地

であり、周辺一帯は傾斜の急な尾根と尾根の間を縫うように、狭陸な谷底平野が複雑に入り込

んでいる。

確認調査予定地区は小竹遺跡(縄文時代の遺物散布地)の範囲であり、昭和41~42年の土地

区画整理事業で早期押型文土器等の遺物が出土している。また周辺には唐川遺跡、椎ノ木遺跡

等の縄文時代の遺物散布地が点在している。

確認調査は削平予定地域を中心に 5箇所の試掘講を設定して行ったが、遺構は確認できず、

上方からの流れ込みらしい安山岩と黒曜石の剥片を I点ずつ検出したに止まった。

(8) 神埼町(神埼工区(祇圃原地区図10、姉川地区図11、茜地区図12)、志波屋地区)

神埼工区・祇園原地区(神埼郡神埼町大字尾崎:確認調査対象面積13.7ha) は、神埼町北西

部の城山から南の低地に向かつて張り出している舌状の尾根部から派生している谷底平野の、

佐賀平野への出口部分にあたり、東の早稲隈山、西の帯隈山に固まれる微高地上(標高22~35

m) に位置する。

計画地内には弥生時代の集落跡である岩田遺跡、岩田萩原遺跡、大薮遺跡が立地し、周辺に

も尾根部を中心に帯隈山神龍石、天神尾古墳群、平原須恵器窯跡群等が所在している。

事業実施予定地区全体を対象に128箇所の試掘講を設定して確認調査を実施した結果、 9箇

所で古墳時代~近世の土壌、溝跡、柱穴等の存在を確認し、 7箇所から同時代の遺物(聾形土

器片、土師器杯、土師器小皿片等)包含層を検出した。ただし、調査区全域にわたって河川の

氾濫に起因すると思われる砂層の堆積が見られ、遺構の分布密度も粗である。

遺跡を発見した地域については 、岩田芦ノ元遺跡"、 、、岩田横山遺跡。の名称、で、また既存

の岩田萩原遺跡についてはその分布範囲の拡大として、それぞれ周知化を行った。

個別協議の結果、遺跡、の分布面積13，600m'については基本的に盛土で対応することとし、掘

削が避けられない水路予定部分の2，090m'については本調査を実施することになった。

神埼工区・姉川地区(神埼町大字姉川字二本松、字三本松、字五本松~字十六本松:確認調

査対象面積56.5ha) は神埼市街の南西部に展開する低平な沖積平野(標高3.5m) で、現在は

東側に隣接する中地江111からの引水で水田経営が行われている。なお計画地区周辺には姉川城
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跡、野田城跡、等の中世の城館跡が点在している。

水路計画地に200箇所の試掘溝を設定して確認調査を実施したところ、 6箇所で柱穴を確認

した。また染付磁器片、青磁皿等の遺物も出土していることから、当該地には中世から近世に

かけての集落跡が存在することが窺える。

調査により遺跡の存在が確認された地域については"姉川十三本松遺跡f 、 明姉川十二本松

遺跡'として周知化を行った。

遺跡の取り扱いについて個別協議を行った結果、分布面積3，600m2のうち、 2，000m2について

本調査を実施し、 1，600m2については水路の位置の変更によ って保存されることになった。

神埼工区・茜地区(神埼町大字鶴、大字減原:確認調査対象面積41.9ha) は、土器山と仁比

山の聞に、城原川の浸食、沖積作用によって形成されている奥深い谷底平野の開口部分、いわ

ゆる扇頂部(標高 9~14m) にあたる 。

調査対象地区は城原川の氾濫原に相当するため、従来遺跡の発見は報告されていないが、城

原川を挟んだ対岸の城原地区には城原二本谷東遺跡、城原二本谷西遺跡、八子一本黒木遺跡等

の、弥生時代から中世に至る集落跡や猿獄古墳群、城山古墳群等の古墳群が密集し、佐賀県内

でも最も遺跡の集中度の高い地域のーっとなっている。

工事予定地区全域を対象に173箇所の試掘溝を設定して確認調査を行った結果、 4箇所で古

墳時代の竪穴住居跡、小穴等を、そして 4箇所で古墳時代の土師器片をそれぞれ検出した。こ

れにより、新たに確認された遺跡の広がりを鴫右原祇園町遺跡"として周知化した。

遺跡の取り扱いについて個別協議を行った結果、遺跡の広がりを確認した2，800m2の全域が

削平部分にあたり、また道路、水路の予定地でもあるため、全体が本調査対象地区となった。

そして協議終了後、 一部について工事計画の変更が提示され、 500m2が地区を除外されて保存

地区となった。

志波屋地区(農免道路:神埼町大字志波屋字三谷:確認調査対象面積0.2ha) は権現山南獲

部の舌状台地上(標高35~40m) にあたり、現在は水田、山林、畑地等として利用されている 。

調査対象地区は志波屋六本松古墳群の分布範囲に含まれ、国府型ナイフ形石器、翼状剥片等

が九州系ナイフ形石器に共伴して検出された船塚遺跡(八尋実 1984 r船塚遺跡』 神埼町

文化財調査報告書第10集 神埼町教育委員会)がこれに隣接している、また周囲の正陵上にも

三谷古墳群、野々内遺跡、上志波屋遺跡、等の縄文時代から古墳時代に至るまでの墳墓群、遺物

の散布地が密集している。

確認調査については道路敷部分を対象に10箇所の試掘溝を設定して行ったが、遺構・遺物と

も検出されなかった。
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図12 神埼町・神埼工区(茜地区)試掘溝設定図
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(9) 千代田町(千代田工区・迎島地区)

千代田工区・迎島地区(神埼郡千代田町大字迎島:確認調査対象面積55ha) は筑後川の沖

積作用によって形成された低平な平野(標高2.4m)であり、県道・佐賀~城島線以南の中津

江川東岸に展開する部分が確認調査の対象範囲である。

当該地は周知の埋蔵文化財包蔵地ではないが、周辺の集落部には膳内遺跡、崎村城跡等の中

世域館跡、集落跡が点在している。

水路予定地を中心に43箇所の試掘溝を設定して確認調査を実施したが、遺構及び遺物の存在

は確認できなかった。耕作土の下層は暗褐色粘質土で、中世以降に湿地帯や旧河川の流路跡に

客土をして水田経営を開始したものと思われる。
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2.佐賀西部地区の調査

図13 佐賀西部地区周辺地形図 (1: 100，000) 
回城西第1・第2(佐賀市) 圃四 下(多久市)

園北 川 副(佐賀市) 園多久東部(多久市)

園巨 勢(佐賀市) 園川副北部(川副町)

圏久保泉西部(佐賀市) 固川副中部(川副町)

困久保泉東部(佐賀市) ⑪村徳永遺跡

図嘉 j頼(佐賀市) ⑮立野遺跡

図兵庫南部(佐賀市)

⑮於保三本松遺跡

⑫本村能遺跡

⑬三重本村遺跡

⑬三重機ノ木遺跡

@石塚古墳群 2号墳

@寺浦廃寺

勺

a



(1) 佐賀市(城西第 1地区、城西第2地区、北川副地区 図14、巨勢地区、久保泉西部地区

(泉工区) 図15・16、久保泉東部地区(第2・第3換地工区) 図17・図18、嘉瀬地区、兵

庫南部地区図19)

城西第 l地区(佐賀市西与賀町大字高太郎字丸目外:確認調査対象面積18.5ha) は佐賀市街

の南側に展開する、現在水田として利用されている低地(標高 3m)一帯で、佐賀南部広域農

道の北側、相応、津の集落の東側地区である。

当該地内では従来埋蔵文化財の存在は確認されておらず、周辺部においても発見の報告は未

だされていない。

確認調査は水路建設による掘削予定地、特に現集落部に隣接している地点を対象に18箇所の

試掘溝を設定して行ったが、遺構・遺物とも確認できなかった。耕作土・水田部床土の下層は

灰色・灰褐色粘質土(ガタ土)が厚く堆積している状況である。

城西第 2地区(佐賀市本庄町大字本庄、大字末次:確認調査対象面積38.5m') は佐賀市道・

城内~中島線の西側に隣接し、末次の集落の南側に広がる地域(標高2.5~ 3 m)、及び鹿子

の集落の南側で大井手幹線水路、県道・東与賀~佐賀線、佐賀南部広域農道によって区画され

ている地域(標高 2~2.5m) 一帯である 。

この地区についても第 l地区同様周知の埋蔵文化財包蔵地ではないが、周辺の集落部には末

次遺跡、灰塚遺跡、上飯盛遺跡、飯盛館跡、等中世の集落跡、居館跡が点在している。

確認調査は水路建設のため掘削が予定されている地区を対象に22箇所の試掘溝を設定して行っ

たが、遺構・遺物は確認できなかった。

北川副地区(佐賀市北川副町大字光法、字山津、字阿高:確認調査対象面積35.2ha) は、佐

賀市と諸富町の市町境に沿って南下する佐賀江川の支流に西接し、山津、阿高の両集落の周囲

を取り巻く低地部分(標高2.5~ 2 .8m) であり、現在は水団地帯となっている 。

計画地区周辺の集落部には増田遺跡、山領村中遺跡 (諸富町)などの中世から近世にかけて

の集落跡が点在する。

水路建設による掘削予定地を対象に、試掘溝45箇所を設定して確認調査を実施した結果、 10

箇所で弥生時代及び中世の土墳、溝跡、柱穴を確認し、 I箇所で遺物包含層を検出したため、

、、阿高遺跡H の名称で周知化を行った。

個別協議の結果、遺跡が確認された2，600m'は水路建設予定地であり、設計変更が困難なた

め全域本調査を行うことになった。

巨勢地区(佐賀市巨勢町大字高尾字高尾小路外:確認調査対象面積42.0ha) は巨勢川の東岸

に隣接し、国道264号線に沿って道崎、角町、西分の集落まで広がる低地(標高 3~3.5m) で、

現在は水田として利用されている。

当該地は周知の埋蔵文化財包蔵地ではないが、周辺の集落部分には平尾遺跡(弥生時代の遺
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図14 佐賀市・北川副地区試掘溝設定図

物散布地)、牟田寄遺跡(弥生時代~中世の集落跡)、牟田寄貝塚(弥生時代の貝塚)等が点

在する。

確認調査は国営・かん排徳永線部分を含め、水路建設予定地区を中心に28箇所の試掘溝を設

定して行ったが、遺構は確認できなかった。遺物については 5箇所の試掘溝で弥生時代中期か

ら後期に至る包含層を確認したが、いずれも土器片の摩滅が著しいことから、外からの流れ込

みによるものと判断される。

久保泉西部地区・泉工区(佐賀市久保泉町大字上和泉字徳永、字古村:確認調査対象面積

3 1. 0ha) は巨勢川中流の東岸に接し、徳永、村徳永、篠木野等の集落に至る微高地(標高 5 ~

10m) で、現況は水田と畑地である。

言十蘭予定地区はその殆どが弥生時代から中世に至る集落跡である村徳永遺跡、及び古村遺跡

の範囲に含まれる。また周辺地域にも同様の性格を持つ遺跡が多数立地しており、佐賀県内に

おいても最も遺跡の密度の高い地域のーっとなっている(福田義彦 1985 r東千布遺跡』

佐賀市文化財調査報告書第15集 佐賀市教育委員会)。

掘削予定の部分を中心に40箇所の試掘溝を設定して調査を実施したところ、 26箇所について

弥生時代から中世に至る住居跡、井戸跡、溝跡、土壌、柱穴等を確認した。また遺物に関しで

も弥生時代から中世に至る各時期の土器片(弥生土器、土師器、須恵器、瓦質土器、輸入陶磁
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器)、石器、石製品等を検出した。特に弥生時代の遺構・遺物は微高地上のほぼ全域に分布し

ており、大規模な集落跡の存在する可能性がある。

確認調査によって判明した遺跡の広がりは14，250m'にも及び、基盤整備事業との調整が難行

したが、 13，300m'については水路建設による掘削予定部分であり、設計変更が困難なため、本

調査実施となった。

久保泉東部地区第 2・第 3換地工区(佐賀市久保泉町大字上和泉字本村、字新村、大字下和

泉字永屋:確認調査対象面積60.0ha) は県道・小城~北茂安線の北側、県道・背振~佐賀線の

東側に隣接し、国営・佐賀東部導水路の両側に広がる沖積平野(標高4.6 ~14m) で、東部地

区内の南東の一隅を占め、その殆どが高畑や水田として利用されている。

調査対象地区はその全域が本村遺跡(弥生時代~中世の集落跡)、及び商宿遺跡情墳時代・γ門 四子明 )ー ¥l--¥愉 II !:r ，- -~__ L_  

1 

佐賀市・久保泉西部地区試掘溝設定図(1)
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中世の集落跡)の範囲内で、周辺部にも様ノ木遺跡、泉遺跡(福田義彦 1986 r泉遺跡j

佐賀市文化財調査報告書第16集 佐賀市教育委員会)等弥生時代から中世に至る集落跡が密集

している。

確認調査は第 2換地工区に 5箇所、第 3換地工区に26箇所の試掘講を、掘削される部分、及

び水路掘削予定地に設定して行った。その結果、第 2換地工区では遺構・遺物とも検出できな

かったが、第 3換地工区からは弥生時代から近世に至るまでの遺構(土媛、講跡、柱穴等)と

遺物(弥生土器片、土師器片、瓦等)を検出した。これにより竪穴住居跡や掘立柱建物跡の存

在は確認できなかったものの、時代的に複合した集落跡が存在する可能性がある。

遺跡、が発見された8，600m'の部分の保存について協議を重ねた結果、遺跡の検出された箇所

が高畑に集中しており、盛土による保存工法を採ることが難しいことから6，400m'が本調査実

施予定地区となった。

図17 佐賀市・久保泉東部地区試掘溝設定図(1)
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嘉瀬地区(佐賀市嘉瀬町大字荻野字二本松龍、字二本杉龍、字国本杉龍:確認調査対象面積

74.4ha) は、嘉瀬川東岸に接する低位の沖積平野(標高3.4m) で、 JR長崎線、県道・鍋島停

車場線、国道・ 207号線に固まれた範囲であり、現況は水田となっている。

調査区内には荻野の集落部を中心に分布する荻野遺跡(中世の集落跡)が立地しているほか

は、遺跡の存在は知られていない。

確認調査は水路掘削予定地を対象に54箇所の試掘溝を設定して行ったが、遺構・遺物とも検

出できなかった。

兵庫南部地区(佐賀市兵庫町大字瓦町字牟田寄:確認調査対象面積15.0ha) は県道・脊振~

佐賀線の南側、国営幹線水路・徳永線と焼原川によって区画される地域の南半部分の低地(標

高 3~3.4m) で、計画予定地区内にはクリークが縦横に巡り、この地における独特な集落の

景観を見せている。

当該地区はその全域が牟田寄遺跡(弥生時代~中世に至る集落跡)の分布範囲内であり、周

辺の集落部にも伝阿弥陀寺跡、伝光明寺跡、伽藍遺跡等の中世の寺院跡、集落跡が点在してい

る。

確認調査は水路掘削予定地を対象に32箇所の試掘溝を設定して行った。その結果10箇所で奈

良時代より中世に至る土媛、溝跡、柱穴等の存在を確認し、遺物についても土師器片、須恵器

片、陶器片を検出した。またクリークの掘削断面には厚さlOcm程の牡蛎殻の堆積層が露出して

おり、調査区の東側に隣接する牟田寄貝塚(弥生時代)の分布が当地にまで及んでいる可能性

がある。

個別協議の結果、遺跡の分布する4，500m'のうち、 3，000m'が本調査対象地区となった。

(2)多久市(四下地区 図20、多久東部地区(大工団地区、西ノ奇地区、四半団地区)) 

四下地区(多久市北多久町大字多久原字四下:確認調査対象面積4.0ha) は多久市街が立地

する多久原の扇頂部分(標高67~80m) にあたり、今出川に沿っ て岸川の集落部から南に伸び

る狭隆な谷部の開口部分が調査対象地区である。

計画地の周辺には八天山遺跡(旧石器時代、縄文時代の遺物散布地)が存在するが、従来遺

跡の存在は知られていなかった。

四下・申川内の両集落に挟まれた水田地区の削平予定の地域を対象に、 28箇所の試掘溝を設

定して確認調査を実施した結果、 3箇所で土壌、柱穴を確認し、 2箇所から弥生時代後期の土

器片、中世・近世の土器片、陶磁器片を含む遺物包含層を検出した。このことから弥生時代よ

り中世に至る集落跡の存在が想定されるため、遺跡の分布している今出川の自然堤防上を対象

に、四下大丹遺跡"として周知化を図った。

個別協議の結果、遺跡の広がりが確認された2，100m'のうち、盛土対応が困難な1，200m'につ

いては本調査を実施することとなった。
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図19 佐賀市・兵庫南部地区試掘溝設定図

多久東部地区については、大工団地区、西ノ谷地区、四半問地区の 3地域が確認調査の対象

となった。

大工団地区(多久市北多久町大字多久原字大工田:調査対象面積5.4ha) は今出川の東岸に

隣接し、 JR唐津線と国道203号線によって区画される扇状地の部分(標高20~30m) で、現況

は水田である。

計画地はその東側の大部分が大工田遺跡(縄文時代~古墳時代の集落跡)の範囲に含まれる。

また周辺の、現在集落が形成されている微高地上、及び北側の尾根から舌状に突出したE陵の

縁辺部にも上田町遺跡、鴻ノ巣遺跡等の旧石器時代から中世に至る集落跡・遺物散布地が点在
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多久市・四下地区試掘溝設定図
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している。

面工事による掘削予定地を対象に15箇所の試掘溝を設定して確認調査を行った結果、 l箇所

から弥生時代の遺物包含層を検出した。

西ノ谷地区(多久市南多久町大字下多久字西ノ谷:確認調査対象面積10.6ha)は、多久市街

の南側に位置する独立丘陵の東端部が、扇状地と接する一帯(標高25~37m) であり、現在は

そのほとんどが水田として利用されている。

当該地は一部が中小路遺跡(縄文時代~古墳時代の集落跡)、十井手遺跡(弥生時代・古墳

時代の集落跡)の分布範囲に含まれるが、低地部分は今出川の氾濫原にあたるため遺跡の残存

している可能性は低い。

掘削予定の部分に132箇所の試掘溝を設定して確認調査を行ったが、遺構・遺物とも検出で

きなかった。

四反田地区(多久市東多久町大字別府字四反田:確認調査対象面積2.0ha) は、今出川と牛

津川の合流地点の北側に広がる微高地上(標高10~12m) で、今手川と県道・多久~江北線と

にその東西を区画される水田地帯である。なお当該地区は河川氾濫の常襲地帯であり、従来遺

跡の存在は確認されていない。

計画地区全体を対象に40箇所の試掘講を設定して確認調査を実施した結果、調査地区の南西

部分の 3箇所から中世の土壌(もしくは溝跡)を検出した。遺物についても調査区周辺部の 3

箇所から中世の瓦器片、石鍋片、青磁片等を粗に含む遺物包含層を検出した。このことから今

回の調査対象地区の周辺には、中世の集落跡が存在することも考えられる。

昭和60年度の確認調査で大工団地区において確認された縄文時代・弥生時代の遺跡約4，000

dの保存問題も含めて協議を行った結果、農林側の努力により、盛土による遺跡全体の保存が

可能となった。

(3) 川副町 (川副北部地区、川副中部地区)

川副北部地区(佐賀郡川副町大字福富:確認調査対象面積38.9ha)は、国道・ 208号線と県

道・大詫間~光法停車場線、国営・市の江~川副幹線水路に固まれた低平な沖積平野(標高 2

~ 3m)である。

事業予定地区に隣接している集落部には村中角遺跡、太田城跡、大堂五本松遺跡等の中世・

近世の集落跡が点在する。

水路掘削予定地を対象に47箇所の試掘講を設定して確認調査を実施したが、遺構・遺物とも

検出できなかった。

川副中部地区(佐賀郡川副町大字西古賀:確認調査対象面積45.0ha)は、早津江川の西岸河

川堤防上に広がる低地(標高 2m)で、国道 .444号線と国営・市の江~川副幹線用水路によっ

て区画される水団地帯である。
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早津江津は有明海への出入り口に近く水上交通の便が良いため、古くから船舶運輸の基地と

して開発されており、その痕跡、は鯖江遺跡(中世の集落跡)に残っている。また諸富町南部地

区にかけての、低地に島状に点在する微高地上には三重村中遺跡、三重二ッ寺遺跡、等の、弥生

時代から近世に至る集落跡が見られる。

確認調査は水路掘削予定地を対象に93箇所の試掘溝を設定して行った。その結果、鯖江集落

の南側の l箇所から溝跡を検出し、他の l箇所では土師器小皿片、土鍋片等を検出した。これ

により中世から近世にかけての集落跡の存在が窺えるが、その分布面積は余り広がらないと思

われる。なお遺跡、の広がりが推定される部分については‘鯖江南遺跡H として周知化した。
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3. 佐賀南部地区の調査

図21 佐賀南部地区周辺地形図 (1: 100，000) 

圏橘 (武雄市) 圃白石西1-3(白石町)

圏本 部(武雄市) 圃白石西3ー1(白石町)

圃川 登(武雄市) 国 白石西4-2(白石町)

司鹿島西部(鹿島市) 図 白石西4-3(白石町)

週中 村 (鹿島市) 国片 峰(太良町)

国橋 下(北方町)
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(1)武雄市(橘地区、本部地区、川登地区 図22)

橘地区(武雄市橘町大字永島字上野外:確認調査対象面積22.0ha)は橘町南部、武雄市と塩

田町との市町境に位置する虚空蔵山の、緩やかな傾斜を保って北側に延びる尾根と尾根の聞を

縫って深く入り込んでいる谷水田一帯(標高 7~ 8 m)である。

事業予定地区は、潮見山と虚空蔵山に挟まれた谷部を貫流する潮見111の自然堤防上に位置し、

市場遺跡(弥生時代・古墳時代の集落跡、中世・近世の集落跡、墳墓群)、中小路遺跡(中世

の集落跡)の分布範囲に含まれる。また東側隣接地には国史跡・おつぼ山神龍石が、そして周

辺の自然堤防上には市道改良工事に伴う発掘調査によって、弥生時代から奈良・平安時代にか

けての遺構が確認された郷ノ木遺跡(原田保則 1984 r郷ノ木遺跡・ B地点j 武雄市文化

財調査報告書第14集 武雄市教育委員会)をはじめとする弥生時代から中世にかけての集落跡

が数多く所在している(原田保則 1986 rみやこ遺跡』 武雄市文化財調査報告書第15集

武雄市教育委員会、原田保則 1987. r玉江遺跡』 武雄市文化財調査報告書第16集 武雄市

教育委員会、原田保則 1987 r小野原遺跡』 武雄市文化財調査報告書第17集 武雄市教育

委員会、原田保則 1988 r下員原遺跡』 武雄市文化財調査報告書第18集 武雄市教育委員

会)。

確認調査は面工事により削平を受ける部分、及び水路掘削予定地を中心に10箇所の試掘溝を

設定して行ったが、遺構・遺物とも検出できなかった。

本部地区(武雄市若木町大字本部字山中:確認調査対象面積15.5ha)は武雄市の最北西部、

伊万里市との市境に位置し、川古川、永野川、それに御所川の 3本の河川による浸食作用によっ

て形成された、傾斜が急で狭隆な谷底平野一帯(標高62~84m) であり、現在はそのほとんど

が水田として利用されている。

調査対象地区はその中の最も奥まった部分で、範囲内には九浦遺跡(縄文時代の遺物散布地)

が所在しており、周辺の丘陵縁辺部にも道免木遺跡、満場遺跡等の縄文時代の遺物散布地が点

在している。

削平予定部分、及び水路掘削予定地を対象に67箇所の試掘溝を設定して確認調査を実施した

が、遺構・遺物とも検出できなかった。

川登地区(武雄市東川登町大字永野字天神皆木外:確認調査対象面積30.0ha)は橘地区の西

側に隣接した地域の、潮見川とその支流である大山路川によって開析された谷底平野部分(標

高15~47m) であり、現在は水田として利用されている 。

当該地区内における遺跡の存在は余り知られておらず、周辺の正陵縁辺部、及び現在の集落

部について谷の浦遺跡、打越遺跡といった縄文時代の遺物散布地や、大円寺跡(中世の寺院跡)

等が散在しているのみである。

面工事による削平予定地、及び水路掘削予定地を対象に、 74箇所の試掘溝を設定して確認調
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査を実施した結果、 5箇所で中世の遺構の存在を確認し、 4箇所から古墳時代より中世に至る

までの土師器片、須恵器片を主体とする遺物包含層を検出した。周囲の地形等を勘案すると集

落跡の存在が想定され得る。またこれにより、従来遺跡の発見報告がなかった潮見川の自然堤

防上にも遺跡が存在することが明らかになった。なお、発見した遺跡については"天神裏遺

跡"、 ‘南永野遺跡砂として周知化された。

個別協議の結果、遺跡の存在が確認された4，800m'のうち、掘削が避けられない600m'につい

ては本調査を実施することになり、残り 4，200m'については農林側の努力によって保存される

こととなった。

1; 

図22 武雄市 ・川登地区試掘溝設定図

(2) 鹿島市(鹿島西部地区(中尾地区、筒口地区 図23、久保山地区、上古枝地区、東三河

内地区、水梨地区)、中村地区)

鹿島西部地区・中尾地区(鹿島市大字古枝字中尾、字門守外:確認調査対象面積8.5ha) は

多良岳~経カ岳山系の北山麓の浸食谷の一つであるが、現在は浜}IIによる開析が進行し、非常

に狭障で傾斜が急な谷底平野(標高65~85m) が形成されているため、棚田形式の水田経営が

行われている。

調査予定地区については周辺部も含め従来遺跡の発見報告が皆無で、今回削平予定地と水路

掘削予定地を対象に28箇所の試掘溝を設定して確認調査を行った結果でも、遺構を確認するこ

とはできなかった。なお遺物については近世陶磁器片を若干量検出したが、旧河川の氾濫に起

因する流れ込みによるものと思われる。
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鹿島西部地区・筒口地区(鹿島市大字山浦字筒口:確認調査対象面積7.8ha) は鹿島市街地

の南部に位置し、中尾地区の浸食谷と同様に多良岳~経ケ岳山系の北山麓に石木津川の開析に

よって形成された谷底平野の、平地への開口部分(標高13~20m) にあたり、現在は水田とし

て利用されている。

調査予定地区内には縄文時代から近世に至るまでの集落跡、遺物散布地である飯田遺跡、不

動遺跡、立馬場遺跡、が所在し、北側の市街地方向に傾斜して行く微丘陵上には県指定史跡・鬼

塚古墳をはじめ、縄文時代から中世に至る集落跡、遺物の散布地が多く集中しており、佐賀南

部地区における最も遺跡の密度の高い地域のーっとなっている。

削平予定地及び水路掘削予定地を中心に68箇所の試掘溝を設定して確認調査を実施した結果、

9箇所で中世の土墳、溝跡、小穴等を確認し、 2箇所から縄文土器片、中世の土器片・向器片、

瓦片等を検出した。これにより当該地には中世の頃に小規模な集落が存在していたものと思わ

れる。なお遺跡の分布面積は4，200m'である。

鹿島西部地区・久保山地区(鹿島市大字古枝字久保山:確認調査対象面積12.0ha) は中尾地

区の北側、浜川の中・下流域に展開する微E陵地帯で、浜川によって開析された谷底平野の低

地への開口部分(標高13~20m) に相当する。

調査予定地区内には中世の遺物散布地である百塚遺跡が所在し、周辺の正陵縁辺部にも組合

せ式石棺等の出土により弥生時代の墳墓群として注目を集めている野畠遺跡や久保山古境群が

点在している。

確認調査については面工事に伴う削平予定地、及び水路掘削予定地を対象に、 86箇所の試掘

溝を設定して行ったが、遺構の存在を確認することはできなかった。また遺物についても近世

の磁器片が少量出土したが、これは浜川の度重なる氾濫に起因する再堆積層からの検出遺物で

ある。

鹿島西部地区・上古枝地区(鹿島市大字古枝字上古枝:確認調査対象面積10.0ha)は中尾地

区と久保山地区の中間に位置し、浜川の中流域に広がる自然堤防上の微高地(標高55~63m)

であり、現在は水田として供用されている。この計画予定地の北側には貞享年間 (1684~1688 

年)に建立され、現在では社内の命婦社が県指定の重要文化財(建造物)となっている祐徳稲

荷神社が所在する。

当該地は浜川上流の中尾地区同様、以前より遺跡の存在は報告されておらず、周辺部につい

ても東側丘陵の上部に鮒越遺跡、鮒越管原南遺跡、等の縄文時代の遺物散布地が散在する程度で

ある。

水路等の掘削工事予定地区を対象に、 91箇所の試掘溝を設定して確認調査を実施したが、遺

構の存在は確認できず、遺物についても浜川の氾濫原から中世・近世の陶磁器を少量検出した

に止まった。
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鹿島西部地区・束三河内地区(鹿島市大字三河内字東三河内 :確認調査対象面積8.7ha)は

鹿島市街の南西部に位置し、琴路岳~浄土山系を貫流する木庭川と中川の浸食によ って開析さ

れた谷底平野部分(標高40~70m) である。

調査対象地内には中世の遺物散布地である郷野遺跡、八名遺跡が所在し、周辺のE陵上には

三山遺跡、池田遺跡といった縄文時代の遺物散布地が点在する。

削平予定地、及び水路掘削予定地を中心に77箇所の試掘溝を設定して確認調査を行ったが、

遺構の存在は確認できず、遺物についても耕作土中から黒曜石の剥片を l点検出したのみであっ

た。

鹿島西部地区・水梨地区 (鹿島市大字山浦字水梨.確認調査対象面積3.0ha) は筒口地区の

西側に近接する微高地(標高30m) で、水梨堤に流入する小河川の両側に広がっている狭陸な

谷底平野である。

調査対象予定地区内における周知の埋蔵文化財包蔵地の存在は未だ報告されていないが、隣

接した水梨の集落部の丘陵上から経筒が出土している。

削平予定部分を中心に28箇所の試掘溝を設定して確認調査を実施したが、遺構は確認されず、

遺物に関しでも 2箇所で黒曜石の剥片、縄文土器と思われる土器の細片を検出したのみであっ

た。

中村地区(鹿島市大字中村字本町、字横沢:確認調査対象面積30.0ha) は塩田川と鹿島川に

挟まれた一帯で、両河川の沖積作用によって形成された低平な平野(標高 5m) である。現況

は鹿島市街の西側に展開する水団地帯で、国道・ 207号線バイパスがその中央部を南北方向に

縦断する形で建設される予定である。

確認調査予定地区内には本町遺跡(中世の遺物散布地)、横造城跡(中世の城郭)が存在し、

東側には角田遺跡・外道遺跡 (共に中世の遺物散布地)や常広 (鹿島)城跡 (中世の城郭)等

が近接して点在する。

水路掘削予定地区を対象に64箇所の試掘溝を設定して確認調査を行った結果、鹿島川の自然

堤防上の一角を占める30m四方の高まり(現況は高畑)に設けた 2箇所から近世の陶磁器を検

出した。ただし遺物の出土状態、及び土層の堆積状態から判断すると、遺物を包含している土

層は自然堆積によ って形成されたものではなく、宅地造成時に地高めとして盛土されたものと

思われる。

遺跡の存在が確認された鹿島西部地区・筒口地区の4，200m'の取り扱いに関して協議を行っ

た結果、 l，OOOm'については盛土による保存が可能となったものの、残りの3，200m'については

工法上の保存処置が困難なため、本調査を実施することになった。また中村地区の陶磁器を検

出した地点については工事に際し、立ち会い調査を行うことで合意に達した。

なお、筒口地区の遺跡検出区域は名刺・蓮厳院の寺域に近接しており、両者の関連性も想定
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できるため、発掘調査だけではなく、文献等を基にした資料調査も必要と思われる。

(3) 北方町(橋下地区)

橋下地区(杵島郡北方町大字芦原字一本松、字三本松:確認調査対象面積24.4ha)は勇猛山

より北側に派生する正陵の裾部分に接する水団地帯(標高3.2-3.8m)で、六角川の氾濫原の

縁辺部にあたる。

調査対象地区の東部分は久治浦遺跡(弥生時代~中世の集落跡)の分布範囲に含まれている。

また勇猛山北西山麓には昭和38、41年に団体営・パイロット事業に関連して調査され、石室内

に線刻を有するものなど合わせて50基以上の墳墓の存在が推定されている勇猛山古墳群(木下

之治 1967 r勇猛山古墳群j 佐賀県教育委員会)や、 62基以上の墳墓の存在が推定され、

昭和61年にその一部が調査された鳴瀬古墳群が立地している。そして東側に近接している独立

丘陵上には、弥生時代から古境時代にかけての墳墓群である椛島山遺跡が所在しており、六角

川対岸のE陵縁辺部には追分古墳(高瀬哲郎他 1983 r追分古墳j 北方町文化財調査報告

書第 2集 北方町教育委員会)が立地している。

水路掘削予定地を対象に16箇所の試掘溝を設定して確認調査を行ったが、 1箇所より弥生土

器片、土師器片を含む包含層を検出したのみで、遺構の存在については確認できなかった。

(4) 白石町(白石西地区・ 1-3工区、 4-3工区、 3-1工区図24、4ー 2工区)

白石西地区・ 1-3工区(杵島郡白石町大字大渡字喜佐木:確認調査対象面積58.0ha)は杵

島山から北へ向かつて舌状に延びる小丘陵の東側に広がる低平な水団地帯(標高 3-3.5m) 

で、県道・福富~武雄線と県道・錦江~大町線によって北側、及び東側を区画されている一帯

である。

調査対象地区は喜佐木遺跡(弥生時代~古墳時代の遺物散布地)の分布範囲であり、西側の

丘陵上には箕具崎古墳群、箕具山古墳群が立地している。

水路掘削予定地区を対象に114箇所の試掘溝を設定して確認調査を実施した結果、 3箇所で

土墳を確認したが、覆土中に遺物を含まないため時期決定ができなかった。遺物については 5

箇所から土師器、及び須恵器の小片を検出したのみであった。耕作土の下層は淡黄色~淡灰色

粘質土であり、これは六角川の広範囲に及ぶ氾濫に起因する再堆積土と思われる。

白石西地区・ 4-3工区(白石町大字堤字船野、字嘉瀬川:確認調査対象面積20.0ha)は犬

山岳から東へ派生する小丘陵の縁辺部に展開する低平な土地(標高 3-5 m)で、現況は水団

地帯である。

調査対象地区は嘉瀬川遺跡(弥生時代~中世の集落跡)の分布範囲に含まれており、周辺に

も現在の集落部の広がりに重なる形で杵島城跡、隆城跡、等の中世の城館跡が所在し、隣接する

丘陵部についても 5世紀後半のかぶと塚古墳や、 5世紀代の陪家を伴う湯崎古墳群等が点在し

ている。
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図24 白石町・白石西 3ー 1工区試掘溝設定図
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水路掘削予定地区を中心に44箇所の試掘溝を設定して確認調査を実施した結果、 l箇所より

遺構を検出したが、規模・性格・時期については不明である。また遺物については 4箇所から

土師器片等が出土したが、いずれも細片である。

白石西地区・ 3-1工区(白石町大字多田、大字江越:確認調査対象面積30.0ha)は4-3

工区の更に東側に位置し、白石町市街地の南西側から有明町との町境に至る一帯に広がる低地

(標高1.4~2.3m) で、現況は水田である。

当該地は多国遺跡(弥生時代~中世の集落跡)の分布範囲に含まれており、昭和62年度に町

道の北側部分について実施した農業基盤整備事業に係る文化財の発掘調査においても、古墳時

代後期から奈良時代にかけての土墳、柱穴、及び近世の溝跡、木棺墓等を確認している。また

現在集落が形成されている、水田周辺部に点在している島状の微高地や六角JIIの自然堤防上に

は、今泉遺跡、馬田遺跡、秀屋形跡といった奈良・平安時代から中世に至るまでの集落跡、館

跡が点在する。

確認調査は水路掘削予定部分を対象に39箇所の試掘溝を設定して行った。その結果、 3箇所

で近世の遺構(規模・性格とも不明)及び小穴の存在を確認した。また15箇所で土師器片、須

恵器片、磁器片等を含む包含層を検出したが、遺物はいずれも細片であり少量である。

今回の確認調査は、昭和62年に実施した本調査の結果を受け、多国遺跡の南限の把握が主目

的であったが、調査結果から町道付近の標高 2~2.4mの微高地周辺までは遺跡の範囲である

ことが明らかになった。

白石西地区・ 4-2工区(白石町大字湯崎字湯崎、字久治:確認調査対象面積3.8ha)は4-

3工区の東側に近接する一帯であり、現況は有明町との町境に広がる低平な水団地帯(標高 3

m) となっている。

調査対象地区は弥生時代・古墳時代の集落跡である久治遺跡、湯崎東遺跡の分布範囲に含ま

れ、周辺にも、例えば杵島山系から派生しているE陵の縁辺部には弥生時代から中世に至る集

落跡である湯崎遺跡、川津遺跡等が立地し、北側の現在堤集落が形成されているあたりには、

同じく弥生時代から中世に至る集落跡である堤遺跡が所在する。

水路掘削予定地を対象に16箇所の試掘溝を設定して確認調査を実施したが、 l箇所で小穴を

確認したに止まった。遺物についても 4箇所で土師器片等を検出したものの、いずれも細片で

ある。このことから従来現在の久治集落に重なる形で存在が推定されていた久治遺跡は、その

分布の中心が南にずれる可能性が大きい。

個別協議を行った結果、 3-1工区で水路掘削部分にかかる5，OOOm'、及び昭和62年度から

継続調査を行っている 4-2工区の持ち越し部分(町道の南側部分)3，OOOm'の合計8，OOOm'に

ついて本調査を実施することになった。
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(5)太良町(片峰地区)

片峰地区(藤津郡太良町大字多良字片峰:確認調査対象面積6.1ha) は多良川下流部の左岸

域にあたる沖積平野(標高1l~17m) 一帯で、現在は水田、畑地、果樹園等として利用されて

いる。

当該地は周辺の埋蔵文化財包蔵地内ではないが、北側に隣接する舌状の台地上には喜三郎遺

跡(縄文時代の遺物散布地)、多良峰遺跡(縄文時代の遺物散布地、古墳時代の箱式石棺墓・

土器棺墓等の墳墓群)が所在する。

試掘溝を水路掘削予定部分、及び面工事により掘削を受ける部分を対象に27箇所にわたって

設定し、確認調査を行ったが、遺構の存在は確認できなかった。また遺物についても 2箇所で

黒曜石の細片と土器細片を検出したのみであった。
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4.佐賀北部地区の調査

図25 佐賀北部地区周辺地形図 (1: 100，000) 
国立 岩 (伊万里市) 園大 野 岳 (伊万里市)

困古場 (伊万里市) 困伊万里西部 (伊万里市)

回滝川内 (伊万里市) 回伊万里・大里団地 (伊万里市)

園山倉 (伊万里市) 圏柳 谷 (西有田町)

園川内野 (伊万里市) 園荒川一天川線 (七山村)

固平山 (伊万里市)
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図厳 木 (厳木町)

図厳木北部 (厳木町)

図浦川内 (厳木町)

国大 野 (相知町)

図 尾 部 回 (相知町)



(1)伊万里市(立岩地区、古場地区、滝川内地区、山倉地区、川内野地区、平山地区 図26、

大野岳地区、伊万里西部地区、伊万里地区(大里団地)) 

立岩地区(伊万里市山代町立岩:確認調査対象面積6.6ha)は伊万里市と長崎県松浦市との

県境にそびえる石倉岳に対して、佐代川を挟んで対峠している平坦な頂部を有する台地上(標

高50~lOOm) に位置する。

この第三紀層から成る平坦な正陵上には竹原遺跡、度龍石遺跡、猿喰遺跡等の縄文時代の遺

物散布地が密集しており、その分布の状況は佐賀県内においても特異な様相を呈する。また弥

生時代から中世にかけての遺跡も散見される。

確認調査は掘削予定地区を対象に35箇所の試掘溝を設定して行った。その結果 2地点におい

て遺跡の存在を確認することができた。まずA地点(立岩公民館東側)では 6箇所の試掘溝か

ら中世の柱穴や炉跡、遺物としては陶磁器片(中国の宋代から明代にかけてのもの、国産の近

世初頭のもの)等を検出し、 B地点(立岩公民館西側)では 3箇所の試掘溝で縄文時代後期の

遺物包含層を検出した。

これにより立岩地区においては2，lOOm2に及ぶ中世の集落跡と、 500m2の分布範囲を持つ縄文

時代の遺物包含層の両方が存在することが明らかとなった。

古場地区(伊万里市東山代町古場:確認調査対象面積3.0ha)は大通山西側の急斜面が平坦

な台地(標高359m)へと移行する部分であり、志佐川の支流である讃岐川によって開析され

た谷内にあたる。

調査対象地区周辺には縄文時代の遺物包含層である上古場遺跡、坊主石遺跡、等が立地してい

るが、その性格についてはほとんど知られていない。

掘削予定地の中で旧地形の形状を保っている地点を対象に、 7箇所の試掘溝を設定して確認

調査を実施したが、遺構及び遺物は検出できなかった。

滝川内地区(伊万里市東山代町滝川内:確認調査対象面積19.4ha)は古場地区の北側にあた

り、讃岐川と志佐川との合流点部分の緩傾斜地(標高200m)である。烏帽子岳に水源を発す

る志佐川は、当該地を経由して志佐町に至るまで第3紀層の丘陵を急峻に開析しており、その

流路に従って狭障で傾斜の大きい谷底平野が発達している。

調査対象地区内には周知の埋蔵文化財の存在は確認されておらず、志佐川上流に前田遺跡

(縄文時代の遺物散布地)が立地するのみである。

確認調査は掘削予定地のうち、旧地形の残存状態が良好な地点を対象に21箇所の試掘溝を設

定して行ったが、遺構・遺物とも検出できなかった。

山倉地区(農免道路:伊万里市大川町山口字山倉:確認調査対象面積4.5ha) は松浦川の中

流域に広がる沖積平野の東端が、八幡岳から北西に延びる丘陵部と接する位置に形成されてい

る小盆地(標高50~100m) にあたり、現況は樹園地である。
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当該地における遺跡の分布については、南方向の小高い丘陵上に中世の城館跡である出口城

が立地する以外、現在のところ遺跡発見の報告はなされていない。

削平予定部分を中心に 7箇所の試掘溝を設定して確認調査を実施したが、遺構・遺物とも検

出できなかった。

川内野地区(伊万里市東山代町川内野:確認調査対象面積9.4ha) は伊万里市東山代町と長

崎県松浦市志佐町とを分ける県境の一部である志佐川に沿って東西に細長ぐ延びる谷底平野部

分(標高140~180m) である 。 国見岳と大阪山とを南北に対峠する形で区別しているこの谷底

平野は、志佐川の開析に拠るもので、この地区は位置的には先述の滝川内地区の下流部(西側)

にあたる。

調査予定地区内には周知の埋蔵文化財包蔵地の所在は見られないが、その周辺部については、

国見岳から南に派生する尾根が平坦な台地へと移行し、平野部に接するあたりを中心に柳山遺

跡、松葉遺跡、栗山遺跡等の縄文時代の遺物散布地が点在している。

面工事による削平予定部分を対象に、 16箇所の試掘溝を設定して確認調査を実施したところ、

7箇所で中世・近世の土墳、柱穴、小穴等を確認し、 5箇所から縄文時代~近世に至る石器、

土器片、陶磁器片等を検出した。

調査結果から、 9，880m'にわたって中世・近世の集落跡が分布していると推定されるため、

つiI内野遺跡"として周知化を行った。

平山地区(伊万里市脇田町平山 :確認調査対象面積6.1ha) は城古岳から派生したなだらか

な正陵と大平山に挟まれた緩斜面の一帯で、伊万里川の支流によって開析され、南に向かつて

開けている谷底平野部分(標高34~80m) にあたる 。 傾斜角度が大きいため現在では棚田とし

て利用されている。

調査対象地区周辺には平山高麗人墓(近世の墳墓)、瓶屋窯跡(近世の窯跡)が点在してい

るが、従来遺跡の存在は知られていない地域である。

削平予定部分、及び道路建設予定部分を対象に、 79箇所の試掘溝を設定して確認調査を実施

したところ、 2箇所で近世の柱穴、石組遺構を確認した。またこの 2箇所より明代の青花片、

時期不明の青磁片等を検出した。

確認調査の結果より、遺構が検出された水田部を中心に中世・近世の建物跡が存在すると思

われ、その分布面積は1，070m'程度と考えられる。なお、この部分については鴫平山遺跡"と

して周知化を図った。

大野岳地区(農免道路:伊万里市南波多町原屋敷:確認調査対象面積l.Oha) は大野岳の南

裾に広がる尾根と谷が交互に入り組む地域で、徳須恵川の支流によって開析された狭陸な谷底

平野(標高66~95m) である 。 現在は水田、果樹園、人工林等として活用されており、周囲の

地形、及び斜面に露出している土層の堆積状況を観察すると、開墾時に既に著しく削平を受け
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図26 伊万里市・平山地区試掘溝設定図

ている模様である。

当該地においては従来遺跡の存在は確認されておらず、周辺部に下対遺跡、平木場遺跡、裏

ノ原遺跡といった縄文時代の遺物散布地や、中世の城館跡である新久田城跡が点在するのみで

ある。

削平予定部分、及び道路建設予定部分を対象に13箇所の試掘講を設定して確認調査を実施し

たが、遺構・遺物の存在は確認できなかった。

伊万里西部地区(伊万里市山代町峰:確認調査対象面積1.3ha)は国見山系から伊万里湾に

向かつて派生する台地上(標高36~70m) にあって、湾内に急激に落ち込む城山と、谷聞を挟

んだ南東側に位置する。

調査予定地区は狩場遺跡(縄文時代、及び中世の遺物散布地)の分布範囲に含まれており、

周辺の平坦な尾根上には狩場遺跡、湯谷遺跡、や浦野遺跡といった縄文時代の遺物散布地が点在

している。

削平予定部分について 8箇所の試掘溝を設定して確認調査を実施したが、遺構・遺物とも検

出できなかった。

伊万里地区・大里団地(伊万里市二里町大字大里字西尾:確認調査予定面積8.6ha) は烏帽

子岳東麓の尾根が急斜面から緩斜面へと移行しつつ、有田川下流に広がる沖積平野に至るまで

の低平な台地上(標高60~80m) で、西尾堤の南倶u を取り巻く 一帯である。現在は山林、果樹

園等として利用されている。
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調査対象地区の立地する丘陵の東側先端部には西尾遺跡(縄文時代・弥生時代の遺物散布地、

受棺墓、中世・近世の建物跡)が所在しており、周辺にも長谷平遺跡、浦田遺跡といった縄文

時代の遺物散布地が点在している。また北西方向には旧石器時代から縄文時代にかけての岩陰

遺跡として著名な白蛇山岩陰遺跡(森醇一朗 1974 r白蛇山岩陰遺跡j 佐賀県立博物館調

査研究書第 I集佐賀県立博物館)が立地している。

面工事による削平予定部分を対象に、 19箇所の試掘講を設定して確認調査を実施したが、 l

箇所から時期不明でしかも残存状態が良くない土壌を l基検出したほかは、遺構・遺物を検出

することはできなかった。

遺跡、の存在が確認された地区の中で、文化財の取り扱いについての個別協議が必要となった

のは川内野地区と平山地区である。川内野地区については遺跡が分布している9，880m'のうち、

全体の約30%に相当する3，000m'が盛土対応で、保存されることになり、残りの6，900m'が本調査

対象となった。また平山地区については遺跡の広がる1，070m'のうち、盛土対応、で830m'の保存

が可能となったため、残り 240m'が本調査の対象となり、結局合計7，140m'が本調査対象として

扱われることとなった。

(2) 西有田町(柳奇地区図27・図28)

柳谷地区(西松浦郡西有田町大字山谷(乙)字柳谷、字谷平:確認調査対象面積5.5ha) は

国見山系東麓の、有田川に注ぐ支流によって開析された谷部と、それを望む丘陵の北斜面(標

高38~83m) にあたり、現在は水田として利用されている 。
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図28西有田町・柳谷地区No.5試掘溝出土遺物実測図

調査対象地区内には縄文時代の遺物散布地である鎌ノ首遺跡、柳谷遺跡、谷平遺跡、野瀬原

遺跡が所在し、周辺の平坦な頂部を持つ丘陵上にも立山遺跡、黒木原遺跡、高良遺跡、等の縄文

時代の遺物散布地が密集している。

削平予定部分を対象に、 14箇所の試掘講を設定して確認調査を実施した結果、 2箇所から楕

円押型文土器片を含む縄文時代の遺物数点を検出した。当該地は鎌ノ首遺跡、の縁辺部と思われ

るが、地区内での遺物の包含は希薄で範囲も狭い。

(3) 七山村(荒川一天川線)

荒川一天川線(林道;東松浦郡七山村大字荒川字細川1:確認調査対象面積O.lha) は羽金山

の南西麓に広がる急峻な尾根が、玉島川の支流によって開析された狭陸な谷底平野に接する部

分(標高330-360m)で、現況は棚田に開墾された水田である。

調査対象地区は前回遺跡(縄文時代・中世の遺物散布地)の分布範囲内であり、周辺には河

川の流域に沿って、縄文時代の遺物散布地である広田 I遺跡、広田E遺跡が点在するが、その

ほかの遺跡については余り良く知られていない。

掘削予定地区を対象に、 4箇所の試掘講を設定して確認調査を実施したが、表土から黒曜石

の剥片を検出した以外は、遺構・遺物ともその存在を確認できなかった。

(4)厳木町(厳木地区、厳木北部地区、浦川内地区)

厳木地区(東松浦郡厳木町厳木:確認調査対象面積12.0ha) は厳木川の開析によって作札山

南麓に形成されている谷底平野(標高35-45m)で、厳木川とJR唐津線とに挟まれている低

平な部分 (JR唐津線・厳木駅の北側一帯)が事業対象地区である。現在は水田として利用さ

れている。

調査対象地区内における周知の埋蔵文化財の存在については明らかではないが、近接してい

る南側尾根上にはオタッチョ (中世の墳墓)、室園神社六地蔵(天正14年:目前年銘の石造物)

が所在する。また調査予定地区の東側に位置する、厳木川の開析作用によって形成された谷底

平野に接している丘陵の縁辺部には、縄文時代から近世に至るまでの集落跡や遺物散布地が点

n
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在している(樋渡敏暗 1979 r清音寺遺跡j 厳木町文化財調査報告書第 l集厳木町教育

委員会)。

確認調査は削平予定地区を対象に、 28箇所の試掘講を設定して行ったが、遺構・遺物とも検

出できなかった。当該地については耕作土の下層は厳木川の氾濫・再堆積に起因すると思われ

る川砂、機層であり、遺跡がかつて立地していたとしても現在では既に流失している可能性が

大きい。

厳木北部地区(厳木町浪瀬:確認調査対象面積3.2ha) は、船山から北に延びる山系を厳木

川の支流が開析して造り上げている狭院な谷底平野(標高60~80m) で、現況は緩傾斜上に造

成された棚田である。当該地一帯は昭和20年代に耕作土下の堆積土を大規模に採土し、ボタを

選別した後、残った廃土を水田の床土として再利用していた地区であり、樫原遺跡、川頭 I遺

跡といった縄文時代の遺物散布地が周辺の低平な丘陵上に点在する以外は、従来遺跡の存在は

知られていない。

削平予定地区を対象に22箇所の試掘溝を設定して確認調査を実施したが、遺構・遺物とも検

出できなかった。しかし水系に沿って湖ると、険しい岩山の山頂に築かれた中世城郭として著

名な獅子ケ城の南麓に達するため、この地域一帯に当時の集落が営まれていた可能性もあり、

今後の調査に期待される。

浦川内地区(厳木町浦川内:確認調査対象面積1.0ha) は厳木地区とは尾根を挟んだ東側に

位置する急傾斜・狭隆な谷底平野部分(標高70~90m) である。調査対象地区は厳木JII の支流

が開析作用によって形成した氾濫原であり、現在は棚田として利用されている。

調査予定地区は縄文時代・弥生時代の遺物散布地である河内遺跡の分布範囲に含まれ、水系

の両側に形成されているE陵上にも山神遺跡、有ノ木遺跡、一踊遺跡等の縄文時代の遺物散布

地が点在している。

掘削予定地を対象に12箇所の試掘溝を設定して確認調査を実施した結果、 2箇所で厚さ20cm

程度の弥生時代中期の遺物包含層を確認した。

浦川内地区の遺物包含層の取り扱いについて個別協議を行った結果、包含層の存在が確認さ

れた場所は事業予定地区の中でも最も低地であるため、盛土対応による保存方法を採用するこ

とで協議が成立した。

(5) 相知町(大野地区 図29、尾部団地区)

大野地区(東松浦郡相知町大野:確認調査対象面積17.2ha) は松浦川によって開析された谷

底平野が、松浦川の支流によって開析・形成された扇状地と接する一帯で、松浦川東岸の自然

堤防上(標高 8~10m) にあたり、現況は水田となっている。

調査予定地に近接している、夕日山~障の山山系から西麓に派生している尾根の縁辺部には、

小山遺跡、入道町遺跡、八反ケ倉遺跡、といった縄文時代から古墳時代にかけての遺物散布地が
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点在している。

削平予定地を対象に26箇所の試掘講を設定して確認調査を実施した結果、 2箇所から弥生時

代中期の土器片、及び中世の土師器片を検出した。遺物包含層の存在が想定できるが、 2箇所

以外の試掘溝については向性質の土層は確認できるものの、遺物の包含が認められない。なお

遺物包含層の分布範囲については術大野遺跡"として周知化を図った。

遺跡の取り扱いについて個別協議を行った結果、盛土対応による保護が可能となった。

O 

図29 相知町 ・大野地区試掘溝設定図

尾部団地区(相知町大字平山上字尾部回 :確認調査対象面積6.4ha) は松浦川の支流である

平山川が、八幡岳北麓から派生している尾根を開析して形成している狭陸な谷底平野の中で、

尾部回集落の周囲を取り巻くように立地している傾斜地一帯(標高60~lOOm) であり、現在
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は急傾斜を利用して棚田が造営されている。

調査予定地区に隣接した正陵上には、縄文時代・弥生時代の遺物散布地である受泉寺遺跡、

尾部回遺跡が立地しているが、従来集落跡等の存在についてはほとんど報告されていない地域

である。

削平予定地を対象に37箇所の試掘溝を設定して確認調査を実施したが、遺構・遺物とも確認

できなかった。この地区においては耕作土の下層は礁を多く含んだ岩盤に近い性質の土層であ

り、地山形成層と思われる。
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5.佐賀上場地区の調査
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(1) 唐津市(後川内工区、唐ノ川工区(殿切地区)、唐ノ川工区(境地区)、中里工区)

後川内工区 (20号ファーム・ポンド;唐津市大字後川内 :確認調査対象面積0.6ha) は松浦

半島南部の平坦なE陵上(標高220m)で、唐津ゴルフクラブ・ゴルフ場の北側に近接した一

帯である。現在は畑地、水田として利用されている。

調査対象地区周辺のE陵の平坦部には犬ノ馬場I遺跡、犬ノ馬場E遺跡、柳ノ坂遺跡等の縄

文時代の遺物散布地が点在し、一部の遺跡については既に調査が行われている(田島龍太他

1985 r小十窯跡・大良中尾二ツ枝遺跡調査概報j 唐津市文化財調査報告書第12集 唐津市

教育委員会)が、従来の存在は余り知られていない地域である。

水路掘削予定地を対象に、旧地形の残存状態が比較的良好な地点を選定し、 3箇所の試掘講

を設定して確認調査を実施したが、 1箇所で表土中より時期不明の土器片を検出した以外は、

遺構・遺物とも発見できなかった。

唐ノ川工区・殿切地区(幹線水路;唐津市大字唐ノ111字殿切:確認調査対象面積0.2ha) は

唐津市と肥前町との市町境に接する形で東西方向に細長く延びている、近世ないし近代に大規

模に客土され、水田造営が行われた谷合地一帯(標高190~200m) である 。 現在は畑地として

利用されている。

調査対象地区周辺のE陵上には竹木場東山遺跡、堀田遺跡等の旧石器時代から縄文時代にか

けての遺物散布地が点在しているが、従来遺跡の存在が余り知られていない地域である。

幹線水路掘削予定地を対象に、 3箇所の試掘溝を設定して確認調査を実施したが、谷部の客

土中よりキセルの雁首を検出した以外は、遺構・遺物包含層とも確認できなかった。

唐ノ11/工区・境地区(唐津市大字唐ノ川字境:確認調査対象面積0.6ha) は東松浦半島上の

小盆地状低地に張り出した丘陵部の先端付近で、山塊から尾根状に延びた丘陵が急激に落ち込み、

鞍部状の平坦地(標高165~ 197m) を形成している一帯であり、現況はほとんどが畑地として

利用されている。

削平予定地区を対象に 3箇所の試掘講を設定して確認調査を実施した結果、 l箇所から縄文

時代のものと思われる黒曜石の砕片数点を検出した。土層の堆積状況は良好で、旧石器時代の

遺物包含層の存在も想定され、地形等を勘案すると丘陵のほぼ全域が旧石器時代・縄文時代の

遺跡、と考えられるため県唐ノ川境遺跡"として周知化を行った。

中里工区(唐津市湊町中里:確認調査対象面積9.3ha)は東松浦半島の先端部、唐津市と鎮

西町との市町境に近接する形で形成されている、上部が平坦な台地上(標高80~120m) であ

り、現在は水田、及び畑地として利用されている。

調査予定地区には縄文時代の遺物散布地である神ノ脇 I遺跡、神ノ脇E遺跡が存在しており、

近接する平坦な鞍部を持つE陵部には前田 I遺跡、前回 E遺跡、上場 I遺跡、上場E遺跡等の

旧石器時代から縄文時代にかけての遺物散布地が所在している(中島直幸 1982 r上場遺跡J
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唐津市文化財調査報告書第 4集 唐津市教育委員会)。

掘削予定地区を対象に、旧地形の残存状態が良好な地点を選んで15箇所の試掘溝を設定して

確認調査を実施したが、水田造成時の整地層から黒曜石片、サヌカイト片を検出したに止まっ

た。

遺跡、の分布が確認された唐ノ川工区・境地区の取り扱いについて個別協議を行った結果、掘

削が避けられない部分390m'に関して本調査を実施することとなった。

(2)鎮西町(早田工区・皐ケ回工区)

早田工区(東松浦郡鎮西町大字打上字測頭外:確認調査対象面積3.5ha) は測山川に面する

丘陵の平坦面、裾部、及び丘陵に挟まれた狭障な谷部(標高75~120m) であり、現況は水田

である。

調査予定地に近接して藤原遺跡、尾箱遺跡、東測山皿遺跡等の旧石器時代・縄文時代の遺物

散布地が点在しているが、詳細については不明である。

削平予定部分を対象に11箇所の試掘溝を設定して確認調査を実施したが、 l箇所の水田床土

から黒曜石製の剥片を検出したのみである。

早ケ回工区(16号ファーム・ポンド;鎮西町大字石室字皐ケ田:確認調査対象面積O.3ha)

は潟川西岸部に立地する尾根状正陵部の東端部一帯(標高145~146m) で、現況は原野、山林

となっている。

調査対象地区周辺の平坦な台地上には丸林遺跡、坂遺跡、宿 I遺跡等旧石器時代から縄文時

代に至る遺物散布地が点在しているが、従来調査はほとんど行われていない地域である。

掘削予定地を中心に 6箇所の試掘溝を設定して確認調査を実施した結果、遺構の存在につい

ては確認できなかったものの、 2箇所で黒曜石製のスクレイパ一、剥片等を検出した。原野部

分については旧形状が畑地であり、開墾時に削平が進行していて遺物包含層の存在は望めない

が、山林部分については旧地形が比較的良好に保たれている。

遺跡の広がりを確認した300m'について個別協議を行ったが、工法上の変更が困難なため全

面について本調査を実施することとなった。

(3)玄海町(牟形地区図31)

牟形地区(東松浦郡玄海町大字牟形字稗回:確認調査対象面積12.0ha)は仮屋湾を西に望む

平坦なE陵上の、三枚溜の周囲部一帯の谷合い地(標高180~200m) にあたり、現況は水田、

畑地となっている。

調査対象地区周辺の台地上と、その縁辺部には赤松B遺跡、小久保遺跡、稗田 I遺跡、稗田

E遺跡、牧ノ地 I遺跡、牧ノ地H遺跡等の、旧石器時代から縄文時代にかけての遺物散布地が

点在している。

掘削予定地を対象にして64箇所の試掘溝を設定し、確認調査を実施したところ、 5地点で旧
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石器時代から縄文時代に至るまでの遺物包含層を確認した。更に周辺の地形から勘案すると、

三枚溜の周囲はすべて遺跡の分布範囲に含まれると考えられる。

遺跡、の広がりが確認された6，lOOm'の部分の取り扱いについて個別協議を重ねた結果、設計

変更が困難であるため、全域が本調査の対象範囲となった。

(4) 肥前町(鶴牧~八斗蒔~万賀里川の各地区・新木場地区・入野地区・赤坂地区)

鶴牧~八斗蒔~万賀里川地区 (幹線水路及びファーム・ポンド東松浦郡肥前町大字鶴牧、

大字新木場、大字万賀里)11:確認調査対象面積0.3ha) は通称、入野半島の北端部、京泊から半

島の付け根部分に位置する大浦に至るまでの長距離に及ぶ納所幹線水路建設予定地区であり、

このうち、旧地形が比較的良好な状態で残存している鶴牧、八斗蒔、万賀里川の各地区におい

て確認調査を実施した。

鶴牧地区は仮屋湾内に癒状に突出しながら海に向かつて落ち込む台地の、平坦な上面部(標

高100~ 1l0m) にあたり、現在は水田として利用されている 。

調査予定地区一帯は旧石器時代から縄文時代にかけての遺物散布地である山頭 I遺跡の分布

範囲に含まれ、周辺近接地にも山頭E遺跡、吹上 I遺跡、西七ツ江遺跡といった同時代の遺物

散布地が点在している(松尾吉高 1984 r七ツ江遺跡j 肥前町文化財調査報告書第4集

肥前町教育委員会)。

確認調査は遺物包含層の存在が想定される地区を対象に、 2箇所の試掘溝を設定して行った

が、表土下で黒曜石片が 1点検出された以外は、遺構、及び遺物包含層の存在は確認できなかっ

た。

八斗蒔地区は仮屋湾を北西に見渡せる正陵上(標高170~ 180m) に位置し、国道204号線と

平行して走る幹線水路が八斗蒔溜の北側に達するあたり 一帯である。

当該地は縄文時代の遺物散布地である八斗蒔X遺跡の分布範囲内であり、近接地にも同時期

の遺物散布地である八斗蒔E遺跡、八斗蒔VI遺跡、樫山遺跡、等が点在している。

確認調査は遺物包含層の存在が予想される地点を対象に、 1箇所の試掘溝を設定して行った

が、表土下で流れ込みと思われる黒曜石片 1点が出土したのみで、遺構、及び遺物包含層の存

在は確認できなかった。

万賀里川地区は八斗蒔地区の東側に隣接する地域で、大浦溜北側の丘陵上 (標高2∞~205m)

に位置し、現況は畑地である。

調査予定地区内には旧石器時代の遺物散布地である甚手回 E遺跡が所在しており、隣接地に

ついても、同時期の遺物散布地として知られる甚手田 I遺跡、甚手回E遺跡、甚手田羽遺跡、等

が点在している(松尾吉高 1983 r川原田遺跡j 肥前町文化財調査報告書第 3集 肥前町

教育委員会)。

水路掘削予定地とファーム・ポンド建設予定地を対象に 7箇所の試掘講を設定して確認調査
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を実施したが、遺構 ・遺物は検出できなかった。

新木場地区(幹線水路及びファーム ・ポンド;肥前町大字新木場字東、字放四郎)11:確認調

査対象面積5.0ha) は東松浦半島の南西部に位置し、田野新田川によって開析された谷部北側

の丘陵上部(標高120~130m) にあたる o

調査予定地区内には周知の埋蔵文化財包蔵地は存在しないが、周辺部には悌田遺跡、古田遺

跡、塔ノ木溜西 I遺跡、塔ノ木溜西E遺跡等の旧石器時代から縄文時代にかけての遺物散布地

が点在している。

水路掘削予定地、及びファーム ・ポンド建設予定地を対象に、 8箇所の試掘溝を設定して確

認調査を実施したところ、 E陵頂部の平坦地に設けた 3箇所でナイフ形石器、剥片等の旧石器

時代から縄文時代にかけての遺物を主体とする遺物包含層を検出した。地形等から勘案すれば

集落跡が存在する可能性もある。なお遺跡の分布する範囲については"新木場東遺跡"として

周知化を図った。

個別協議の結果、遺跡の存在を確認した地点については、位置変更等の工法上の保護措置を

取ることが困難なため、その全面が本調査対象地区となった。

入野地区(肥前町大字入野字殿木場、字尾山、字国の峰:確認調査対象面積5.0ha) は仮屋

湾と日比水道に挟まれた入野半島の基部付近の平坦な丘陵上面(標高160m) にあたり、水田、

及び畑地として利用されている。

調査対象地区の周辺には尾山遺跡、磯道遺跡、回尾遺跡といった旧石器時代から縄文時代に

かけての遺物散布地が密集しており、その状況は上場台地上に広範囲にわたって存在している

遺跡群のモデルケースともなっている(堀川義英 1981 r上場の文化財(I)J 佐賀県文化

財調査報告書第62集 佐賀県教育委員会、堀川義英 1981 r田尾遺跡群磯道遺跡j 肥前町

文化財調査報告書第 1集 肥前町教育委員会、掘川義英 1982 r田尾遺跡群回尾遺跡 ・磯道

遺跡(その 2)J 肥前町文化財調査報告書第 2集 肥前町教育委員会)。

水路掘削予定部分、及びファーム ・ポンド建設予定地部分を対象に、 11箇所の試掘溝を設定

して確認調査を実施したところ、旧地形が比較的良好な状態で残存している丘陵の頂部に設け

た4箇所でナイフ形石器、剥片等の遺物を含む包含層を確認したほか、周辺においても微細な

剥離痕を持つ剥片や縄文土器片を表採した。これにより新たに発見した遺跡の分布範囲を輸殿

木場遺跡"として周知化した。

遺跡の存在が確認された1，700m'の部分の取り扱いに関し、水路の掘削ルートの変更等を中

心に据えた個別協議を行ったが、設計変更による回避が事実上困難なため、全域を本調査対象

地区とすることに決した。

赤坂地区(幹線水路;肥前町大字赤坂:確認調査対象面積O.2ha) は唐津市との境界に位置

する。この地区は近世ないし近代になってから水田造営を目的として埋め込まれた谷部、及び
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E陵北斜面部分(標高190~200m) で、現在は畑地として利用されている。工事区の上では上

倉幹線水路建設計画地域に属し、唐津市の唐ノ川工区・殿切地区に市町境を越えて連続する部

分である。

調査対象地区、並びにその周辺地域においては、従来遺跡の存在がほとんど報告されておら

ず、調査例も余りない。

水路建設による削平予定地域を対象に、旧地形の形状を良好に止めている地点を選んで、 3

箇所の試掘講を設定して確認調査を実施したが、遺構、及び遺物の存在を確認することはでき

なかった。
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6.筑後川下流用水事業に係る調査

水資源開発公団(筑後川下流用水建設所)による筑後川下流用水事業(右岸域)に係る文化

財の確認調査は、佐賀東部導水路の北茂安西部工区(北茂安町)と、鶴工区(神埼町)につい

て実施した。

北茂安西部工区(三養基郡北茂安町大字中津隈 :確認調査対象面積1.4ha) は筑後川の支流

である寒水111と切通川に挟まれた低平な水田部分(標高 6m)であり、農業基盤整備事業の実

施予定地域の一つである北茂安中部工区の西側に隣接している。

調査対象地区の北方に位置する集落部には干飯遺跡が立地しており、県営圃場整備事業に伴っ

て弥生時代から平安時代にかけての集落跡の存在が確認され、調査が行われている(天本洋一

他 1988 r中津隈干飯遺跡j 北茂安町文化財調査報告書第 3集 北茂安町教育委員会)。

確認調査は延長1，600m、幅8.5mの水路掘削予定地に10箇所の試掘溝を設定して行ったが、

遺構・遺物とも検出できなかった。

鶴工区(神埼郡神埼町大字鶴:確認調査対象面積0.3ha) は、城原川の氾濫によってその東

岸部に形成された自然堤防上(標高 8m) に位置しており、一帯は現在水田として利用されて

いる。

調査対象地区には弥生時代から古墳時代にかけての集落跡である馬郡遺跡が隣接しており、

農業基盤整備事業に関連して一部本調査が行われている(八尋実他 1981 r!馬郡遺跡』 神

埼町文化財調査報告書第 7集 神埼町教育委員会)。また城原川を挟んだ対岸には、弥生時代

後期の集落跡である川寄吉原遺跡や、弥生時代前期から中期にかけての集落跡、及び墳墓群で

ある利回柳遺跡、四本黒木遺跡が立地しており、筑後川下流用水事業(佐賀東部導水路)と県

営圃場整備事業に伴って発掘調査が実施されている(森田孝志他 1985 r筑後川下流用水事

業に係る文化財調査報告書 1J 佐賀県文化財調査報告書第80集、天本洋一 1981 r川寄吉

原遺跡j 佐賀県文化財調査報告書第61集 佐賀県教育委員会、岩永政博他 1980 r利回柳

E区j 神埼町文化財調査報告書 神埼町教育委員会、八尋実 1980 r四本黒木遺跡j 神

埼町文化財調査報告書第 6集 神埼町教育委員会)。

確認調査は延長330m、幅10mの水路掘削予定地に、 7箇所の試掘溝を設定して行ったが、

表土下は城原川の氾濫に因ると思われる砂層が厚く堆積しており、遺構・遺物とも検出できな

かっfこ。
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N. 昭和63年度発掘調査の概要
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《佐賀東部地区における調査》

1. 議論寺遺跡(略号:T 0 F) 

遺跡、の所在地

三養基郡基山町大字国部字東福寺

調査主体者

基山町教育委員会

調査期間

昭和63年 9 月~1O月

調査面積

450m2 

遺跡の概要

図32 東福寺遺跡周辺地形図 (1: 25.000) 

東福寺遺跡は、権現山から杓子ケ峰へ延びる丘陵と、契山から東へ延び、る丘陵に挟まれた園

部谷に位置する。園部谷は、山下川と秋光川によって造られた扇状地で中央付近に独立丘陵の

中隈山がある。中隈山には、中世の山城の園部城、古墳時代の墳墓の中隈山遺跡がある。南側

の丘陵上には、基部に古墳時代後期の杓子ケ峰古墳群・馬場古墳群・鎌浦古墳群・亀ノ甲古墳

群が連なっており、先端部には、金丸遺跡・三ケ敷遺跡、などの弥生から平安時代にかけての集

落遺跡がある。また、弥生時代前期の斐棺墓の金丸遺跡、弥生時代中期から後期の久保田遺跡

が立地している。

調査は、中隈山の南側に接した水田の排水路約450m2を実施した。調査の結果検出した遺構

は、用水路状溝 l条・小溝 2条・井戸 L基・小穴群等である。用水路状溝は、東西方向に延び

ており、溝の中央付近の北側の側面には、挙大以下の円礁が意図的に敷かれている。また円礁

が敷かれていた端に杭が9本認められる。さらに杭列のある所の溝内から、意図的に組み合せ

られた木材が確認されている。

遺物は、土師器・須恵器・石器類・土製品・木製品などが用水路状溝内より出土しているが、

そのほとんどが古墳時代後期に属するものである。木製品の中には、機織りの際に用いられた

と考えられるものもある。

今回の調査成果を概略したが、調査範囲が限られていたため明らかにできなかった事項が多

い。今後、周辺地域の調査、および、用水施設の調査例の増加とともに本遺跡の内容を考察し

たい。
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2.績音量三業答遺跡(略号:H S D) 

遺跡の所在地

三養基郡中原町大字原古賀字三本谷

調査主体者

中原町教育委員会

調査期間

昭和63年 5月~平成元年 2月

調査面積

8，500m' 

遺跡の概要

原古賀三本谷遺跡は、切通川の支、流東岸標高約20mの地点に位置する。遺跡の周辺には上峰

村船石遺跡、二塚山遺跡、中原町天神遺跡、等の著名な遺跡が存在する。

図34 原古賀三本谷遺跡周辺地形図 (1: 25，000) 

遺構は、竪穴式住居跡60軒、土横約300基、小穴多数、溝 3条、環濠遺構 2基、周i棒状遺構

6基がある。

調査区西側の環濠遺構は、東西45mX南北60mの二重の環濠である。内側の環濠の西側には

lOmX3mの張出し部があり、前面の土墳から鏡片が出土している。溝中からは、多量の土器

が出土しており、時期は弥生時代後半から古墳時代初頭と見られる。南側の環濠遺構は、全形

のu程を調査した。時期は弥生時代終末期から古墳時代前半とみられる。

住居跡は、弥生時代中期から弥生時代終末のものまであり、土績は弥生時代前期から終末期

と奈良時代のものがある。

出土遺物には、弥生土器、須恵器、土師器、石器、鉄器、鐸型土製品、鏡片、土弾、紡錘車、

炭化米がある。

弥生土器の中でも、南側の環濠遺構より出土した瀬戸内式器台は、瀬戸内地方との関係を窺

わせ興味深い。

また鐸型土製品は全体の%程の破片で、弥生時代中期後半の土器と共伴した。身の断面は菱

形をなし、側縁に型持孔を模したと思われる穴の痕跡がある。

以上のように、原古賀三本谷遺跡の調査では、弥生時代から古墳時代にかけての集落のあり

方を明らかにすることができた。また環濠遺構や瀬戸内式器台等の貴重な発見もあり、今後の

研究において重要な位置を占める遺跡である。
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1.原古賀三本谷遺跡全景

2. S D∞1土器出土状況

3.SD107器台出土状況
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Itらこがよんほんだに

3.原古賀四本奇遺跡(略号:H Y D) 

遺跡、の所在地

三養基郡中原町大字原古賀字四本谷

調査主体者

中原町教育委員会

調査期間

平成元年 1月

調査面積

350m' 

遺跡、の概要
図36 原古賀四本谷遺跡周辺地形図(l: 25，∞0) 

原古賀四本谷遺跡は、切通川によって形成された沖積平野上、標高約22mの地点に位置する。

原古賀三本谷遺跡の約80m北側である。本遺跡は、弥生時代中期~後期の集落跡で、溝 2条、

土績8基、小穴多数を検出した。SD005は、東西に伸びる溝で、多量の土器が出土した。

本遺跡は、調査面積がせまいものの、原古賀遺跡群の一端を窺い知ることができたという点

において重要である。
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1.原古賀四本谷遺跡全景
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4.蹟音量室参23遺跡(略号:H G D) 

遺跡の所在地

三養基郡中原町大字原古賀字五本谷

調査主体者

中原町教育委員会

調査期間

昭和63年9月~平成元年 1月

調査面積

5，600m' 

遺跡の概要
図38 原古賀五本谷遺跡周辺地形図 (1: 25，000) 

原古賀五本谷遺跡は、原古賀四本谷遺跡、の北西約200mの地点に位置する。本遺跡、は弥生時

代前期~後期及び古墳時代後期~奈良時代にかけての複合遺跡で、検出された遺構は、竪穴住

居跡20軒、土器棺墓2基、土壌墓 l基、土壌65基、掘立柱建物 8軒、柵列 2条、 i韓3条などで

ある。竪穴住居跡は弥生時代中期~後期、 6世紀後半、 7世紀前半、 8世紀代のものがある。

土器棺墓は主軸をほぼ東西にとる。成人棺と小児棺と思われ、時期は須玖式である。東側に

ほぼ並行して存在する土墳墓も同時期であろう。

土壌には、土器溜り、土墳墓の可能性があるもの、製鉄関連遺構の可能性があるもの、性格

不明のものがある。製鉄に関連する可能性がある土墳からはスラッグ、焼土塊、ふいご羽口が

出土しているが、その具体的性格、機能は不明である。

掘立柱建物には、 l問X2聞が3棟、 1問X2間以上が1棟、 2問X2問が2棟、 3問X4

間以上が2棟あり、時期はおよそ 8世紀代と思われる。

本遺跡は、原古賀遺跡群の中では弥生時代の北端、古墳時代以降の西端の位置に当たり、中

原町における遺跡の時期的変遷をさぐる上で重要である。
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1.原古賀五本谷遺跡全景(南から〉

3. S H032 

5.SB018 
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2.全景(東から)

4. S K072 

6. S B069 



なかのじようJI，~

5. 中野城跡(略号:N K N) 

遺跡の所在地

三養基郡北茂安町大字江口字中野

調査主体者

北茂安町教育委員会

調査期間

昭和63年 8月

調査面積

600m2 

遺跡の概要
図40 中野城跡周辺地形図 (1:25.000) 

中野城跡は、北茂安町大字江口字中野に所在する、中世の城跡である。当該地は、脊振山系

から派生した段丘の末端から、南に向って広がる平野が、筑後川によって遮断される標高 4m

~ 5mの低平な水田地帯に、小山状に残る城跡である 。

調査は、城跡、の東側に接して走る水路掘削予定地に対して行なった。調査の結果、溝状遺構

2、土機 2が検出された。

土績はいずれも、長軸 1m程度、短軸0.8m程度で、深さは、検出面より約O.4mを測る 。出

土遺物はなく、時期、性格等は不明である。

SD-5溝は、調査区を東西に横断する形で検出された。幅13m、深さは、検出面から、約

1.0mを測る。北側に 2段のテラスをもち、底部へ至る。埋土は、大別して、茶褐色粘質土、

茶褐色砂質土の 2種類である。底部には、鉄分沈澱による茶褐色砂質土層が検出された。

出土遺物は、輸入陶磁器片、土師器片、国産陶器片等で、時期幅があり、比較的長期にわたっ

て、堆積したものと思われる。

明治22年作成の字国を観ると、城跡の周囲には、クリークが点在している。今回、検出した

SD-5を含め、これらが周溝として機能していた可能性が有る。

以上のように、今回の調査は、検出した遺構、遺物ともに少なく、検出された遺構と中野城

との関係を、明確にはし難い。しかしながら、出土 した輸入陶磁器等に関して、今後、検討を

重ねていく必要がある。また、町内には当城跡を含め、 5つの城跡(館跡)が存在するが、中

野城跡が、筑後川河畔の低平地に立地する他は、段E末端部に位置している。

この，点にも?主目しなけれlまなるまい。
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1.中野城跡

調査区全景(北から)

2.SD-5 
3.SK-l 
4.SK-2 

0
6
 



6.謡浩遺跡8・9・10区 (略号 :FNIー

遺跡の所在地 咽 .IX . X) 

三養基郡上峰村大字堤字二本松他

調査主体者

上峰村教育委員会

調査期間

昭和63年 6 月 ~12月

調査面積

5，OOOm' 

遺跡の概要
図42 船石遺跡周辺地形図 (1: 25，000) 

船石遺跡は、佐賀平野東部、脊振山地の鎮西山 (202.1m) に源をもっ切通川東岸の河岸段

丘上(標高14~25m ) に位置しており、弥生時代がその主体である 。 分布範囲は、現在船石集

落が位置する中位段丘面と、これから南に延び、切通集落北側で沖積平野に没する低位段正面

にまたがり、全体ではlOha以上の広がりをもつものと推定される。

本遺跡の周辺には、かなりの宮、度で弥生時代の遺跡が分布しており、これらは、船石遺跡群

としての有機的関連を持つと考えられる。

今回の調査は、使宜上 8区、 9・10区の 2箇所、 3区に分けて調査を行った。

8区は舟石川東岸の中原町との境界付近に位置する。検出された遺構は、弥生時代中期の住

居跡2軒 ・土墳4基、奈良時代後期の土墳 l基、時期不明の掘立柱建物跡、柵列と考えられる

柱穴群 1条などである。遺物は、各遺構より弥生土器片、須恵器片などが出土している。

9・10区は、船石集落の西に隣接する地域で、調査区は南北に細長く、西方の切通川へ向っ

て緩やかに傾斜している。検出された遺構は、縄文時代後期の住居跡 l軒 ・土墳 5基・埋斐 I

基、弥生時代中期の住居跡17軒 ・土墳10数基等である。弥生時代の住居跡群は調査区南部に集

中しており、調査区北部には見られないことから、本調査区付近が弥生時代の船石遺跡、の北限

であったことが想定できる。

また、遺物は、縄文土器片、弥生土器片や各種の石器類が出土したほか、舶載青磁碗片等が

出土している。とくに縄文時代後期の住居跡からは、土器片とともに石棒 ・磨石・石皿がセッ

トで出土している。

今回の船石遺跡、の調査では、弥生時代の集落跡(船石遺跡)の北限を確認することができた。

また、縄文時代の遺構・遺物の内容も重要であり、佐賀県の東部地区における縄文研究に重要

な資料を提示したといえる。
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1.船石遺跡8区全景

3.8区(弥生)住居跡

5.10区(縄文後期)住居跡

2. 9， 10区全景

4.9区(弥生)住居跡群

6.作業風景

。30
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にしじまにほんすぎ

7. 西島二本杉遺跡(略号 :N J N) 

遺跡の所在地

三養基郡三根町大字西島字二本杉

調査主体者

三根町教育委員会

調査期間

平成元年 1 月 ~2 月

調査面積

600m2 

遺跡、の概要
図44 西島二本杉遺跡周辺地形図 (1:25，000)

西島二本杉遺跡、は、 三養基郡三根町大字西島字二本杉に所在する。筑後川水系寒水川右岸の

海抜 4m前後の低平な沖積平野上に立地し、周辺には、遺跡東方に本分晶・本分三本柳晶.

南方に天建寺土井内孟跡などがみられる。調査は圃場整備に伴う水路掘削部分の約600m2を対

象に実施したが、調査区が、クリークで分断されたため、便宜上南側を第 I地点、北側を第 2

地点と称した。

遺跡、は、中世 (13世紀~15世紀)を主体とする時期に形成されており、当該期の遺構は、溝

3条・井戸跡 5基・土墳数基 ・土墳墓数基 ・柵列 (? )等である。溝跡は東西方向と南北方向

にほぼ直交して、調査区外へと逃げている。井戸跡からは多量の板材・木片のほかに土師器・

瓦器などが出土している。また土嬢墓 (SP207)には木棺の痕跡が残っている。墓墳の平面

プランはほぼ正方形で、 2本の横木を渡した上に平板を載せ、その上に棺を置くという構造に

なっており、町内の本分遺跡、天建寺土井内遺跡、で検出されているものと同様な造りをなして

いる。柵列は南北方向に伸びたピ ット6基からなり、柱根の残るものもある。これもまた調査

区外へと続くものと考えられる。遺物は、土師器細片のみであるため時期は明確でない。なお、

第 l地点と第 2地点では遺構の密度に明らかな差異が見られる。溝 ・井戸等のおもだった中世

の遺構は特に南側に集中しており、逆に北側には土墳墓の集中が見られる。中世の集落は第 l

地点以南に向けて形成されていたものであろうか。なお以上のほかに、青磁、木柱(ホゾ穴の

ある梁若しくは桁) ・敷居板等の建築材、漆器片、金箔、硯、鉄釘、鉄器片、スラグ等の遺物

を検出した。このように、この地における中世集落の構造と性格とを解明する上でも貴重な手

掛かりが得られたと言え よう 。周辺における今後の詳細な調査が望まれる。

註 I 田平徳栄編 『本分遺跡』 三根町文化財報告書第 4集 1987 

註 2 天本洋一編 『本分三本柳遺跡j 三根町文化財報告書第 3集 1986 

註 3 天本洋一編 『天建寺土井内遺跡』 三根町文化財報告書第 2集 1985 
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1.西島二本杉遺跡

調査区全景(北から)

2. S E125敷居板出土状況

3.SP207土墳墓

4. S A213柵列
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8.箱三ノ拘跡(略号:OMN) 
おおまがりつる もり

大幽鶴ノ森遺跡(略号:OMT) 

遺跡の所在地

神埼郡東脊振村大字大曲字二ノ坪・鶴ノ森

調査主体者

東脊振村教育委員会

調査期間

昭和63年11月~平成元年 2月

調査面積
図46 大曲二ノ坪遺跡 (A)・大曲鶴ノ森遺跡(B)周辺

3，200m' 地形図 (1 : 25，0∞) 

遺跡の概要

東脊振村南部は佐賀県の東部で背振山系の南麓に位置し、高中位段丘が南北に細長く広がる

正陵地帯である。大曲二ノ坪遺跡・大曲鶴ノ森遺跡はこれらの段丘に挟まれた、田手川の東岸

に広がる標高12~13mに立地する中近世の生産遺跡であり、本来 2 遺跡は同ーの遺跡、と考えら

れる。周辺には弥生時代の三津永田遺跡・二塚山遺跡群・吉野ヶ里遺跡群、古代末から近世の

山岳仏教遺跡、である霊仙寺跡などが存在している。

遺跡周辺は現況の水田に条里らしい痕跡が航空写真からは認められ、また、古代官道の推定

地でもあった。確認調査時には、数枚の水困層と見られる土の堆積が観察することができた。

遺跡での土の堆積は、表土(耕作土)下の現床土より下には 5~lOcmの間隔で明赤褐色砂質

土(旧床土?)が 2~3crnの幅で、堆積している。この状況が薄いところで;20~30crn、厚いとこ

ろでは50crnほどで、その下は50crnほどの粗砂層があり、そのまた下には明青灰褐色のシルト質

粘土層が厚く堆積している。

明赤褐色砂質土の上面で、浅い溝状の遺構がかなり広範囲に広がっているのが観察できた。

この浅い溝跡は北北西の方向に伸び、幅と間隔が1O~20crn、深さ 1~2crnで、 7~8mで、この

溝跡に直交した溝跡が数条ある。主に長く伸びる溝跡の形状は不整形であり、畝状遺構と見ら

れる。 この遺構は数枚の層に見られ、活動の継続性が伺われる。

出土遺物としては、弥生土器・黒曜石・サヌカイト・土師器・須恵器・青磁器・白磁器・陶

器など多種多様であったが、そのすべてが小破片であり摩耗していた。

遺跡は、その出土遺物と遺構の形状から中世末か近世の水田跡もしくは畑地跡ではないかと

考えられるが、 この種の遺構の検出例が少なく十分な比較検討ができないため今後の調査例の

増加により再検討する必要がある。なお、古代官道は確認できなかった。
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1.大曲二ノ坪遺跡

調査区全景

(南南西から)

2.土層堆積状況

(南西から)

3.畝状遺構

上面検出状況

(東から)
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9. 

国手一本杉遺跡 (A)・田手二本杉遺跡 (B)

周辺地形図 (1: 25，000) 
図48

遺跡の所在地

神埼郡三田川町大字国手字一本杉、二本杉

調査期間

三田川町教育委員会

昭和63年10月 ~ 12月

調査主体者

調査面積

2，400m' 

遺跡の概要

その西部と東部を回三田川町は佐賀県の東部に位置する面積10.85kn1の南北に細長い町で、

手川と井柳川の二河川が南流する。これらは、脊振山系にi原を発し、有明海に注いでおり、上

流では扇状地、中下流では、肥沃な沖積平野を形成している。

田手一本杉・田手二本杉遺跡、のある田手地区は三田川町と神埼町とを画する回手川右岸の標

この一帯には、弥生時代から中世に至る複合遺跡が多く見受け高12~13mの水田地帯である 。

られる。北側の東脊振村との境界付近から殿ノ隈遺跡・回手一本杉遺跡・回手二本杉遺跡・杉

龍遺跡・田手遺跡、等と、いずれも回手川水系の影響下に立地していたことがうかがえる。

田手一本杉遺跡、は、東西100m、南北100mの範囲を有し、弥生時代~中世にかけて営まれて

いることが判明している。調査区は遺跡の東南端に位置し、東西に細長い形状を呈する。調査

の結果、遺構らしきものは検出できなかった。回手二本杉遺跡と同様に回手川の旧河川もしく

は氾濫に起因すると考えられる流砂層の堆積が認められる。出土遺物は弥生土器~中・近世の

舶載陶磁器まで多岐にわたっている。

国手二本杉遺跡は、以前の確認調査で、東西180m、南北200mの範囲を有し、弥生時代~平安

時代にかけて営まれていることが判明している。調査区が東西に細長い形状を呈するが、東側

部分ではほとんど遺構を検出できず、西側部分で溝・小穴を主体とする遺構を検出することが

できた。いずれの遺構にも回手川の旧河川もしくは氾濫に起因すると考えられる流砂層の堆積

プライマリーな状況で遺存するものはほとんどみられない。調査の結果、古墳~が認められ、

中世に至る溝 ・土墳・小穴群を検出した。主体は多数の小穴群であるが、時期・性格ともに不

明なものが多く、位置関係から柱建物の存在も想定し、現地で検討を試みたが明らかにそれと

確認できるものはない。出土遺物は弥生土器~舶載陶磁器まで多岐にわたっている。
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1.田手一本杉遺跡

(西から)

2.田手二本杉遺跡

遠景 ー

3.回手一本杉遺跡

南壁土層

4.回手二本杉遺跡

S D07遺物出土状況

自民
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10. 志議長三ノ薄遺跡(略号 :S I T) 

遺跡の所在地

神埼郡神埼町大字志波屋

調査主体者

神埼町教育委員会

調査期間

昭和63年 4 月 ~9 月

調査面積

3.000m' 

遺跡の概要

図50 志波屋ーノ坪遺跡周辺地形図 (1: 25，000) 

志波屋ーノ坪遺跡は、神埼町北部の標高約12~13mの低位段丘上に立地する。遺跡の東方に

は、奈良時代の官街跡と考えられる中園遺跡 ・志波屋二ノ坪遺跡などが位置し、奈良時代の道

路跡も確認されている。

調査は、水路および貯水堀部分について実施した。主な遺構としては弥生時代前期(聾棺墓

2基、竪穴住居跡 l基)、弥生時代後期~終末期(竪穴住居跡 3基以上、溝跡 I条、土壌)

古墳時代前期(竪穴住居跡 4基以上、土墳)、奈良時代(掘立柱建物跡 7棟以上、井戸跡、土

墳)、平安時代の土壊などである。弥生時代前期の遺構は、調査区東端に散在しており、東に

広がるものと考えられる。後期~終末の竪穴住居跡は平面方形でベット状遺構をもっ。また南

北に弧状に走る溝跡が検出され、集落を区画する。古墳時代の竪穴住居跡は平面方形で調査区

中央部に集中する。奈良時代の遺構は 2問X2問・ 2問X3間以上 ・3間X4聞の掘立柱建物

跡があり、すべて同一方向に主軸を持ち、調査区北部には総柱の倉庫跡が南北に並ぶなど、規

則的な配列を持っている。遺物としては、弥生時代前期~終末の斐 ・査・高杯・鉢・器台等の

ほか鉄器として鎌がある。古墳時代の遺物は、布留式土器が主体を占めている。奈良時代のも

のとしては、土師器・須恵器の杯・碗・斐等があり、特に「神崎厨」とへラ摘された土器が土

横より集中して出土した。平安時代のものは、土師器 ・黒色土器の碗・杯等がある。

以上のように、本遺跡は弥生時代から平安時代にかけての集落跡及び墓地跡である。弥生時

代に関しては、周辺の遺跡との関連性が認められ、特に溝跡の状況が今後の問題となる。奈良

時代の掘立柱建物跡 ・遺物は東に位置する官街的な遺跡と同一時期であり、ヘラ描土器の出土

は官街関連施設の可能性があり、注目される。
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1.志波屋一ノ坪遺跡調査区全景

3.奈良時代建物跡

5.奈良時代土壌

2.弥生時代溝跡

4.弥生時代後期竪穴住居跡

6.弥生前期斐棺墓
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11.2志主主宅ノ諜遺跡(略号:K S N) 

遺跡の所在地

神埼郡神埼町大字志波屋

調査主体者

神埼町教育委員会

調査期間

昭和63年 5月~平成元年 2月

調査面積

1l，OOOm' 

遺跡の概要

上志波屋七ノ坪遺跡、は、神埼町北部の標高約13~15mの低位段丘上に立地する。遺跡の東方

に位置する中位段正上には縄文時代から古墳時代にかけての集落跡・墓地跡が密集して分布し、

図52上志波彦七ノ坪遺跡周辺地形図 (1: 25，仮泊)

南方には志波屋ーノ坪遺跡が所在する。

調査は、水路部分を対象とし、縄文時代早期の集石 4基と包含層、弥生時代前期の竪穴住居

跡、奈良時代~中世の竪穴住居跡・溝跡等を検出した。縄文時代の集石遺構は、径約 1m程の

規模をもち挙大の礁を用いている。弥生時代前期の竪穴住居跡は、平面円形で 2本の柱穴をも

っ。また、調査区北部には溝跡が集中して確認され、一部の溝は方形に巡っており周溝墓の可

能性も考えられる。江戸時代の遺構は現在の竹原集落の北より確認され、溝跡に区画された建

物跡が検出された。遺物としては、縄文早期の押型文土器・石鍬・石斧、弥生時代の斐・高杯・

査等のほか、奈良時代以降の土師器・須恵器の杯・小皿・瓦器・陶磁器、江戸時代の陶磁器や

土師器 ・瓦質の鉢・費、それに石塔の一部などが出土した。

以上のように、本遺跡は縄文時代から江戸時代にかけての集落跡であり、縄文時代早期の遺

構・遺物の確認はこの時代の遺跡の立地・地形などを考える上で重要である。また、江戸時代

の遺構を検出した地区は、地元で寺があったと伝えられており、その関連施設ではないかと考

えられる。
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1.上志波屡七ノ坪遺跡調査区全景(南から)

3.竪穴住居跡

5.江戸時代建物跡

2. 1区全景

4.縄文早期集石遺構

6.掘立柱建物跡
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12.稿尚38(略号:Y T J) 

遺跡の所在地

神埼郡神埼町大字横武・本告牟田

調査主体者

神埼町教育委員会

調査期間

昭和63年4月~平成元年 2月

調査面積

1O，OOOm' 

遺跡の概要
図54 横武城跡周辺地形図 (1: 25，000) 

横武城跡は、神埼町南西部、城原川と中地江川に挟まれた標高 3~4mの低湿水田地帯に立

地している。周辺には、堀あるいはクリークと称される水路が縦横に走る。本告牟田遺跡、柳

郷城跡、姉川城跡、下六丁遺跡、横武四本黒木遺跡などの中世の館跡、環濠集落跡が多く分布

しており、特徴的な集落形態を示す好例として注目されている。近年にこれらの調査が行われ、

遺跡の性格、内容等が明らかになりつつある。今回の調査は、工事に よって掘削される水路部

分と一部削平を受ける面部分の 1~11区について実施した。

調査の結果、掘立柱建物跡6棟、土墳 2基、土墳墓 l基、井戸跡 l基、溝跡54条、道路跡 1

箇所、旧クリーク跡、祭杷遺構3基などを検出した。掘立柱建物跡は、 l問X2問、 l問X3

問、 2間X2問、 2問X2間以上、 2問X3問、 2間X4問で、軸方向は南北方向 4棟、東西

方向 2棟である。このうち11区の建物跡は建て替えによる整地と地鎮祭肥が行なわれ、両者の

時期差が明らかになった。土墳墓は、 5区より検出し規模O.7mXl.Omの長方形の主体部に方

形状に周溝が巡っている o 溝跡は、横武城跡、以前の条里に関連する溝と思われ、南北方向と東

西方向に延びている 。 道路跡は、幅 2 ~ 3mで両側にO.2~0.4mの側溝を持ち、調査区中央部

を東西方向に延びる。|日クリーク跡は、埋土に自然遺物を多数含み、湿地地形であったことを

物語っている。出土遺物には、土師器小皿、杯、鉢、すり鉢、羽釜、費、陶磁器、木製品など

がある。

以上のように横武城跡は、低湿地であった所が条里制の施行により水田となり、その後14世

紀~ 16世紀にクリーク、掘立柱建物跡などの遺構が建設され、環濠集落としての機能を持った

ことが明らかになってきた。今後は、中心部の城館跡と周辺部の集落跡との関連を明らかにし

て行きたいと考えている。
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1.横武城跡 9区全景(南から)

3.9区SD904溝遺物出土状況

5.11区掘立柱建物跡

2.5区全景(南から)

4.10区SDlO01・SD1004i誇
6.11区祭杷遺構造物出土状況
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13.平首7f態転遺跡(時号:S HM) 

遺跡の所在地

神埼郡千代田町大字下西字八本松

調査主体者

千代田町教育委員会

調査期間

昭和63年5月~平成元年 3月

調査面積

2，OOOm' 

遺跡、の概要
図56下西八本松遺跡周辺地形図 (1: 25，000) 

下西八本松遺跡、は千代田町の南西部、中地江川の東方標高3.2mの沖積平野に立地する。こ

の遺跡、は今回の農業基盤整備事業にかかる確認調査により新たに発見された遺跡で、周辺には

川崎遺跡、余江西二本松遺跡、など、古代から中・近世の遺跡が点在する。今回調査の対象となっ

たのは、掘削を受ける水路部分である。

下西八本松遺跡は、便宜的にA.Bの2地点に分け調査を行い、遺構はA地点より溝跡 l条

と中世の包含層を、 B地点より中世の遺物包含層を検出した。包含層は、大きく 2層に分かれ

中世の土師器を含む土器の堆積が見られた。包含層の広がりは遺跡全体におよび、また部分的

に土器の集中が見られた。しかし、縁辺部は後世に掘られたクリークにより破壊され、その広

がりは不明である。

以上報告したように、今回の調査で新たな資料を得ることができた。今後これらの資料をも

とに、周辺地域を含めた古代史解明を行っていかなければならない。
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1.下西八本松遺跡

A地区全景 (北から)

2. B地区全景(西から)

3.土器集中部近景

4.r.葬跡検出状況

直司
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《佐賀西部地区における調査》
むらと〈なが

14.村徳永遺跡(略号 :MTN-A、B、C)

遺跡の所在地

佐賀市久保泉町大字上和泉字徳永

調査主体者

佐賀市教育委員会

調査期間

昭和63年 9 月 ~ll月

調査面積

2，300m' 

遺跡の概要

図58 村徳永遺跡周辺地形図 (1:25，∞0) 

本遺跡は、脊振山系南麓に広がる平野部に位置し、標高約 8mをはかる。今回の調査地は巨

勢川中流域から東へ600mのところに所在している。

調査の結果、溝28条、土墳65基、土墳墓 I基、井戸12基、掘立柱建物跡5棟などを検出した。

遺物は土師器・瓦器を中心に出土しており、時期は平安時代から中世にわたっている。

掘立柱建物跡、はB地区で検出された。建物方位を同じくするものは 2棟だけで、この建物は

一部で柱穴を共有している。柱問寸法は1問幅でかなりの差があり、単位を求めることはでき

なかった。建物の先後関係は不明だが、室町時代の所産である溝との切り合い関係や柱穴出土

の遺物、埋土の状況から考えると、 5棟のうち 4棟は室町時代に属する可能性が高い。

溝のなかで、幅1.2~3.2m、深さ 0.4~O.8m をはかる溝はA地区、 B地区で検出されており、

埋土の状態や出土遺物より同一時期の所産である可能性が高い。溝はB地区においては掘立柱

建物跡を囲むようにめぐっているようである。

井戸は、素掘りが殆どであるが、曲げ物を井戸枠にしたものを I基検出した，。この井戸には

人頭大の礁がぎっしりつまっており、井戸を廃棄する際に意識的に投げ込んだものと思われる。

遺物出土量は比較的少ないが、 9世紀前半の土師器の一括資料、黒色土器、また底部切り離

し技法がヘラ切りから糸切りに変化する時期の遺物も若干含まれている。その他東播系中世須

恵器、常滑斐等も出土している。

佐賀市域においては、中世遺跡の発掘例が少なく、今回の調査結果に対比できる資料をもた

ないが、今後この地区における中世遺跡の発掘の増加が予想されており、類例の増加を待って

今回調査を行なった遺跡の性格・遺物の時期などについて再検討したい。
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1.村徳永遺跡全景

2. C地区全景

3. B地区 SE034井戸枠出土状況

4. B地区 SB020全景 (北から)

5. B地区 SK025遺物出土状況
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たての

15.立野遺跡 (略号 :T A T) 

遺跡の所在地

佐賀市久保泉町大字上和泉字徳永

調査主体者

佐賀市教育委員会

調査期間

昭和63年8月-10月

調査面積

4，500m' 

遺跡の概要
図60 立野遺跡周辺地形図(l: 25，側)

立野遺跡、は佐賀市域の北部、標高 8mの低丘陵上に位置する。周辺は埋蔵文化財包蔵地とし

て周知されているが、調査例は少なく、泉遺跡(昭和60年度調査、中世から近世の集落跡)

泉三本栗遺跡(昭和61年度調査、弥生時代、古墳時代、中世の集落跡)、上和泉遺跡(昭和62

年度調査、古代から近世の集落跡)などがあるにすぎない。

今回の調査では弥生時代中・後期から中世に至る遺構を検出した。検出遺構には竪穴住居跡、

掘立柱建物跡、土墳、周溝状遺構、井戸、溝、小穴群がある。

住居跡については、掘立柱建物跡 (14棟)と竪穴住居跡 (11軒)を検出した。これらの遺構

は比較的高い標高をもっ部分に南北方向に並んで点在する。

掘立柱建物跡は、その規模から見て 4種に分類できる。グループ聞で若干の時期差は想定で

きるものの、時期決定のための資料が非常に少なく、わずかに出土した土器や、竪穴住居跡と

の位置関係からして、弥生時代中頃の所産と推定する。

土壌は38基検出した。便宜的に大型土壌とそれ以外のものに大別した。前者は上面の平面形

が隅丸長方形を呈し、上面の面積10.6-14.7m'を測るものである。鎌倉~室町時代の所産と考

えられるが、他遺跡では奈良時代のものもある。後者は隅丸長方形、楕円形、不定形を呈し、

住居跡群の中に点在し、弥生土器を内包している。

周溝状遺構は 3基(内 1基は方形)検出したが、佐賀市域では初めての検出例であり、その

うちのー基から弥生土器の聾 ・器台を検出した。これらの土器は炭化木と折り重なったように

出土したので、火を用いる何らかの祭杷が存在した可能性もある。しかし'性格の確定は今後の

調査を待ちたい。

以上のことから、立野遺跡は、竪穴住居跡、掘立柱建物跡、土墳、周溝状遺構、井戸を具備

する弥生時代の小集落と考えられ、その存在期間は比較的短期間で、廃棄されたもののようで

ある。
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1.立野遺跡全景

2. S X∞l周溝状遺構

3. S X∞l周溝状遺構

造物出土状況
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おほさんぽんまつ

16.於保三本松遺跡(略号:0 SM) 

遺跡の所在地

佐賀郡大和町大字池上字上於保

調査主体者

大和町教育委員会

調査期間

昭和63年 7 月 ~9 月

調査面積

3，850m' 

遺跡の概要

於保三本松遺跡は大和町の南西部に位置し、西側に東平川がある。遺跡の現況は畑地で、低

図62 於保三本松遺跡周辺地形図 (1 : 25，000) 

地の中の微高地と考えられ、標高は 8mを測る。調査区を西南調査区、北仮u調資区、東南調査

区に分け、順次調査を実施した。

調査の結果、於保三本松遺跡は古墳時代前期~平安時代の集落跡であることが判明した。古

墳時代前期の遺構は、竪穴住居跡が l軒検出された。遺構の残存状況は良好ではないが、住居

跡に伴う土壌・小穴より布留式土器の高杯等の良好な一括資料が出土した。住居跡は一辺約 6

mの方形を呈する。

平安時代の遺構としては、掘立柱建物跡19棟、柵列 l列、井戸26基、溝口条、土機数基を検

出した。掘立柱建物跡は、 2問x3問の建物跡が 6棟、 2問x2聞が 1棟、 3問X3聞が 1棟

調査区外にかかる建物跡が11棟ある。調査区外にかかる建物跡のうち、柱問が 6問を測るもの、

4聞を測るものが各 l棟、南北の柱悶が 2閉(北の柱問2.2m・南の柱問1.3m) で東西に 6問

(l問2.5m)伸びる長屋状の建物跡が 1棟検出された。各掘立柱建物跡の建物軸は、 3方向の

軸をとるが磁北と軌を同じくするものがほとんどである 。 柱の掘方は20~50cmの円形を呈する 。

調査区から検出された井戸のすべてが平安時代のもので、土師器の杯・椀、黒色土器多数を出

土した。また多量の炭化米と若干の緑紬陶器片が出土している。井戸の大きさは、 1-1.5m 

のものが24基、 2-3mの直径を測るものが 2基である。検出された溝は、ほとんどが東西方

向に走る大小の溝で南北に走る溝は l条を数える。i茸の底から出土した遺物は少ないが、埋土

中から土師器・黒色土器が出土している。また斐の三足土器が出土している。

以上の遺構以外に時期不詳の土墳・小穴、近世から現代にかけての水田跡に関わる水路跡等

が検出された。

於保三本松遺跡、は平安時代の集落跡が主体となる遺跡であるが、集落の主要部分は調査区の

南側に展開しており、今回の調査ではその全容を明らかにすることはできなかった。また掘立

柱建物跡に掘方の規模、間尺等に差があり、この時期の集落を考える上で貴重な資料である。

つ白nu 
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1.於保三本松遺跡

調査区全景

2.北側調査区

3.南西調査区

4.南東調査区

5. S 1106竪穴住居跡

6. S B95掘立柱建物跡



17. 本村縞遺跡(略号:H S G) 

遺跡の所在地

佐賀郡大和町大字池上字本村健

調査主体者

大和町教育委員会

調査期間

昭和63年 6 月 ~7 月

調査面積

1，250m' 

遺跡の概要
図64 本村能遺跡周辺地形図 (1: 25，∞0) 

本村龍遺跡、は大和町の南西部に位置し、東に嘉瀬川を挟んで佐賀市の鍋島地区がある。遺跡

の現状は畑地で、嘉瀬川の氾濫原の中の微高地(標高 7m) のーっと考えられる。調査は水路

部分となる発掘区南側を先に行い、その後残りの北側について調査を行った。

調査の結果、本村龍遺跡、は弥生時代~鎌倉時代にかけての複合遺跡であることが判明した。

弥生時代の遺構としては聾棺墓が41基、土墳墓 1基、井戸 2基が検出された。蔓棺墓は大部分

が成人棺で汲田式費棺(弥生時代中期前半)のものがほとんどである。斐棺は水平に近い形で

埋葬されており、後世の耕作によってかなりの部分が欠損している。井戸は出土した遺物より

弥生時代中期のものと思われる。

古墳時代~奈良時代のものと断定できる遺構は検出されていない。

平安時代~鎌倉時代の遺構としては、土墳墓 4基、井戸33基、 i禽8条、布掘り状の掘立柱建

物 I棟、土壌数基が検出された。土壌墓のうち 2基は、土師器の椀が供献されていた。また土

壌墓のうち l基は龍泉窯系の碗が 2個、土師器の小皿 4枚、小万一振りが供献されており、鎌

倉時代のものと思われる。井戸からは、黒色土器・瓦器の良好な資料が出土している。溝は、

南北に伸びる大溝が2条検出された。このうち調査区東側で検出された溝は、途中で途切れて

おり区画性が高い溝である。

またこの他に時期不詳の土壌、小穴多数が検出された。このうち小穴から腰帯の丸納一つが

出土している。

本村龍遺跡は標高6.7mの微高地上に立地する遺跡、で、弥生時代中期前半には菱棺墓群が出

現する。その後平安時代を中心に集落関連遺構・墓群が現われるが、それは一般集落との関連

性よりも居館等の遺構との関連性を窺わせるものである。本調査区の北東250mには於保一族

の居館跡と伝えられる於保天満宮が位置している。遺物については、平安時代の黒色土器が多

数出土しており、この時期の良好な資料である。また他の遺物では、平安時代の井戸より曲物

と田舟を転用したと思われる井戸枠が出土している。
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1.本村縫遺跡

北側調査区全景

2.南側調査区全景

3. S P 310土壌墓

4. S P 310土績墓

遺物出土状況

5. S B46掘立柱建物跡
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18. 三重本村遺跡(略号:MHM) 

遺跡の所在地

佐賀郡諸富町大字為重字三重

調査主体者

諸富町教育委員会

調査期間

昭和63年 4 月 ~5 月

調査面積

900m2 

遺跡の概要
図66 三重本村遺跡周辺地形図 (1: 25，000) 

三重本村遺跡は、諸富町の南西部に位置する三重地区集落を中心に広がる約50，000m2の広さ

を有する町内南部地域最大の遺跡である。遺跡周辺には、北西部に三重二ツ寺遺跡(奈良時代

~中世)や北部に三重機ノ木遺跡(弥生時代終末~近世)などが知られている。遺跡の北東部

には、用明天皇期に成立したと伝えられる新北神社がある。遺跡の所在する三重地区は町内南

部地域の中心的集落で、集落の北東角に位置する新北神社は、川副庄の中心的神社である。ま

た地区内には、江戸時代川副代官所が設置されていた。

今回調査を実施したのは、遺跡の中央西角部分 (3区・ 360m2
) と北角部 (4区・ 540m2) で、

それぞれ東西方向に向かつて実施した。

調査の結果 3区では、中世~近世の溝跡 3条・土壌 6基・柱穴多数を確認した。特に調査区

南角を東西方向に向かつて伸びる溝跡より 16世紀の磁器・土師器等と供に五輪塔が出土した。

また土墳等より瓦器・土師器・輸入陶磁器等が多数出土した。 4区は、昨年調査を実施した三

重二ツ寺遺跡の東側にあたり、集落を区画したと見られる溝跡が調査区の両サイドに見られ、

環濠集落と見られる。遺構密度は高く、溝跡 5条・土墳15基、井戸跡 4基・柱穴多数が確認さ

れた 。 各遺構より 8 世紀~9 世紀にかけての須恵器・土師器や12世紀~14世紀にかけての瓦器・

土師器・輸入陶磁器等が多数出土した。特に調査区中央南で確認された長方形の土墳より 8世

紀代の丁寧に磨かれた土師器等と供に「宮漫」と読める墨書土器が出土し、注目された。この

他、獣骨 .i号、骨などの自然遺物も出土している。
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1.三重本村遺跡遠景

(南側lから)

2.同(東側から)

3.3区土墳



19. 三重機ノ木遺跡(略号 :MU  K) 

遺跡の所在地

佐賀郡諸富町大字為重字三重

調査主体者

諸富町教育委員会

調査期間

昭和63年 6 月 ~ ll 月

調査面積

3，400m' 

遺跡、の概要
図68 三重機ノ木遺跡周辺地形図 (1: 25，000) 

三重機ノ木遺跡、は、町内南西部に位置する三重地区集落の北部に位置する約30，000m2の広さ

を有する遺跡で、佐賀平野最南端の弥生時代終末の遺跡、である。標高2.70mで、この地域ではや

や高い。遺跡の周辺には、近接して南に三重本村遺跡・南西に三重二ツ寺遺跡、などが見られ、

南部地域最大の遺跡群を形成している。

調査は、遺跡、のほぼ中央を東西に横断する幅18mの水路部分及び削平予定の1，000m2の広さ

の雑種地で実施した。

水路部調査区西角にはクリークが見られ、内部より弥生土器の他、瓦器・土師器・古式土師

器・近世の磁器等が多数出土した。この他、溝に固まれた地域に溝跡 2条・土墳 2基・井戸跡

7基・建物跡 l戸・柱穴多数が確認された。特に調査区東角で確認された中世の溝跡は方形に

廻り、集落内の一定地域を区画したとみられ注目される。区画内に建物跡が見られた。また調

査区中央南部分より確認された SE122井戸跡より、上層で布留 O式と見られる斐・小形丸底

壷が、そして下層より庄内棄を模倣した斐・山陰系壷 ・東海系斐等が一括で出土し・注目された。

また SD218から SD307聞には中世の溝跡 4条が東西方向に向かつて確認され、内部より土師

器・瓦器・磁器等が多数出土した。調査区中央東側に位置する SX157より東海系の S字口縁

台付斐の口縁部が確認され、更に古墳時代前期の木器等も検出された。

水路部北側の雑種地では埋土中より古式土師器・瓦器・須恵器等が多数見られた。また形が

前方後方墳に類似していたため、全体に 5mのグリッドを設定し、雑種地周辺の水田面の表土

を剥ぎ周溝の確認を行った。この結果、表土下20cmから意図的に囲められたと思われる黒色の

層が確認され、内部より土師器・古式土師器の小破片が多数出土した。

以上のことから、 三重機ノ木遺跡は、弥生時代終末から中世までの複合遺跡で、特に弥生時

代終末~古墳時代前期の遺構が多く、その土器組成も複雑である。ー遺構内に在地系と外来系

土器が一括で出土した例が多く、佐賀平野の古墳時代成立時期やその過程を考える上で重要で

ある。
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1.三重機ノ木遺跡 l区全景(東領IJから)

3. 1区中央会索

5. 2区全景(東側から)

-109一

2. 1区東側全景

4. 1区西側全景



20.若議缶議議2号演(略号:

遺跡の所在地

佐賀郡諸富町大字為重字石塚

調査主体者

諸富町教育委員会

調査期間

昭和63年 6 月 ~ 1O月

調査面積

800m2 

遺跡の概要

石塚古墳群は諸富町南東部、旧国鉄佐賀線諸富駅付近に位置する古墳群である。この古墳群

は、昭和63年 1月に実施された農業基盤整備事業に伴う埋厳文化財確認調査において発見され、

佐賀平野・筑後平野最南端の低地に見られる古墳として注目を集めた。本来は数基群集してい

たと推定されるが、諸富駅跡地南方100mに1号墳、さらに南西100mに2号墳が現存するだけ

で、その他は佐賀線建設や工場建設 ・開墾等で破壊されたものと思われる。 I一号古墳は、調査

の結果横穴式石室を有する長径約20m.短径12mの楕円形の円墳と推定され、石室はほとんど

破壊されていたが、石室内部より 6世紀末の須恵器・馬具杏葉 ・辻金具・金銅製蓮華紋装飾品・

水晶製切子玉・管玉・勾玉 ・ガラス玉・耳環・鉄鉱 ・万子・太刀・桂甲など豊富な副葬品が出

土した。この為工事区域から除外され、保存される事にな った。

2号古墳は、 1号古墳の南南東約100m標高2.9mの水田に立地する。この周辺は、古墳時代

の海岸線の存在が推定される地域で、南南東300mには古墳時代前期の員塚を有する石塚遺跡

などが見られる。

調査は、 63年6月より 10月まで実施した。この結果、西方に開口すると思われる横穴式石室

の一部が確認され、石室内より須恵器(6 世紀中頃~ 7 世紀初) ・ガラス小玉・玉・切子玉・

管玉・馬具 ・鉄鍛 ・太万が出土した。

石室の破壊は 1号墳より激しく、腰石の一部が確認されたのみで、石室の形態等は確認でき

なかった。 しかし、現存する墳丘周辺より直径11.5mの不整円の掘込みが確認された。

この掘込みは、古墳築造時に実施されたと考えられる基盤整地の痕跡と考えられ、後の寺院

建築などに見られる掘り込み地業と類似している。なお、古墳の形態は、周溝か可潅認できなかっ

たため不明である。

以上の事から 2 号古墳は、 6 世紀中頃~7 世紀初の古墳時代後期に築造された平地の古墳と

考えられ、佐賀平野南部における古墳の盛衰を考える上で重要な資料となった。
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1.石塚古墳群 2号墳(石室北側)

2.石塚古境群 l号墳(南領tlから)
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21.寺浦廃寺(略号:T R U) 

遺跡の所在地

小城郡小城町大字晴気字寺浦

調査主体者

小城町教育委員会

調査期間

平成元年 2 月 ~3 月

調査面積

500m2 

遺跡の概要

寺浦廃寺は、天山山系の愛宕山から派生したゆるやかな扇状地の扇頂部に位置し、三方は山

に閉まれ、南側は佐賀平野をのぞむことのできる好処にある o 標高は約45mである。別名晴気

廃寺とも呼ばれており、周辺には当廃寺に因むと思われる大門、拝門橋、塔廻山、和尚谷、古

屋敷などの地名が残されている。また、近くには寺浦古墳群や当廃寺の瓦を焼いた瓦窯跡があ

る。

寺浦廃寺は戦前から研究者に知られており調査報告がなされている。それによると大正の初

め頃には塔跡と金堂跡と思われる基壇が残されており、法隆寺式の伽藍配置を推定されている。

瓦は百済系唐草文縁単弁八弁軒丸瓦と重弧文軒平瓦の組み合せと、鴻櫨館式複弁八弁軒丸瓦と

偏行唐草文軒平瓦の組み合せが知られている。現在、当廃寺は塔の心礎と基壇が残っており、

県の史跡に指定されている。

調査は農道の拡幅によって削平される500m2にわたって行った。塔跡から南へ約75mの地点

である。調査の結果、西側の部分で、幅2.7m、深さO.9mの南北に走る溝跡を検出した。出土遺

物は重弧文軒平瓦などの瓦類をはじめ、土師器の小皿、椀や瓦質土器が出土している。東側で

は、小穴を多数検出したが、建物を復元することはできなかった。また遺物も出土しておらず

時期も不明である。

今回の調査によって検出できた溝跡は果樹試験場研修棟北で検出できた溝跡と一連のものと

思われ当廃寺の寺域を推定するうえで重要な資料である。
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1.寺浦廃寺

調査区東側

2.調査区中央部

3.調査区東側

4.調査区西側

5.土墳(南から)

6. S 001 (南から)



《佐賀南部地区における調査》
い ち ば

22. 市場遺跡 (略号 IC B) 

遺跡、の所在地

武雄市橘町大字永島

調査主体者

武雄市教育委員会

調査期間

昭和63年 8 月 ~12月

調査面積

5，250m' 

遺跡の概要

市場遺跡は潮見山の南を東西に流れる六角川の右岸にあり、標高 8 ~ 9mの水田及び畑地に

図74 市場遺跡周辺地形図(l: 25，∞0) 

立地する。遺跡、の北部については昭和58年度に六角川河川改修工事に先だって発掘調査を実施
駐 1

しており、古墳時代の竪穴住居跡や遺物では弥生時代の土器などが確認されている。

調査は削平を受ける畑地を対象とし、畑 1 枚毎にA~Wの記号をつけ、その前にほ場整備の

地区番号を付した。

検出した遺構は竪穴住居跡 2軒、掘立柱建物跡14棟、土墳23基、井戸跡11基、溝23条、その

他柱穴などである。竪穴住居跡は 2軒とも方形を呈し、古墳時代のものであり、鉄製の紡錘車

などが出土した。掘立柱建物跡は近世に属するものが多く、大形の柱穴をもつものもあり、国

産陶磁器などを検出した。土墳は古代~近世にわたっており、 SK068土墳からは大量の土師

器杯 ・小皿(全て糸切りで、口径に比して器高が高い)が出土した。井戸跡は全て円形基調の

もので、中世を中心としたものである。溝は大小があり 、中世~近世のものと考えられる。溝

としたものの中には、幅O.6m、深さO.15m前後で、埋土中に、大量の鉄i宰及び、羽口片を包

蔵しており、製鉄関連遺構の可能性もある。

以上のように、今回の調査によ って、当該地においては古墳時代以降近世を経て現代に至る

まで、連綿として生活が営まれたことが判った。特に古代の土器類は市内での出土例も少なく、

本遺跡の西に位置する玉江遺跡のものと合わせて、重要な資料と考えられる。

註 1 原田保則編 『みやこ遺跡』 武雄市文化財調査報告書第15集(上巻)所収武雄市

教育委員会 1986 

註 2 原田保則 『玉江遺跡j 武雄市文化財調査報告書第16集 武雄市教育委員会 1987 
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1.市場遺跡11地区全景

2.8地区全景

3. S K044 (南から)

4. S H050 (西から)

5. S K068 (西から)

6. S H076 (東から)
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23.非暴議遺跡(略号 1D B) 

遺跡の所在地

武雄市橘町大字大日

調査主体者

武雄市教育委員会

調査期間

昭和63年 7 月 ~8 月

調査面積

750m' 

遺跡の概要
図76 井手橋遺跡周辺地形図 (1: 25，000) 

井手橋遺跡は武雄平野の中央部に位置し、旧六角川と新六角I11に挟まれた狭小な地域である。

北には中世遺構及び、古墳時代の包含層の庄ノ前遁跡ゃ墨書土器を出土した林副遺跡、南には小

型イ方搬出土の納手品、有鈎銅釧出土の茂手品、み点崩:、郷ノ木遺跡f自然堤防状の

微高地に存在する。

調査は削平を受ける畑地及び水路予定地(合計 3箇所)を対象として実施した。各調査区の

呼称、はほ場整備の地区番号並びに水路番号に合わせた。調査の中心となったのは、対象面積の

大きかった62地区である。

検出した遺構は掘立柱建物跡3棟、土墳10基、溝 2条、その他柱穴等である。これらの遺構

から出土した遺物は近世を主体としており、 一部に中世のものが見られる。59地区では土師器

杯や輸入磁器が出土した。

62地区の東側(現六角111)周辺は、中村屋敷と呼ばれる地域がある。これは鎌倉時代に入部

した橘公業の子孫公村が姓を渋江と改め、舎弟三人に各々牛島・中村・中橋の姓を唱えさせて

いることから、この中村の屋敷跡の存在が考慮されるが、検出した遺構からはその確証は得ら

れなかった。

註 I 原田保則編 『庄ノ前遺跡J (図版編) 武雄市教育委員会 1984 

註2 昭和57年度ほ場整備関係で調査。未報告(遺物実測図のみ註4に掲載)

註3 原田保則編 『茂手遺跡』 武雄市文化財調査報告書第15集(下巻) 武雄市教育委

員会 1986 

註4 原田保則編 『みやこ遺跡j 武雄市文化財調査報告書第15集(上巻) 武雄市教育

委員会 1986 

註 5 原因保則編 『みやこ遺跡IIJ 武雄市教育委員会 1989 
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1.井手橋遺跡62地区全景(東から)

2.62地区東半部(東から)
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24. 吹野遺跡(略号:F K N) 

遺跡の所在地

鹿島市大字三河内字吹野

調査主体者

鹿島市教育委員会

調査期間

昭和63年 6 月 ~8 月

調査面積

1，150m' 

遺跡の概要
図78 吹野遺跡周辺地形図 (1: 25，000) 

吹野遺跡、は中川の河口から約 7km上流の、木庭川と中川が合流する地点で、上流に比して谷

幅が急激に広がった地点にある。谷の斜面には河川の浸食による河岸段正が顕著に見られ、谷

底の平坦部には旧河川痕が明瞭に残る。吹野遺跡は木庭川の左岸で旧河川痕にはさまれた微高

地上に位置する。

発掘調査は道路予定地部分をはさんで、東側を第 I調査区、西側を第 2調査区として実施し

た。遺物包含層は第 l調査区の南半を除き全面に確認された。特に第 2調査区の北側について

は、 2層の包含層が確認され、遺物も相当量が出土した。遺構については、第 I調査区で古墳

時代前期の土壌を検出したが、縄文時代の遺構は検出できなかった。

遺物としては、縄文時代晩期中頃の黒川式の深鉢、浅鉢、組織痕土器、石銭、石匙、打製石

斧、擦り石などが出土した。なお、黒川式の土器には波状口縁の浅鉢、突帯文の土器は伴って

いない。

今回出土した遺物の中には縄文時代の生活を復元するのに重要な遺物がいくつか出土した。

編布痕土器は、縄文時代の織物がほとんど遺存しない現状からすると、その実態を知ることの

できる貴重な資料である。また網目痕土器から漁網の存在が確認できるが、これは吹野のムラ

の人々が漁拐に従事していたことを物語るものであろう 。

吹野遺跡が立地するような放射状の谷聞には河川の氾濫、流路の変遷などによって土砂が流

失し、遺跡が遺存しないといわれていたが、吹野遺跡のように残る場合もあることが明らかに

なった。今後も同様な立地の場所で遺跡が発見される可能性が出てきた。吹野遺跡は鹿島市に

多く存在する放射状谷の歴史的な土地利用の状況を知る上でも重要な遺跡、といえよう 。
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1.吹野遺跡遠景

2.第I調査区全景

3.第 2調査区全景

4.C'D-2・3区

遺物出土状況
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25.議官長追跡(略号:Y S H) 

遺跡の所在地

杵島郡白石町大字湯崎字湯崎

調査主体者

白石町教育委員会

調査期間

昭和63年11月~平成元年 3月

調査面積

2，100m' 

遺跡の概要

湯崎東遺跡は、杵島山系東部に広がる標高約3.4mを浪IJる水田地帯に立地する 。 この杵島山

系には、古墳時代中期の船野山古墳群 l号墳(通称、かぶと塚古墳)、陪家を伴う前方後円墳を

含む湯崎古墳群の外に、古墳時代後期の野柄古墳群 l号墳など多数の古墳が存在する。62年度

の調査においては、水田より約60cmの高まりを示す畑地の南半分約3，000m'を調査し、上層か

らは中世の掘立柱式建物跡 1軒、近世の墓地跡が確認され、下層からは弥生時代終末~奈良 ・

平安時代の土墳、井戸、溝等が多数検出された。

63年度は62年度の調査区域の西側、南北に延びる水路部分を調査した。調査区域の北・中部

においては古墳~奈良時代の土嬢・溝等が少数検出されたのみで、遺物としては奈良時代の土

墳より 竪杵が出土 した。北部においては特に遺構の数が少なく、下層においても遺物はほとん

どf食出されなかった。

中部以南では、弥生時代後期~古墳時代前期の遺構を検出したが、その数は少ない。

その下層においては、弥生時代後期の柱穴約190基、土壌47基を検出した。調査区南端付近

では、 2間X1聞の高床式倉庫跡2軒をほぼ同一地点で建て替えられたとおもわれる状態で確

認した。 柱聞はいずれも約2.0~ 2 . 5m を測る 。

この倉庫跡を含む大多数の柱穴は、底部に横木を}:本ないし数本備え付け、それに柱根をか

ませる工法をとる。一部には、 葦と思われる植物繊維を底面に敷き詰めた例も認められる。

調査区のほぼ中央部においては、特異な工法を示す掘立柱式建物跡 l軒が検出された。径約

1mの柱根底面に植物繊維を敷き詰め、長さ約80cmの横木4本ないし 5本を井桁状に組み、そ

の中心に柱を立てている。柱には貫状の横木を通し、建物全体の重量を井桁状の横木に拡散さ

せる工法をとる。この工法は、摩擦杭工法と呼ばれ、軟弱地盤に対する沈下防止策と考えられ

る。遺物としては、鋤・木文・舟形木製品等の木製品が多数出土した。
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1.湯崎東遺跡全景

(北から)

2. S B201、SB202 

3.木製品出土状況

4. S B203柱穴

(摩擦杭工法)
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26. え治遺跡(略号:K U J) 

遺跡の所在地

杵島郡白石町大字湯崎字久治

調査主体者

白石町教育委員会

調査期間

昭和63年 8 月 ~10月

調査面積

4，500m' 

遺跡の概要

久治遺跡は、白石町と有明町の町境付近に位置し、標高約3.1~2.9mで、北西から南東に向

かつてわずかな傾斜を呈している。

久治遺跡北西には弥生時代後期~奈良・平安時代の湯崎東遺跡が存在する。

今回の調査は、東西に延びる水路部分について実施した。古墳時代後期から奈良時代を中心

とする遺構を多数検出したが、一部平安時代後期と近世の遺構も確認した。土壌176基、井戸

跡 4基、溝9本を検出したが、なかでも特異な遺構は、環濠状の形態を示す奈良時代の溝であ

る 。 調査区の西側で検出した幅約10m、深さ約40~50crnの溝は土手状の遺構で二分され、東西

に約65m延び、東西両端部でそれぞれ更に北側に延長している。ただし狭い範囲での調査のた

め、この溝が住居に伴う環濠なのかあるいは水路跡なのかは不明である。この溝からは「下J

「前jなどと墨書された須恵器片や木製鋤など多数の遺物が出土 した。

木製品としては古墳時代後期の土墳底部より鉄製の先端部を装着したと考えられる鋤など数

量的に多い。また、奈良時代の土壌底部からは 「紀」と墨書された須恵器の杯と身が出土した。

溝状遺構からは、滑石製石鍋を転用したと思われる舟形が出土した。この舟形に関しては湯

崎東遺跡からも弥生時代後期と古墳時代中期の木製品が出土しており、各時代を通じて白石地

方が海と密接な関係を有していたことが窺える。

また、近世の土墳上部から長さ約 5crn程の男根状石製品 1点が出土したが、これは他所より

の流れ込みと考えられる。
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1.久治遺跡北区全景

(東から)

2. S K081 
「紀」墨書土器出土状況

3.SK090 
木製鋤出土状況
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27. 多白遺跡(略号:T A D) 

遺跡の所在地

杵島郡白石町大字今泉字多田

調査主体者

白石町教育委員会

調査期間

昭和63年 5月

調査面積

600m2 

遺跡の概要

多田遺跡、は杵島山系東方に広がる水田地帯であり、標高約2.0~2.4mを測る。多田周辺には

平安時代初期の文献に「多駄」と記される荘園が存在していた。この周辺部からは土器片が多

数採集されるなど、早くからその存在が知られていた。今回の調査区域は、梅香寺の西側に予

定されている水路部分である。

狭い範囲の調査ではあったが、古墳時代後期から奈良時代にかけての土壌・溝・柱穴を検出

した。その内調査区南端で検出した溝は、南西から北東に約24m延び、東方向に屈曲している。

また、調査区北側において赤く彩色された壷 1個が横倒しの状態で検出されたが、何らかの祭

踊Eに使用されたものであろう。

遺物としては、このほかに土師器片、須恵器片が出土した。
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1.多国遺跡E地区全景(北から)

2.SK086 (西から)

3.SD0l6 (南から)
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《佐賀上場地区における調査》
とう かわ

28.唐ノ川遺跡群
とう かわたかみね

O唐ノ川高峰遺跡(略号:TOT)… 1 
とう かeさかい

O唐ノJIIj境遺跡 (略号:T 0 S)…2 

遺跡の所在地

唐津市唐ノ川字高峰・境

調査主体者

唐津市教育委員会

調査期間

昭和63年7月~平成元年 2月

調査面積

4，500m' 

遺跡の概要

唐ノ川遺跡群は、唐津市の西南部に位置する。唐津平野の西部には上場台地と呼ばれる標高

図86 唐ノ川境遺跡(A)・唐ノ川高峰遺跡 (B)

周辺地形図(l: 25，0∞) 

150m~200mの準平原状の玄武岩質安山岩の溶岩風化台地があり、本遺跡は、この上場台地の

南東端、有浦川、松浦川の分水嶺から南に延び、だ、す標高170mの緩E陵面に立地する。

確認調査の結果、遺跡の広がりは約36，200m'にも及ぶ事が判明し、昭和63年度は、そのうち

工事によって削平を受ける4，500m'を調査した。

調査地は唐ノ川境(l，OOOm') と唐ノ川高峰 (3，500m')の2地点となった。唐ノ }II境遺跡で

は縄文時代の包含層と中・近世の混入撹乱層が検出された。調査地点の中心である丘陵東南側

は地山砂岩層の削平面となり、遺構は検出されなかった。なお、この砂岩層中には腹足類の化

石が包含されていて、この地域の基盤形成期の好資料となるものである。

唐ノ川高峰遺跡では縄文時代晩期中頃~後半の集落跡が検出された。集落跡、は、一部削平の

ため明瞭ではないが、柱穴、土壊、溝等が認められた。柱穴は住居跡を構成するもので、数棟

が予想、される。東西の枝状谷に沿った丘陵斜面には、包含層が検出され、多量の遺物(土器:

深鉢、浅鉢、壷、石器:石斧、石銀、石槍、石錐、磨石等)が出土した。土器群の中には、網

目や席目の圧痕のある組織痕土器が認められる。また、口縁直下に孔が並ぶ、孔列文土器もみ

られ、菜畑遺跡で最古の水田跡の検出された縄文時代晩期後半直前の上場台地の状況を考える

上できわめて重要な資料となろう。
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1.唐ノ川高峰遺跡全景

2.唐ノ川高峰遺跡遠景

(南西から)

3.唐ノ川高峰遺跡

包含層遺物出土状況

4 E 9 -16区
4.唐ノ川境遺跡

A、B-1区全景(東から)
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29.渠語道笠陣鉱(略号:K M J) 

遺跡の所在地

東松浦郡呼子町大字殿ノ浦字ワタリ

調査主体者

呼子町教育委員会

調査期間

昭和63年10月

調査面積

1，OOOrri 

遺跡の概要
図88 来島通之陣跡周辺地形図(1: 25，∞0) 

来島通之陣跡は呼子町の西部、殿ノ浦半島の西の付根にあたる標高約49mの微高地の頂上部

に立地する。呼子・鎮西・玄海の三町にまたがる広大な地域には、文禄・慶長の役 (1592-15

98) の際に従軍した諸将が築いた陣跡の遺構が百二十箇所余り分布している 。殿ノ浦半島は、

豊臣秀吉が本営をおいた名護屋城と名護屋湾をへだてて対岸の位置にあたり、特別史跡の加藤
駐

嘉明陣跡、毛利秀頼陣跡、黒田長政陣跡をはじめ十数箇所の陣跡が確認されている。来島通之

陣跡周辺にも、近接する地域に藤堂高虎陣跡、伊達政宗陣跡、徳川家康別陣跡が分布する。

調査の結果、陣跡に付随すると思われる集石遺構や集石土墳の他に、縄文時代の土墳等の遺

構が検出された。

出土した遺物は、先土器時代から縄文時代にかけての黒曜石やサヌカイト製のナイフ、スク

レイパ一、ノッチ、ポイント、石匙、扇平打製石斧、石鍬等の石器類と剥片多数の他、縄文時

代の土器の小片、近世陶片等である。近世陶片は角石多数が入った土壌の底から出土したが、

陣跡との関連を考えさせる。また、平石を片側に立てかけた隅丸方形土墳の縁辺部からは、扇

平打製石斧とスクレイパーがセットで出土した。

このように、来島通之陣跡は、文禄・慶長の役の陣屋の遺構だけにとどまらず、先土器時代・

縄文時代の上場地方の文化を考えていく上で、貴重な資料を提供することとなった。

註 多々良友博 『辻遺跡一加藤嘉明陣跡-J 呼子町教育委員会 1983 
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1.来島通之陣跡中央部全景

2.集石遺構
3.近世陶片出土状況

4.扇平打製石斧出土状況
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むかた

30. 牟形遺跡群
まき ち

O牧ノ地 I遺跡(略号 :MKCI)… 1
まき ち

O牧ノ地E遺跡(略号 :MKCII)…2
ひえだ

O稗田 I遺跡 (略号:H I D I)… 3 
ひえだ

O稗田 E遺跡 (暗号:H I D II)…4 

遺跡、の所在地

東松浦郡玄海町大字牟形字稗田・牧ノ地

調査主体者

玄海町教育委員会

調査期間

昭和63年11月~平成元年 3月

調査面積

6，100m' 

遺跡の概要

牟形遺跡群は、玄海町南部に位置し、牟田三枚溜周辺標高約200mの丘陵部に立地している。

図90 牟形遺跡群周辺地形図(l: 25，∞0) 

調査は、削平予定の水田及ぴ、畑地部分10地区6，100m'を対象に実施した。
うわだめ

牧ノ地 I遺跡(6区)は、牟形三枚上溜北東部の、標高約200mの水田部分である。

調査は、工事予定地250m'にトレンチを 6箇所設け行った。その結果、遺構は検出されなかっ

たが、石銀、ナイフ形石器、剥片などの石器類と土器片が出土した。

牧ノ地E遺跡 (7 ， 8， 9， 10区)は牟形三枚上溜西南部の、標高200~203 m の畑地及び山林

に位置する。

調査は、工事予定地1，750m'にトレンチを60箇所設け行った。その結果、遺構は検出されな

かったが、石鉄、ナイフ形石器等の遺物を検出した。

稗田 I遺跡 (3，4区)は、牟形三枚上i留東部の標高約195mの畑地部分で、 1，400m'にトレ

ンチを14箇所設け調査した。遺構は検出されなかったが、石銭、剥片類と土器類が出土した。

稗田 E遺跡(l， 2， 5 区)は、牟形三枚上j留南部に位置する、標高約202~203mの畑地であ

る。

工事予定地2，700m'のうち400m'を全面発掘し、残りの地区についてはトレンチを設けた。そ

の結果、遺構は検出されなかったが、ナイフ形石器、石銀、細石刃、黒曜石片と黒色磨研土器

片多数が出土した。

以上より牟形遺跡群は時期的には、旧石器後期~縄文晩期に位置付けられるだろう 。
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牟形遺跡群

1.牧ノ地 I遺跡(遺物出土状況)

3.牧ノ地E遺跡(遺物出土状況)

5.稗田 E遺跡(遺物出土状況)

7.稗田 E遺跡(遺物出土状況)

2.牧ノ地E遺跡(遺物出土状況)

4.稗田 I遺跡(遺物出土状況)

6.稗田 E遺跡 5区全景(真上から)

8.稗田 E遺跡(遺物出土状況)
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V.総括

昭和63年度に実施した農業基盤整備事業に係る文化財調査のうち、確認調査については佐賀

東部地区で鳥栖市・基山町・中原町・北茂安町・上峰村・三根町・三瀬村・神埼町・千代田町

の1市 6町2村の計16地区、佐賀西部地区では佐賀市・多久市・川副町の 2市 1町の計11地区、

佐賀南部地区においては武雄市・鹿島市・北方町・白石町・太良町の 2市 3町の計12地区、佐

賀北部地区では伊万里市・西有田町・七山村・厳木町・相知町の 1市 3町 1村の計16地区、佐

賀上場地区では唐津市・鎮西町・玄海町・肥前町の l市 3町の計10地区において実施した。ま

た筑後川下流用水事業に係る調査については北茂安町、及び神埼町の計2地区について行った。

発掘調査は佐賀東部地区13遺跡、佐賀西部地区 8遺跡、佐賀南部地区 5遺跡、佐賀上場地区

4遺跡について実施した。以下、確認調査については地区毎に、発掘調査については時代毎に

まとめる。

O 文化財確認調査

(1) 佐賀東部地区

鳥栖市;鳥栖北部地区(山浦新町地区) ・鳥栖西部地区(立石吉原地区、立石柳ノ元地区)、

基山町;園部地区 I工区(鈴町地区)、中原町;中原北部地区、北茂安町;北茂安西部工区、

上峰村;上峰 (A. B)地区、神埼町;神埼工区(祇園原地区、姉川地区、茜地区)の11地区

で遺跡の存在が確認された。

山浦新町地区では古墳時代及び中世の集落跡、墳墓群の存在が確認され、立石吉原地区では

古墳時代の集落跡と16基にも及ぶ古墳群、立石柳ノ元地区においては奈良・平安時代の集落跡

がそれぞれ検出された。鈴町地区では弥生時代から中世に至るまでの集落跡が発見され、周知

化が図られた (鈴町遺跡)。中原北部地区においては弥生時代から平安時代に至るまでの集落

跡の存在が確認されたが、その分布面積は52，OOOm'にも達すると推測され、脊振山南麓に展開

している同時代の集落跡を考察する上での好資料といえる。北茂安西部工区では奈良・平安時

代の集落跡が確認された。また上峰A地区においては弥生時代の集落跡が、上峰B地区におい

ては弥生時代から奈良時代にかけての集落跡がそれぞれ確認され、周辺の丘陵上に立地してい

るこ塚山遺跡、屋形原遺跡、船石遺跡といった弥生時代の集落跡、墳墓群との関連性が想定さ

れる。神埼工区・祇園原地区では古墳時代から近世に及ぶ集落跡の存在が確認され、 2箇所の

遺跡が新たに周知化された(岩田芦ノ元遺跡、岩田横山遺跡)。姉川地区では中世から近世に

かけての集落跡が2箇所で発見され、周知化が図られた(姉川十三本松遺跡、姉川十二本松遺

跡)。更に茜地区においては古墳時代の集落跡が検出され、新発見の遺跡として登録・周知化

された(右原祇園町遺跡)。
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(2) 佐賀西部地区

佐賀市;北川副地区・久保泉西部地区(泉工区) ・久保泉東部地区(第 2・第 3換地工区)

兵庫南部地区、多久市;四下地区、川副町;}II副中部地区の 6地区で遺跡が確認された。

北川副地区では弥生時代、及び中世の集落跡が確認され、周知化された(阿高遺跡)。久保

泉西部地区(泉工区)では弥生時代から中世に及ぶ住居跡、土墳等を主体とする遺跡、が確認さ

れたが、遺物が微高地の全面にわたって散布しているため、大集落跡が発見される可能性もあ

る。久保泉東部地区(第 2・第 3換地工区)では弥生時代から近世に至るまでの土壊、溝跡等

が検出されており、集落跡の存在が考えられる。兵庫南部地区では弥生時代から中世にいたる

集落跡及び、弥生時代の員塚が確認された。四下地区においては弥生時代から中世にかけての

遺物包含層を検出したが、地形から判断して集落跡が存在する可能性もあり、その分布範囲を

周知化して保護を図った(四下大丹遺跡、)。川副中部地区では中世末と思われる溝跡等の遺構

を検出しており、中世から近世にかけての集落跡の存在が想定され得るため、その広がりを周

知化した(鯖江南遺跡)。

(3)佐賀南部地区

武雄市;川登地区、鹿島市;鹿島西部地区(筒口地区)、白石町;白石西3ー l工区の 3地

区で遺跡の存在が確認されている。

川登地区では中世の集落跡が確認されており、潮見川の自然堤防上にも遺跡が存在すること

が確実となった。鹿島西部地区(筒口地区)では中世の集落跡が検出され、この地域における

中世史研究に関しての追加資料となった。また白石西 3-1工区では近世の遺構(性格に関し

ては不明)が確認されている。

(4)佐賀北部地区

伊万里市;立岩地区・川内野地区・平山地区、西有田町;柳谷地区、相知町;大野地区の 5

地区において遺跡の存在が認められた。

立岩地区においては中世の集落跡、及び縄文時代後期の遺物包含層が確認されており、検出

された宋代から明代にかけての陶磁器、及び圏内産の陶磁器は中世から近世初期の資料として

重要である。川内野地区では中世から近世にかけての集落跡が確認されており、縄文時代から

近世に至る遺物包含層も検出されている。文化財に関しては未周知地区であったため、周知化

を図った(川内野遺跡)。平山地区では近世の柱穴、石組遺構が検出されており、集落跡の存

在が想定されるので、周囲の地形等も勘案して周知化を行った(平山遺跡)。柳谷地区では縄

文時代の遺物包含層が確認されている。大野地区では弥生時代、及び中世の遺物包含層が確認

されているが、これが集落跡と関連するものかどうかは現段階では不明である。ただし包含層

の分布範囲については周知化を行った(大野遺跡)。
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(5) 佐賀上場地区

唐津市;唐ノ川工区(境地区)、鎮西町;皐ケ田地区、玄海町;牟形地区、肥前町;新木場

地区・入野地区の 5地区において遺跡の存在が確認されている。

唐ノ JII工区(境地区)においては遺物包含層が良好な状態で検出され、旧石器時代から縄文

時代にかけての集落跡の存在が考えられる。なお遺跡の分布範囲については周知化を図った

(唐ノ川境遺跡)。皐ケ田地区では縄文時代の遺物包含層が確認され、旧地形の遺存状態も良

好であるため、今後の調査で集落跡が発見される可能性もある。牟形地区においては旧石器時

代から縄文時代にかけての遺物包含層の存在が確認されている。新木場地区ではナイフ形石器、

剥片等が出土しており、旧石器時代から縄文時代にかけての遺物包含層が良好な状態で残存し

ている。遺跡の分布範囲については新発見であるため周知化を行った(新木場東遺跡)。入野

地区においても新木場地区と同様の傾向を示しており、良好な残存状態の遺物包含層が検出さ

れたため、周知化を行い、遺跡の保護を図った(殿木場遺跡)。

(6) 筑後川下流用水事業

遺跡は確認されなかった。

O 文化財発掘調査

(1) 旧石器時代~縄文時代

この時期については 6遺跡が調査されている。船石遺跡(上峰村)は切通川東岸の河岸段正

上(標高14~25m) に立地し、縄文時代後期の集落跡が確認されている。上志波屋七ノ坪遺跡

(神埼町)は低位段丘上(標高13~15m) に立地しており、縄文時代早期の集石遺構と押型文

土器片、石斧、石鍛等を含む遺物包含層が検出されている。吹野遺跡(鹿島市)は木庭川の旧

河川痕に挟まれた微高地上(標高50m) に位置し、黒川式並行期の織布痕土器片、網目痕土器

片、石銀、磨石等この地方における縄文文化を考察する上で貴重な資料が出土している。唐ノ

川遺跡群(唐津市)は上場台地の南東端の緩丘陵面(標高170m) に位置し、唐ノ川高峰遺跡、

唐ノ川境遺跡が調査された。遺構については柱穴、土壌、溝跡等の存在が確認され、また深鉢、

浅鉢、石斧等の包含層も検出されているが、これらは縄文時代晩期中頃から、稲作農耕が開始

される縄文時代晩期後半にかけての上場台地の状態を示している。来島通之陣跡(呼子町)は

文禄・慶長の役に関連する遺跡であるが、その分布範囲内から陣跡関連の遺構・遺物に加えて

ナイフ形石器、スクレイパー、ポイント、縄文土器片等の、旧石器時代から縄文時代にかけて

の遺物が検出されており、上場台地における文化の変遷を研究する上で重要な追加資料となっ

ている。牟形遺跡群(玄海町)は牟形三枚溜周辺の正陵鞍部(標高200m) に位置し、遺跡群

の中で牧ノ地 1• 11遺跡、及び稗田 1• 11遺跡が今回の調査対象となった。遺構は確認されな

かったものの、ナイフ形石器、石銀、細石刃等豊富な遺物が検出され、旧石器時代後期から縄
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文時代晩期にかけての文化層の存在が窺える。

(2) 弥生時代

この時期の遺跡に関する調査例は県東部~中央部の脊振山系南裾部に集中しており、今回 8

件の報告があるが、集落跡に墳墓群が伴っているケースが多い。原古賀遺跡群(原古賀三本谷

遺跡、原古賀四本谷遺跡、原古賀五本谷遺跡)は切通川東岸の微高地上(標高20-22m) に立

地し、弥生時代全期を通じて営まれた集落跡である。特に注目すべきは 2基確認された環濠状

の遺構で東西45m、南北60mに及ぶ二重環濠を持ち、西側に10mX3 mの張出し部を備える特

殊な形態のものである。また出土遺物も豊富で鐸形土製品、鏡片、製鉄遺構の存在を窺わせる

スラッグ、舗の羽口等が検出されており、佐賀東部地区におけるこの時期の集落跡研究に重要

な資料を提供している。また隣接する船石遺跡でも集落跡が確認されており、原古賀遺跡群等

との関連性が想定される。志波屋ーノ坪遺跡(神埼町)は低位段E上(標高12-13m) に位置

し、弥生時代全期を通じて集落跡が形成されており、査形土器、菱形土器等土器類のほか鉄鎌

も検出されている。また上志波屋七ノ坪遺跡では弥生時代前期の集落跡が検出されている。立

野遺跡(佐賀市)は低正陵上(標高 8m) に成立しており、弥生時代中期から後期にかけての

集落跡が確認されている。遺構は竪穴住居跡、掘立柱住居跡が中心で、周溝状遺構も 3基認め

られる。本村龍遺跡、(大和町)は嘉瀬川の氾濫原である微高地上(標高 7m) に形成されてお

り、集落跡に加えて斐棺墓を主体とする墳墓群が検出されている。三重機ノ木遺跡(諸富町)

は低平な水田部に島状に点在する微高地上(標高2.7m) に所在する弥生時代後期の集落跡で

ある。湯崎東遺跡(白石町)は杵鳥山系東部に展開する低平な水田地帯(標高3.4m) に位置

し、調査によって弥生時代後期の集落跡の存在が確認された。集落を形成しているのは‘摩擦

杭工法"と呼ばれる、建物の自重を拡散させる手法を用いた高床構造の建造物で、地盤沈下を

克服する高度な技術がこの時期に既に採用されていたことから、考古学のみならず建築学の分

野からも注目を集めている。

(3)古繍時代

この時期に属する遺跡の調査例は10件報告されている。東福寺遺跡(基山町)は正陵谷部

(標高40m) に所在しており、古墳時代後期の遺構が検出されている。特に底部に円礁を敷き

込み、木材を組み合わせた構造物を備える溝は、その用途と共に当時の土木工法の解明にも大

いに資するであろう 。田手一本杉遺跡・田手二本杉遺跡(三田川町)は回手川右岸の微高地上

(標高12-13m) に立地しており、溝跡、土墳、小穴等が確認されている。志波屋ーノ坪遺跡、

では古墳時代前期の集落跡が確認されており、布留式土器が出土している。於保三本松遺跡、

(大和町)は微高地上(標高 8m) に立地しており、今回の調査によって古墳時代前期の集落

跡の存在が明らかとなった。また遺物についても布留式の一括資料が検出されている。三重機

ノ木遺跡では井戸跡の覆土上層から布留 O式の菱形土器、小形丸底査が、そして下層からは庄
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内聾を模倣した聾形土器、山陰系の査形土器、東海系の聾形土器等が一括で出土しており、佐

賀平野南部地域における弥生文化の衰微と古墳文化の定着過程を考察する上で不可欠の資料と

なっている。またこれと並行して調査された石塚古墳群 2号墳(諸富町)は低平な水田部(標

高 3m) に立地しており、 62年度に農業基盤整備事業に関連して調査され、馬具杏葉、金銅製

蓮華文装飾品、娃甲等が出土して注目された l号墳に近接している。調査の結果、横穴式石室

の腰石の一部を残すのみで、破嬢が全体に及んでいることが判明した。なお 6 世紀~7 世紀の

須恵器、ガラス小玉、馬具、太万等が検出されている。市場遺跡(武雄市)は六角川の氾濫原

(標高 8~ 9 m) に立地しており、集落跡が確認されている。久治遺跡(白石町)は僅かに傾

斜をもっ低平な水田(標高 3m) に位置しており、古墳時代後期の集落跡が確認されている。

また同時期の土墳底部より鉄製の刃部を装着したと思われる鋤先等が出土している。多田遺跡

(白石町)もまた現況が水田である低地(標高 2~2.4m) に立地しており、遺構の性質、及び

周囲の環境から古墳時代後期の集落跡の存在が想定され得る。

(4) 古代(奈良時代・平安時代)

この時期の調査例として13遺跡が報告されている。田手一本杉遺跡・回手二本杉遺跡では土

境、小穴等が確認されており、集落跡の存在が想定される。志波屋一ノ坪遺跡においては同一

方向に主軸を揃えた掘立柱建物を主体とする集落跡の存在が確認され、 「神埼厨」とへラ書き

された土器をはじめ、碗・杯等が多量に出土していることから、調査地区の東側近接地域に比

定されている神崎郡衡との関連性が考えられる。また同じ神埼町内の上志波屋七ノ坪遺跡では

奈良時代の集落跡が確認されている。横武城跡(神埼町)は河川の氾濫によって形成された低

湿地(標高 3~4 m) に立地しているが、築城以前に同地に設けられていた条里制に関連する

区画溝が検出されている。村徳永遺跡(佐賀市)は脊振山系南麓に広がる微正陵上に所在して

おり、平安時代の集落跡の存在が想定される。本村龍遺跡では平安時代末期に形成された集落

跡が確認されているが、通常の集落というよりは、むしろ豪族クラスの居館的な色合いが強く、

在地の豪族「於保一族jとの関連性が想定される。また遺物についても特色の有るものが多く、

平安時代の黒色土器、瓦器等に加え、井戸跡から田舟を転用したものと曲物とで作られた井戸

枠が検出されている。またこれに近接する於保三本松遺跡においては掘立柱建物跡を主体とす

る平安時代の集落跡が確認されているが、その掘り方の規模、及び柱間の取り方に差があり、

数回にわたって立て替えられた可能性がある。三重本村遺跡(諸富町)は低平な水田部の中に

点在する微高地上(標高 3m) に所在しており、奈良・平安時代の集落跡の存在が想定される。

また同時期の土壌内から出土した「宮遁」と書かれた墨書土器は、官街関連の遺物の可能性も

ある。寺浦廃寺(小城町)は天山山系の南麓に展開する扇状地形の扇頂部(標高45m)に立地

している。創建は 7世紀末で法隆寺式の伽藍配置をとると考えられ、今回の調査においては寺

域の区画に関連すると見られる溝跡が確認され、重弧文軒平瓦、土師器の小皿・碗、瓦質土器

-136一



等が検出されている。湯崎東遺跡では奈良時代の集落跡の存在が想定され、土域内から竪杵が

出土している。久治遺跡では奈良時代が主体であり、東西65mを測る環濠をはじめ土旗、井戸

跡等が確認されており、 「下」、 「前」、 「紀」と墨書された須恵器の杯蓋や身、滑石製石鍋

を転用した舟形等が出土している。多田遺跡はその周辺が平安初期には‘多駄"と呼ばれる荘

園であったことから、その時代の集落跡の存在が想定され得る。

(5) 中世(鎌倉時代・室町時代)

この時期については12遺跡の調査例が報告されているが、その分布は東部地区から南部地区

にまで広がり、特に有明海の沿岸部や大きな河川の流域に集中して見られる。中野城跡(北茂

安町)は筑後111の氾濫原(標高 4~ 5 m)に立地している城館跡であり、溝跡、土壌が確認さ

れ、輸入陶磁器、国産陶磁器等が検出されている。西島二本杉遺跡(三根町)は寒水川右岸の

低平な水田部(標高 4m) に所在しており、当時の集落跡の形態を良好に保っている遺跡であ

る。特に木器等木質の保存状態が良く、生活文化の復元に関して貴重な資料となっている。大

曲二ノ坪遺跡・大曲鶴ノ森遺跡(東脊振村)は田手川の氾濫原(標高12~13m) に立地してい

る生産遺跡(水田遺構)である。今回の調査では確認できなかったものの、当該地区周辺にお

いて古代官道の残存の可能性が指摘されている。横武城跡は周囲に水路を配置するという、こ

の地域の特徴的な形態を有する城館跡である。調査により掘立柱建物跡、土壌、土墳墓、井戸

跡等が検出されており、播鉢、小皿、木製品等が出土している。周辺部の水路も含めた一帯を

「クリーク公園jとして整備し、文化財の保存・活用を図る計画が具体化しつつある。下西八

本松遺跡(千代田町)は中地江川の東方に広がる低平な水田部(標高 3m) に所在し、中世の

遺物包含層が上下 2層に別れて存在することが判っている。村徳永遺跡では室町時代のものと

思われる掘立柱建物跡、 i蓉跡等が確認されており、東播系の中世須恵器、常滑焼の賓が出土し

ている。また同じ佐賀市の立野遺跡、ではこの時期の土墳が検出されている。本村龍遺跡では鎌

倉時代の土横墓から龍泉窯系の碗、土師器の小皿、小万一振りが出土しており、同時代の埋葬、

及び供献の形態を知る上で貴重な資料となっている。三重本村遺跡、では集落跡が確認されてお

り、瓦器、輸入陶磁器等が出土している。三重機ノ木遺跡においては掘立柱建物跡と、その地

所の広がりを区画する溝跡が確認されており、形態から館跡の存在する可能性が大きい。市場

遺跡、では井戸跡、土棟、溝跡等が確認されており、糸切り底の杯 ・小皿が大量に出土している。

(6) 近世(安土・桃山時代以降)

この時期の遺跡については 4件の報告例がある。上志波屋七ノ坪遺跡では、溝跡とそれに区

画された建物跡が確認されており、近世陶磁器、瓦質の鉢、石塔の一部等が検出されている。

この地域は江戸時代に寺が存在したと伝えられており、調査地区が寺域の一部である可能性も

ある。市場遺跡では掘立柱建物跡を主体とする集落跡が確認されており、国産の陶磁器類が出

土している。また井手橋遺跡でも同様に掘立柱建物跡、土墳を主体とする集落跡が確認されて
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おり、この時期の武雄地方の生活文化を知る上で貴重な資料となっている。来島通之陣跡(呼

子町)は殿ノ浦半島の西の付け根にあたる微高地上(標高49m) に位置しており、文禄・慶長

の役(l592~1598)の際に築かれた陣跡である。調査の結果、陣跡に関連すると思われる集石

遺構等を確認している。

以上、佐賀県内において昭和63年度に実施された農業基盤整備事業に係る埋蔵文化財の確認

調査、及び本調査に関する概略を付記したが、近年、事業の進歩に伴って事業実施予定地区が

遺跡の密集地域へ集中する傾向が見られ、文化財保護と開発との調整は、更に困難なものにな

りつつある。こうした中で文化財を後世に伝えて行くためには、文化財保護行政の推進と開発

事業の速やかな遂行にたずさわっている我々の、尚一層の努力が求められるところである。
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